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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真っ白に染まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は深くため息を吐(つ)いた。

　かれこれもう、四度目である。

　この夢の世界で、神様と名乗る女性から世界を救えと命じられたおかげで、真吾は世界の危機に巻き込まれ、命の危険にさらされ、様々な苦しい選択を要求されてきた。

　そろそろ、いや、いいかげん、他の人に――もっと適した人物に――、世界の危機は任(まか)せて欲しい。

　とはいえ、四度目ともなれば、さすがの真吾も冷静だった。

　文(もん)句(く)や悪(あく)態(たい)を吐く暇(ひま)を惜(お)しんで、けたたましく鳴(な)り響(ひび)く電話のベルを華(か)麗(れい)にスルーし、目の前にそびえ立つ電話ボックスを綺(き)麗(れい)に視界から外して、逃げ出した。

　世界を救わなくちゃいけないのはわかる。

　だけど、なんでそれが自分でなくてはならないのか。

　最初の危機からずっと抱き続けてきた疑問を言い訳にして、真吾は電話ボックスから遠ざかった。

　ベルの音が聞こえなくなった辺(あた)りで、不意に地面が途切れ、足を踏(ふ)み外(はず)した。だが、これも想定の範囲内だ。

　どこまでも落下していき、辺りの光景が溶けて崩(くず)れ始める。

　やがて、ようやく見えた底に激突する寸前――




　――真吾は、目を覚ました。




　素早く視線を走らせると、そこは見慣れた自分の部屋だった。

　ひとまず、第一段階は逃げおおせたようだ。

　一息つくと同時に、枕(まくら)元(もと)の携(けい)帯(たい)が鳴り出した。

　真吾はすくい上げるように携帯を手にし、発信者を確認する。

　見れば「特(とく)殊(しゆ)公衆電話」というわけのわからない表示になっていたので、問(もん)答(どう)無(む)用(よう)で切った。

　しばらくしてまた着信がある。

　今度は「神様」と表示されていたが、こちらも絶(ぜつ)縁(えん)状(じよう)を叩(たた)きつけるようにして切った。さすがに、それから電話が来ることはなかった。どうやら振り切ることに成功したらしい。

　ふっと息を吐(は)いて、服を着替える。そうして部屋を出たところで、母親の声がした。

「真吾ー、電話よー」

　こんな朝早くから誰(だれ)だと思いながら部屋を出て階段を下りると、母の由(ゆ)紀(き)子(こ)がニヤニヤと笑いながら待ちかまえていた。

「電話、誰？」

「穂香(ほのか)ちゃんからよ。しっかりね」

　何をだと思いながらも、なんで携帯ではなく家の電話にかけてきたんだろうと首を傾(かし)げながら電話に出て、相手の声を聞いた瞬間、真吾はがっくりとうなだれた。

　可愛(かわい)らしい穂香の声を期待していたのだが、電話の向こうの人物は穂香ではなかった。それどころか、一番声を聞きたくなかった相手だった。

「こらぁ、なんで電話に出ないのよー！」

　相手は、真吾に世界を救う役目を強制的に押しつけた張本人である、神様だった。

「ま、どんなに抵抗したって、私の魔の手からは逃げられないんだけどね」

　神様が魔の手とか言うな、と突っ込みつつ、真吾は疑問を口にした。

「うちの母親は穂香だって言ってたけど、どうやって声を変えたんだ？」

「うん？　変えてないわよ。ただ、そう思いこませるように力を使っただけ。やってみせようか？」

「いらないよ！」

　興味はあったが、それで穂香の声と聞き分けることができなかったときが怖いので、好奇心をムリに押さえ込んだ。

「それにしても、そんなことに力を使うなんて、ホント、力の無(む)駄(だ)遣(づか)いだよ……。っていうか、その力を使って振り込め詐(さ)欺(ぎ)とかしてないだろうな!?」

「…………するわけないじゃない」

　なんだ、その間は。

「だいたい、私がお金を必要とすることなんてないでしょ？」

「どうだか……」

「それより、世界の危機よ。今回も大変だと思うけど、頑(がん)張(ば)ってね」

「大変なの確定かよ……」

「大変じゃない世界の危機なんてあるわけないでしょう」

　それはそうなのだが。

「それじゃ、よろしくね～」

　無責任なほど能(のう)天(てん)気(き)な声に導(みちび)かれて、真吾はまたしても、世界の危機に巻き込まれていくらしかった。
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　世界の危機が訪(おとず)れようとしているとはいえ、真吾たちにも真吾たちの生活というものがある。

　この日、真吾は登校日で、学校へ行かなくてはならなかった。

　世界の危機ということで、当然のようにサボる気でいたのだが、世界を救う仲間である住(すみ)吉(よし)穂香から電話がかかってきたことで、それは果たせなくなった。

「私の学校も、今日が登校日なんですよ」

　真吾たちと同じように午前中だけだが、部活関連でどうしても出ておかなくてはならない会議があるとかで、すぐには仲間たちと合流できないという。

　まだ世界の危機はうっすらとしか感じないから、いますぐどうこうなるわけではないと、言い訳のようにまくしたてて、穂香は電話を切った。

　こうして、神に選ばれた「選ばれし者たち」の合流は、午後からということになったのだ。

　そうなると、午前中がポッカリ空(あ)いてしまう。家にいてもしかたないので、真吾はサボる予定を変更して、学校へと向かうことにした。







　外は、夏真っ盛りだった。

　まだ午前中だというのに日差しは強く、気温も三〇度近くあるだろうか。照りつける太陽に触(しよく)発(はつ)されてか、セミたちの鳴き声が切(せつ)迫(ぱく)したような響きとなって耳を打つ。ここ二、三日は台風の影響で、セミたちも一時休業していたせいか、待ってましたとばかりに存在を主張しているのかもしれない。

　やっぱり家でゴロゴロしてればよかったかなと思いつつ校門を抜けると、真吾はふと、視線のようなものを感じて顔を上げた。

　少しばかり見上げた先には校舎の屋(おく)上(じよう)がある。そこに、カメラらしきものを構(かま)えた親友の姿を見つけ、真吾はもう一度予定を変更して、教室ではなく屋上へと向かった。

　三階分の階段を一気に上がったせいか、走ったわけでもないのに汗でびっしょりになった。屋上へ出る重い扉を開けると、涼(すず)しい風が吹き込んできて気持ちよかったが、一歩外に出ると相変わらず強い日差しが肌に突き刺さって痛かった。

　そんな中、親友である楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)は、なにかを巨大なハードケースのバッグにしまっていた。真吾が気づいたときにはちょうどバッグを閉めたところだったので、中身を確認することができなかった。

「よう」

「おお、真吾か。よく気がついたな」

「こんな所から、何を撮ってたんだ？」

「いや、なにかを狙(ねら)っていたわけじゃない。ちょっと試し撮りをな」

　そう言って、足下のハードケースに目を落とす。

「写真部から借りてきたんだが、うん、さすがにいいものだ」

　大輝の趣味は写真である。当然、写真部にも所属しているのだが、自由奔(ほん)放(ぽう)に好きなものを撮るというスタンスなため、また、そのレベルが突出しすぎているため、部活動にはあまり積極的ではない。

　そんな大輝が、わざわざ写真部から機材らしきものを借りてきたというのだ。いったい、どんなものが入っているのだろうか。

「それ、なんだ？」

「夏休み用決戦兵器だ」

　だから、なんだ、それは。

　大輝は真吾の追及をヒラヒラとかわしつつ、話題を変えるかのように唐(とう)突(とつ)に二枚の写真を取りだした。

「あとは、部員からこれをもらってきたんだ」

　まず一枚の写真を真吾に渡す。

　受け取った真吾は、写真を覗(のぞ)き込(こ)んで首を捻(ひね)った。

　そこに写っていたのは、同じクラスの油(ゆ)井(い)亜(あ)佐(さ)美(み)だった。

　手入れをしていない伸ばし放題の重たそうな髪に、そばかすの散った顔。けっして小柄ではないのだが、なぜか大きめのサイズの制服を着ていて、全体的にだらんとした格好になって野(や)暮(ぼ)ったい。人付き合いが苦手なのか、一人でいることが多く、休み時間などは本を読んでいることが多い。しかもその読書傾向がマニアックなＳＦ方向に傾いているため、余計にとっつきにくい印象を与えている。真吾は彼女の声を聞いたことがないし、笑ったところも見たことがない。

　言ってみれば、可愛らしいとか、魅力的とかいう言葉とは対極にあるような女の子なのだ。当然、大輝の審(しん)美(び)眼(がん)にかなうはずもないのだが、わざわざ亜佐美の写真を見せたということは、何かがあるのだろう。

　真吾は期待を持って大輝を見た。

「これは、夏休み前に撮影された油井亜佐美だ。俺(おれ)のコレクションの中に入っていなかったから、写真部の連中に頼んでもらってきたんだ」

　写真部は、噂(うわさ)によれば全校生徒の写真をフィルムに収め、所持しているらしい。だから、亜佐美のような被(ひ)写(しや)体(たい)としては疑問符の付く女の子の写真も手に入るのだ。

「そして、これが最近、正確には三日前に俺が撮影した油井亜佐美だ」

　二枚目の写真を渡され、真吾は絶(ぜつ)句(く)した。

　そこにはまったくの別人の、可愛らしい女の子が写っていたのだ。

「あ、あれ？　これ……」

「俺も最初は目を疑った。だが間違いない。それは油井亜佐美だ」

「はいぃぃぃぃ？」

　真吾は目を疑った。

　伸ばし放題の髪が、パーマでふんわりした綺麗なウェーブがかかっている。色も少しぬいたのか、茶色がかった髪は重そうな印象を一(いつ)掃(そう)して軽(かろ)やかで、よく似合っている。学校へでも行っていたのか、服装も、半(はん)袖(そで)のブラウスにサマーセーターを着ているだけなのだが、体にフィットしたものを着ているせいか、いままでのような野暮ったさはまったく感じられなかった。いや、それどころか、むき出しになった二の腕やふくらはぎの、まぶしいまでの白さが健康的な色気を発し、浮き出た体のラインが意外なほど発達していることに気づかされる。

　それになによりも。

　写真の中の亜佐美は笑っていた。

　それも、とびきりの、思わず見(み)惚(と)れてしまうような、満面の笑顔で。

　実際、真吾は見惚れていた。見れば見るほど、惹(ひ)きつけられていく。

　唯(ゆい)一(いつ)、亜佐美の面(おも)影(かげ)が残っているのはそばかすだけだが、これが逆に、快(かい)活(かつ)な印象を与えているのだからおもしろい。

　それにしても、いったい、彼女に何があったのだろうか。

　想像させるアイテムは、写真の中に収められていた。

　笑顔の亜佐美が手に持つのは、小説だ。うっすらとだが、そのタイトルが読み取れる。

『幼(よう)年(ねん)期(き)の終わりに』

　真吾でも名前くらいは知っている、海外ＳＦの名作である。

　内容はわからないが、タイトルから様々なことが想像できる。

　幼年期が、終わるのだ。

　それは、幼い少女から大人の女性への脱(だつ)皮(ぴ)。内にこもる性格から、外へと感情を逬(ほとばし)らせる開放。そのきっかけは、おそらく、ひと夏の体験。そして、少女からの変容(メタモルフオーゼ)。幼年期の終わりと、決別。大人の階段を上る、真夏のシンデレラ。

『私、変わりたいんです』

『いいのかい、俺なんかで？』

『はい、かまいません。あなただから、私は……』

『でも、きみは……』

『もう、いままでの自分はイヤなんです。暗くて野暮ったくて、地味で引っ込み思案な自分はイヤなんです。だから、その……、勇気を出します。勇気を出して、お願いします。どうか、私を、大人にしてください……。私を……、幼い私を、終わりにしてください……』

「だ、だだだだだ大輝！　そうなのか!?　本当にそういうことがあって、油井さんはこんなに変わったのか!?」

「ふむ」と一つ息をついて、大輝は答えた。

「確かにひと夏の体験ではあるし、きっかけは男であることも間違いないが、残念ながら、真吾が思っているような色っぽい話ではない。きっかけはまあ、一言で言ってしまえば『家族仲が良くなった』ということだろうな」

「か、家族仲？」

　油井家の家族仲は、ずいぶんと冷え込んでいたらしい。原因は、亜佐美の兄が大学を勝手に中退し、姿を消してしまったことにある。

　そこから、両親の間で諍(いさか)いが起こり、夫婦仲は冷めていった。お兄ちゃんっ子だった亜佐美もまた、触発されるように両親に反発し、内にこもるようになった。自分以外のものに、興味も感動も示さなくなった。

　ところがこの夏、姿を消した兄が帰ってきたらしい。

　もちろん、最初は一(ひと)悶(もん)着(ちやく)あったようだが、どうにか和解し、昔のような家族仲を取り戻した。亜佐美もまた、大好きな兄が戻ってきたことで本来の快活な性格を取り戻したというのだ。

　その結果が、大輝が偶(ぐう)然(ぜん)撮ったというこの写真だったのだ。

「ここには彼女しか写っていないが、すぐ側(そば)には彼女の兄がいた。この笑顔は、すべて兄に向けられたものなんだ」

「そ、そうなんだ」

「素晴らしきかな、家族愛。というやつだな。いや、この俺もさすがに驚かされた。人間、ここまで変われるものなのか、ってな」

　決定的瞬間をカメラに収めることを生(い)き甲(が)斐(い)としている大輝がそう言うのだから、やはり彼女の変化はとてつもないものなのだろう。

「ただ、『変わった』、というよりは『戻った』、というほうが正しいだろうな。彼女はわざわざ電車で一時間もかけて学校に通っているんだが、それは昔の自分を知らない人ばかりのところを選んだからだろう。事実、兄が失(しつ)踪(そう)したのは高校入試の前だったし、中学の同級生に確認を求めたところ、彼女の性格は明るく前向きで、笑顔の似合う女の子という評判だった」

「はあ、お兄さんのことだけで、それだけ変わっちゃうんだなぁ」

「『変わる』、というより、『変えられる』というべきかな。人間、やる気さえあれば、なんでもできるっていういい証(しよう)拠(こ)だよ」

「やる気、ねぇ……」

　確かに、真吾は頑張ることで、世界を救ってきた。案外、大(おお)仰(ぎよう)な力とかではなく、こうした精神的な部分が、世界を救うような力になっているのかもしれない。

「というわけで真吾、おまえも頑張れよ」

「なにをだよ」

　大輝は楽しそうに笑い、しかし、目元には哀(あわ)れみのようなものもちらつかせて、言った。

「まあ、いろいろと、だ。頑張るおまえの姿は、俺にとっては食(しよく)指(し)を動かされる、貴(き)重(ちよう)な被写体なんだからな」

　実際、大輝は野球を頑張っている真吾の姿を写真に収めていたのだ。もっともそれは、小学生の頃の話ではあるが。

　言うだけ言って、大輝は「帰るぞ」と真吾を促(うなが)した。ちゃんと学校へ来たのは、登校日なら写真部の人間も登校しているだろうと見込んだからだろう。最初から、ホームルームやなんかは眼(がん)中(ちゆう)にないようだ。

　どうしようかと迷ったが、仲間であるリーナと清(きよ)美(み)も登校するはずなので、大輝とはここで別れることになった。







　家に戻った真吾は、昼食を食べて庭先に出た。

　仲間たちとの合流場所は、いつもの河原(かわら)である。

　しかし、学校で一緒になったリーナと清美に、真吾の家で落ち合おうと約束させられ、また穂香からも電話があって、結局、女の子三人が真吾の家で合流することになってしまった。

　とはいえ、これもいつも通りではあるのだが。

　日差しは、時間を追うごとにますます強くなっていく。

　八月も一〇日を過ぎたが、夏休みはあと一週間ほどしかない。真吾たちが住む長(なが)野(の)県(けん)の夏休みは短く、だいたい二〇日前後で休みは終わってしまうのだ。

　だからもう、夏休みも終盤にさしかかっている。宿題がわんさかと残っている身としては、ここで世界の危機に時間を取られるのはかなり痛いのだった。

　なんとかしてさっさと世界の危機を救ってみんなで勉強会でも開こうと画(かく)策(さく)していると、通りの向こうから、待ち人ではないが、知った顔がやってきた。

　住吉穂香の部活の先(せん)輩(ぱい)である、武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)だ。

　メガネをかけたクールな美(び)貌(ぼう)の持ち主で、スタイルもモデルのように引き締まっており、胸の大きさは真吾が知る女性の中ではダントツの容量を誇(ほこ)っている。

「ありゃ、偶然だね」

　クールで理知的な少女なのだが、口を開くとその印象がずいぶんと変わる。ポニーテールにした長い髪を揺(ゆ)らしながら、理沙は真吾の側へとやってきた。

　まだ夏休み中だというのに、理沙は美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)の制服を着て、しかも、なぜか一匹の猫を、その豊(ほう)満(まん)な胸で支えるようにして抱いていた。

「ここは……、真吾くんの家なのかい？」

「はい、そうですけど……、武石さんの家も、この近くなんですか？」

「んにゃ、もっと美須々ヶ丘寄りなんだけどね、この子を追っかけてたら、こんな方まで来ちゃって」

　と、腕に抱いた猫を持ち上げる。

「本当は、演劇部のことで学校に向かってたんだけどね」

　ところが、道端でこの猫を見かけてしまったのだという。

「どうだい、こいつ、可愛いでしょ？」

「は、はあ、まあ……」

　猫は、気持ちよさそうに理沙の胸に抱かれている。

　できるなら代われ！　と思ってしまいそうになるのを懸(けん)命(めい)にこらえているせいか、確かに可愛いが、無(む)性(しよう)に腹が立つのは男としてしかたがないだろう。

「いや、もう、夢中で追っかけちゃったわよ。この子も中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)に逃げるから、こっちも意地になってね」

　そうしたら、いつの間にか通学路を外れ、捕まえるのに成功したときには、すでにこの辺りまで来てしまっていたのだという。

　なるほど、だから制服なのかと、真吾は納(なつ)得(とく)した。ただ、通学路を外れるのにも外れすぎのような気もするが。

「どうせ追いかけっこするなら、嫌がるウサミミバニーガール姿の穂香を追っかけたいんだけどね」

「それ、街中でやったら、間違いなく捕まりますよ。っていうか、『嫌がる』のが前(ぜん)提(てい)なんですかっ」

「穂香は笑顔も可愛いけど、泣き顔もいいんだよねぇ、これがまたっ。うーん、想像しただけでそそるわ！　体が疼(うず)くわ！」

　そそるな、疼くな。

　猫を抱いたまま身もだえする理沙に、真吾はうんざりした。

　正直、真吾はこの先輩が苦手だった。

　こうした妙なノリやテンションについていけず、どうやっても真吾ではあしらうことができないのだ。それは、穂香を含めた他の仲間たちも同じだろう。あのリーナでさえ、一方的にやられっぱなしなのだ。

「まあ、それはともかく、はい」

　いきなり、猫を差し出される。

「この猫、珍(めずら)しく人見知りをしないのよ。抱かれても平気な顔してるし」

「いや、だからって、俺に渡されても……」

「穂香はこういう可愛い動物が好きだからねぇ。ポイント稼(かせ)ぎに使ってみたら？」

　なんのポイントだ。

「それに、どうしてこれから俺と穂香が会うって知ってるんですか？」

「え？　会うんだ？　じゃあちょうどいいじゃない」

　やられた。

　何に対してやられたのかはわからないが、理沙の計算通りになってしまったということだけは、なんとなくわかった。

「きっと、いい光景が見られるわよぉ。きゅって猫を抱いて頰(ほお)を緩(ゆる)める穂香。指先を舐(な)められて『きゃんっ』って可愛い悲鳴を上げて、でも目(め)尻(じり)は下がったまま『もう……』って可愛く頰をふくらませたりして……！　んもう、可愛いわね、穂香！　想像の中でもベリーキュートよ！　私に一発やらせなさい！」

　正直、この先輩は苦手だが、自分と似たところがごく一部にあるような気がして、すさまじく複(ふく)雑(ざつ)な気分になった。ただ、自分はこれほどストレートな想像も表現もしないはずだ。……そう信じたい。

「んじゃ、私はこの辺で」

　唐突に妄(もう)想(そう)を打ち切って、理沙は真吾に猫を押しつけると、ヒラヒラと手を振って去っていった。

　ついうっかり猫を受け取ってしまった真吾は、どうしたものかと困りはて、じっと腕の中の猫を観察した。

　猫の背には、トラのような縞(しま)模(も)様(よう)があり、腹や足の先が白い。どこにでもいるようなオーソドックスな白キジの虎(とら)猫(ねこ)であるが、首輪や鈴といった、飼い猫を示すものがないため、野良猫なのだろう。それにしては、人に慣れすぎているような気がするが。

　真吾が喉(のど)を撫(な)でてやると、気持ちよさそうに目を細めて喉を鳴らした。

「しかし、ホントに慣れてるなぁ。野良猫じゃないのかな？」

　真吾の独り言に答えるように、猫は「みゃぁ」とひと声鳴き、大きくあくびをすると、じっと真吾の目を覗き込んできた。

「……どうした？」

　何気なく真吾が話しかけた瞬間、いきなり、猫の姿が消えた。

　いや、まったく別なものに姿を変えていた。

　真吾の腕の中には、なぜか女の子がいた。それも裸で、あられもない姿で、真吾に抱きついていた。

「えへへへ」

　しかも、嬉(うれ)しそうに、真吾の胸に頰をすり寄せてくる。
















「う、うわぁぁぁぁぁぁ！」

　思わず、腕の中の女の子を放り投げてしまう。

　女の子は背中から落ちそうになるのを、猫のような身のこなしで体をひねり、両足で着地すると、頰をふくらませて抗議の声を上げた。

「むにゃんっ。ひどいのですぅ。なにするのですかぁ」

「え、いや、えっと、あの……」

　突然の事(じ)態(たい)に、頭がまったく回らない。

　地面に両手と両(りよう)膝(ひざ)を突いてうずくまる一〇歳くらいの女の子の頭には、なぜかピンと立った三角の耳、お尻には、ふにゃふにゃと動くシッポが生えていた。

　まさかと思いつつ、信じられない思いで、真吾は視線を外しつつ女の子に声をかけた。

「きみは、あの、さっきの猫だったり……、する？」

「うにゃん、そうなのですぅ」

　あっさり肯(こう)定(てい)された。

「ミヤは、ニンゲンのすがたになることができちゃったりするのですぅ」

　耳とシッポが生えているのはその名(な)残(ごり)か。

　真吾は人間の言葉を話す犬を知っているが、人間に姿を変えられる猫など聞いたこともない。

「き、きみは、何者なんだ？」

「うにゃ、ミヤ？」

　猫のような大きな目を真吾に向けて、謎(なぞ)の女の子は首を傾げた。

「ミヤは、ミヤなのですぅ」

「いや、でも、人間の姿になれる猫なんて……、あれ？　猫の姿になれる人間……？　あれ？　どっち？」

「ミヤは、むずかしいことはよくわからないのですぅ。それより……」

　ピョンと、いきなり真吾に抱きついてくる。抱きつかれたこと以上に、とてつもなく滑(なめ)らかで柔(やわ)らかな感触に、真吾はパニックに陥(おちい)りかけた。

　ただでさえパニック寸前なのに、ちょうどそこへ、状況を悪化させ、正(しよう)真(しん)正(しよう)銘(めい)のパニックに陥りそうな面々が姿を現した。

「こんにちは、真吾く……」

「来てやったぞ、シン……」

「…………」

　住吉穂香にリーナ・シェン・フィス・オクターヴァ、そして清(せい)内(ない)路(じ)清美が、唖(あ)然(ぜん)とした表情で真吾と女の子を見ていた。

「ち、違う、これは……」

「うにゃぁん、おにいさんのうでのなか、なんだかおちつくのですぅ。もういっかい、ぎゅってしてほしいのですぅ」

「ぎ、ぎゅっ……！」

「腕……！」

「……もう一回……！」

　驚(きよう)愕(がく)に顔を引きつらせる女性三人に、絶体絶命の危機に陥った男が一人。

　抱きついてきた裸の少女をはらいのけることもできず、また喜んだりすることもできないまま、真吾は天を仰(あお)いだ。
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　少女の名前は美(み)也(や)。

　くせっ毛で猫目で裸の女の子は、どうやっても真吾から離れようとしないので、真吾はまず部屋に戻って、自分のシャツとズボンを彼女に与えなくてはならなかった。

　同時に、穂香たちには誤解を解くため懸命の状況説明を試みた。

「言い訳なら、もっとましなものを用意しろ」

　最初から言い訳だと断じるのは、ひょんなことから真吾の婚約者になってしまった異世界の王女、リーナである。

　リーナは、夏の間は似たような服装で通すつもりなのか、先月からずっと、半袖にハーフパンツ姿である。男の子っぽい格好だが、元気なリーナによく似合っていたし、本人も気に入っているようなので、特に注文を出す必要もないのだが。

「だ、だいたい、見ず知らずの女の子に抱きつかれる理由にならないですよ」

　いちおうもっともな意見を言うのは住吉穂香である。

　入れ違いとなった理沙の後(こう)輩(はい)で、真吾と同い年で、世界を救う役目を神様から与えられた「選ばれし者」の一人である。ふんわりと抱きしめたくなるような柔らかそうなスタイルと、おっとり穏やかな性格の可愛らしい女の子なのだが、妙に変な誤解をしやすいのが玉にきずである。

「……私も脱いだら、抱いてくれる？」

　とんでもないことを言い出すのは、清内路清美だ。

　神社の巫(み)女(こ)だけあって、神秘的な雰(ふん)囲(い)気(き)すら感じる無口な美少女だが、ある理由からずっと神社の一角に閉じこめられるような生活をさせられてきたため、やることなすことが常識を外れている。真吾に助けられたことがきっかけで、真吾を気に入っているようだが、その言動が直接的すぎていつも困らされているのだ。

　どうやらみんな、真吾の言葉を信じてくれないらしい（清美はそれ以前の問題のような気がするが）。

　ならばと、女の子が猫の姿になったり人間の姿に戻ったりする様子を見せることで誤解は解けたようだったが、不(ふ)穏(おん)な空気は消えないままだった。

　服を着た後も、美也は真吾から離れなかったので、しかたなく穂香たちと一緒に集合場所である河原へと連れて行くことにした。

　道中、美也はクルクルと軽い足取りで真吾の周囲を歩き回り、隙(すき)あらばじゃれつくように真吾の腕を摑(つか)んだり、首に腕をまわして抱きつこうとしては、驚異的な反射神経で割って入るリーナに阻(そ)止(し)されて頰をふくらませていた。

「むー、なんでじゃまするのですかぁ」

「公衆の面前だと言うことを自覚しろ。それに、シンゴは困っているではないか」

「そ、そう、ちょっと、さすがに、抱きつかれたりするのは、困る」

「だったら貴様はもっと注意しろ！」

「うあ、ご、ごめん」

　リーナに怒られ、真吾はつい謝ってしまったが、よく考えれば自分は何も悪くないことに気がついて釈(しやく)然(ぜん)としない気分になった。

　昨日の台風の影響か、川はいつものような穏やかさではなく、すさまじい濁(だく)流(りゆう)となって渦(うず)巻(ま)いていた。川幅が狭く、山も近いため、岩をも砕(くだ)くような勢いになっているのだ。

　その轟(ごう)音(おん)の間(かん)隙(げき)を縫(ぬ)うように、遠くからかすかに聞こえてくるのは祭(まつり)囃(ばや)子(し)である。

　真吾たちが住む県(あがた)町(ちよう)では、土日にかけて夏祭りが行われるため、駅前の商店街や神社の周辺では、常に賑(にぎ)やかな音楽が流されているのだ。

　せっかくの夏祭りだけど、世界の危機のせいで、今年は行けないかもな……と、真吾は思った。

　祭りに参加できないことはともかく、真吾が連れている女の子たちの浴衣(ゆかた)姿が見られないのがちょっと残念だった。

　穂香は文句なしに可愛い女の子だし、清美は神社の巫女だけあって、どんな和(わ)装(そう)も似合いそうで、異世界の王女であるリーナも、意外なマッチングをみせることがあるのだ。それぞれがそれぞれの魅力を持っているから、浴衣一つとっても、三者三様の魅力を放ってくれるに違いない。だからこそ、祭りに行けそうもないのは残念なのだ。

　どうにか祭りに連れ出せないかと思案しながら、真吾は他の仲間たちと合流した。

　すると案の定、河原で待っていた淳(じゆん)と光(みつ)夫(お)は怪(け)訝(げん)な顔で見慣れぬ少女を出迎え、説明を求めてきた。

　真吾としては「猫が女の子になってなつかれた」としか言いようがないのだが、当然、信じてもらえなかった。

「真吾、噓(うそ)をつくならもっとマシな噓をつくんだな」

　険(けん)を含んだ目で睨(にら)みつけながら、どっかで聞いたセリフを口にするのは八(や)坂(さか)光夫である。小学生のくせに妙に大人びたところがあり、男嫌いな節(ふし)がある少年だ。

「お、おかしいんだな！　な、なんで真吾くんばかりがもてるんだな！」

　実態を把(は)握(あく)していないおかしな嫉(しつ)妬(と)をするのは松(まつ)川(かわ)淳。二〇歳になる浪(ろう)人(にん)生(せい)だが、美少女フィギュアと会話をするようなちょっと危ないお兄さんである。

「って言われても……」

「本当なら、ここで変身してみせてくれよ」

「……できるか？」

　真吾が問いかけると、美也は真吾の顔を見上げて頷(うなず)いた。

「うん、シンゴさまがいうなら、いいのですぅ」

「『さま』ぁ!?」

　みんなは驚いたが真吾も驚いた。

「なんだ、その呼び方は！」

「だってシンゴさまは、ごしゅじんさまとおなじニオイがするのですぅ」

「御主人様？」

「ミヤをひろってくれた、ミヤのたいせつなひとなのですぅ」

　どうやら美也は、捨て猫だったらしい。そこを、優しい人に拾われたようだ。

　しかし、猫の姿を見ていない光夫たちには何を言ってるのかさっぱりな話だった。だから、「いいから、早く変身してみろよ」と急(せ)かしてきた。

「それじゃあ……」

　クルリ、と身を翻(ひるがえ)すと、そこに美也の姿はなくなっていた。代わりに、一匹の猫が、脱げた服の中でちょこんと座っている。

「んげ……」

「ほ、本当なんだな……」

　驚く二人をよそに、女の子たちは猫の姿の美也に夢中だった。

「か、可愛いですぅ」

　と、穂香は声を上ずらせて喉を撫でてやる。先程は、すぐに人間の姿に戻ってしまったため、今度はここぞとばかりに撫でまくる。どうやら可愛い動物が好きだという理沙の言葉は本当だったようだ。

「……ねこさん、ねこさん」

　そわそわしたように体を揺すりながら、清美も美也の傍(かたわ)らに寄ってくる。穂香に促されるがままにおっかなびっくり手を差し出すと、美也はその指先の匂(にお)いを嗅(か)いでから、おもむろに舌を出して舐めた。

　清美は「ひゃっ」と小さな悲鳴を上げて手を引っ込めたが、やがてもう一度、ゆっくり手をさしのべて、今度は穂香のマネをするように喉を撫でた。

「……ふわふわ」

　夢中で撫でながら、無意識のうちに声が漏(も)れていく。

「……ごろごろ」

「なるほど、これが猫か」

　美也の頭を撫でながら感心した声を上げたのはリーナである。

「あったかくて、気持ちいいな」

　異世界の王女は、実物の猫を触るのは初めてらしい。

「『猫は天下を取れる』……うむ、トランクィロ様のおっしゃることは確かだった」

　どんな天下だ。

　真吾は突っ込みつつ、異世界の神であるトランクィロに呆(あき)れるのだった。

　リーナも、清美の反対側にしゃがみこんで、手を伸ばした。ところが美也はびっくりしたように飛び上がって、リーナから隠れるように真吾の足下に逃げ込んでしまった。

「んなっ、なぜ逃げるのだ!?」

「物(ぶつ)騒(そう)な雰囲気を感じとったんじゃないか？」

　いつも物騒な目に遭(あ)っている真吾だから、つい軽(かる)口(くち)を叩いてしまったが、一瞬後にはそれがさらなる物騒な行為を招くことに気がついてしまった。

　リーナが怒りに肩を震わせながら、必殺の魔剣をゆらりと構える。

「ほう……、わたくしの、どこが、物騒なのだ？」

「お、おまえの、そういうところが、物騒なんだ！」

　振り切った剣先が、咄(とつ)嗟(さ)にしゃがみこんだ真吾の頭上をかすめていく。

「あ、危ないだろ！」

「貴様の言動の方がよっぽど危ないわ！」

「そんな言動、いつしたぁ！」

「わたくしのスカートをめくった！　穂香のスカートもめくった！　清美の服を脱がした！　女風呂を覗いた！　ひとさまのあられもない写真を持っていた！　おまけにいつも妄想が口からダダ漏れだ！」

「ごめんなさい、俺が悪かったでぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　真吾は逃げだし、リーナは剣を振りかざしてその背中を追う。

　穂香は心配顔で見守るが、他のメンバーはいつものことなので、さほど気にすることもなく美也に目を向けた。

「それで、人間の姿にもなれるのか」

　光夫が言うと、猫の美也は頷くように瞬(まばた)いてみせ、次の瞬間には人間の姿に戻っていた。当然、服は着ていない。

「すげえ……って、ちょ！」

　顔を真(ま)っ赤(か)にして、光夫は明後日(あさつて)の方角を向き、淳はメガネをきらめかせて「むむっ」とじっくり眺(なが)め、ついうっかり足を止めてその姿を見てしまった真吾は、怒りがさらに増(ぞう)幅(ふく)されたリーナの一撃をまともに食らうハメになってしまった。

「……ど、どうだ？　し、信じるか？」

　穂香たちが服を着せた後で、ボロボロにされた真吾が息も絶(た)え絶(だ)えに尋(たず)ねる。光夫と淳は、大きく頷いた。

「だけど、いったいどういう原理で変身してるんだ？」

　光夫の問いに、誰も答えられない。当の美也に至っては、質問の意味すらわかっていないようだ。

「そもそも、人間に変身できる猫なんて、この世界にいるんでしょうか？」

　穂香が呟(つぶや)くと、全員の視線が異界の住人であるリーナに集まる。

「残念だが、わたくしたちの住むオクターヴァにも、人の姿になる動物は生息していないぞ」

　ならば、美也はいわゆる化け猫とかいう妖(よう)怪(かい)の類(たぐい)なのだろうか。

「でもまあ、この世の中には、人間の言葉を話す犬だっているわけだし」

　言ってから、真吾はメンバーが一人、欠けていることに気がついた。

「そういえば、タロウはどうしたんだ？」

「選ばれし者」の一人（というか一匹）である、犬のタロウだけが、まだ姿を見せていないのだ。

　真吾が聞くと、淳は「今日は欠席する」と答えた。今日はタロウの飼い主の命日らしく、一日中喪(も)に服すのだという。

「飼い主、亡くなってたのか……」

「ず、ずいぶん、し、神妙な顔してたんだな。み、みんなに、も、申し訳ないって伝えてくれって、い、言ってたんだな」

　意外な事実に真吾たちはしんみりとした。美也だけが、首を捻りながら無(む)邪(じや)気(き)な目で真吾たちを見回している。

「ま、明日には合流できるんだろ？」気を取り直すように、光夫が口を開く。

「世界の危機だって、今すぐ起こるわけじゃないだろうし、大丈夫だろ。それより……」

　最後まで言うまでもなく、穂香が口元を引き締めて頷いた。

「相変わらず世界の危機は感じますが、どんな危機までかはわかりません。ただ……」

　神様から「世界の危機を感知する能力」を授(さず)かっている穂香は、困ったように土手の方へと視線を走らせた。

「今回の危機、なんだかいろんなところを動き回ってるみたいなんです」

「動き回ってる？」

　詳しくはわかりませんけど、と前置きした穂香によると、朝目が覚めてから、ずっと感じていた世界の危機は、町内を行ったり来たり動き回るように感じられるのだという。

「動いてるってことは……」

「今回の危機も、魔(ま)神(じん)絡(がら)みじゃないでしょうか」

　魔神とは、神になりそこねた人間のなれの果てである。神に近づこうとしたその力は強大で、世界に多くの災いをもたらし、リーナたちの世界でも、リーナの祖先は魔神によって滅(ほろ)ぼされかけたこともあるのだ。

　魔神は数多く存在しており、そのうちの二人が、世界の危機として真吾たちの前に立ちはだかった。それらをなんとか撃退して世界を救ってきた真吾たちだったが、それでも、世界は滅びに向かっているという不気味な予言をなされた後だったので、選ばれし者たちの表情は明るくはなかった。

「いまは、どの辺にいるかわかる？」

「正確な位置まではわかりませんが……。あれ？　いえ、かなり近くにいます！　ううん、すぐ側に、近づいてきてます！」

「え？」と疑問を投げかける暇もなかった。

　いきなり真吾たちの頭上から、小学生くらいの女の子が降ってきた。

　彼女は地面に着地すると、受け身をとって立ちあがり、真吾たちと向き合った。

　穂香は「はうっ」と息を呑(の)んだ。

「こ、この子が……」

「え？　まさか、この子が？」

　穂香は頷いた。

「この子が、世界の危機!?」

　世界の危機にしては、幼い少女だ。しかし、目つきは鋭(するど)く、睨みつけるような瞳(ひとみ)は剣(けん)呑(のん)な光をたたえて真吾たちを射抜いた。

　咄嗟に、全員身構える。何が起きているのかわからないでポカンとしている美也を見て、真吾は背中で彼女をかばった。

　穂香が世界の危機だと言う少女は、敵意をむき出しにした目を向けつつも、動こうとしない。荒い呼吸が、体力を消(しよう)耗(もう)しきっていることを示していた。

「あ、あの……」

　穂香が声をかけようとしたとき、真吾たちの間を割って、今度は一人の男が飛び込んできた。

「!?」

　少女は愕(がく)然(ぜん)とした表情になり、踵(きびす)を返してその男から逃げようとする。

　だが、それよりも早く男は少女に肉迫し、手のひらから逬らせた光の刃をその背中に突き立てた。

　少女は短い悲鳴を上げて倒れた。

　真吾たちは「うっ」と息を呑み、穂香は目を背(そむ)け、リーナは険(けわ)しい表情で凝(ぎよう)視(し)する。

　少女は倒れたまま、男を睨みつけるが、当の男は「ふん」と鼻を鳴らし、無感動に少女を見下ろすだけだった。

「久しぶりに手(て)応(ごた)えのあるやつだと思っていたが……、とんだ無駄足だったな」

　男の呟きに答えるように、少女は最後の力を振(ふ)り絞(しぼ)って立ち上がろうとしたが、果たせず、男を睨みつけたまま地面に倒れ、やがて跡形もなく消えた。

　真吾たちが呆(ぼう)然(ぜん)とする中、穂香が「あっ」と声を上げた。

「ど、どうした？」

「いえ、その……」

　謎の男と、少女が消えた地面を見比べながら、穂香は言った。

「世界の危機の反応が、消えました……」

「えっ!?」

「どういうことだ!?」

「いえ、その、あの、つまり……」

　つまり。

　世界はいきなり、救われてしまったらしい。

　しかも、真吾たち「選ばれし者たち」が救ったのではない。

　選ばれし者ではない、まったく見も知らない、謎の男の手によって、救われてしまったのだ……。
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「あ、ごしゅじんさまぁ！」

　美也が飛び出し、男の背中にしがみつく。男はビックリしたように肩を怒らせたが、すぐに体の力を抜いた。

「美也か……。どうした」

「うん、あのね、あのひとたちとあそんでたのぉ」

　男は真吾たちに目を向けた。

　男は三〇代後半から四〇代半ばといったところだろうか。

　彫りの深い顔立ちは精(せい)悍(かん)で、背は高く、黒いスーツに身を包んだ体つきもがっしりしている。一見するとヤクザのようだが、それとも違った、不気味な迫力が感じられた。
















「ご、御主人様……？」

　真吾たちは顔を見合わせた。

　ということは、この男が美也を拾った、飼い主ということか。

　御主人様という表現がなんとも似合わない男である。

　もっと優しそうな初老の男性か、とにかく綺麗な女の人を想像していた真吾たちは、美也の言葉と男の外見のギャップに戸(と)惑(まど)いを隠せないでいた。

　男は真吾たちに向き直ると、外見とぶっきらぼうな口(く)調(ちよう)にそぐわないバカ丁(てい)寧(ねい)さで頭を下げてきた。

「すまんな、美也が、世話になったようだ」

「い、いえ……。あの……」

　なんと言えばいいのか分からなかったが、ためらう真吾を押しのけるようにして、光夫が口を開いた。

「猫娘のことなんかどうでもいい。それより、あんたのさっきの力、なんなんだ？」

　男の目が、ギラリと光った。

「見たのか……」

「見ただけじゃない。その力がなんなのかも知ってるぜ。あんた、魔神じゃないのか？」

　ズバリと切りこんだ光夫に、真吾たちはヒヤリとした。

　確かに、あの光の刃は真吾たちが戦った魔神も使っていた。そんな力を持つ存在がそうそういるはずもないから、真吾たちもそのことを疑い始めていた。だが、ここまで正面切って切り出すのはどうなのだろう。

　ハラハラしながら男の様子を窺(うかが)うと、男の眉(み)間(けん)には皺(しわ)が寄っていた。殺(さつ)気(き)らしいものが漂(ただよ)い、真吾たちは思わず後ずさった。

「魔神の名を知っているとはな……。貴様等(ら)、ただの小僧や小娘ではないな？」

　挑(いど)むような視線が、真吾たちの動きを封じる。

　まずい、と真吾は思った。

　この男は、やばすぎる。

　しかし、体が動いてくれない。

　強気の光夫も、戦闘民族のリーナさえもが、男の眼(がん)光(こう)だけで完全に動きを封(ふう)じられていた。

　男はゆっくりと、獲物の品定めをするように、真吾たちの顔を眺め回す。

「……うん？」

　不意に、男の目が、リーナに注がれた。

「……そうか、なるほど、これはこれは……」

　静かな口調だが、すべての言葉に、臓(ぞう)腑(ふ)を抉(えぐ)るような力がある。

「よかろう、おまえたちの質問に答えよう。俺の名は岩(いわ)坂(さか)」

　岩坂と名乗った男は、もったいぶるようなことはせず、あっさりと言った。

「いかにも、俺は貴様等の言う魔神の一人だ」

　とたん、呪(じゆ)縛(ばく)が解けた。

　真吾たちは咄嗟に戦闘態勢に入る。

　だが、岩坂と名乗った男は片手を上げてその動きを制し、淡(たん)々(たん)と続けた。

「俺はおまえたちと事を構えるつもりはない。それより、おまえたちが何者なのか、こちらの方が訊(き)きたいくらいだ」

　魔神という存在は、世間一般には知られていない。

　真吾たちも、神様から情報を与えられ、実際に戦うことがなければ、一生知らないままだっただろう。

　だから、岩坂の問いは当然だった。真吾たちは迷ったが、なにやら話が通じそうな相手なので、様子を窺うためにも、ひとまず正直に自分たちのことを話した。

　すると岩坂は、意外なことを口にした。

「ならば、やはり俺は、おまえたちと戦う理由はないな。俺は世界を滅ぼすつもりなど毛(もう)頭(とう)ないからな」

「どうだか」

　光夫は断じるが、意に介した様子もなく、岩坂は続けた。

「それに、俺はおまえたちの言う、世界を危機に陥れる魔神を狩っているのだ。敵対するどころか、手を取り合える存在だろう」

「信じられるかよ」

　またも光夫は断じたが、真吾たちとしては考えどころだった。

　確かに、世界に害を及ぼそうとしているようには見えない。

　穂香に確認してみると、彼から世界の危機の波(は)動(どう)は感じないらしい。ということは、少なくとも岩坂は世界の危機をもたらす存在ではないと言える。

　それに、少女の姿をした世界の危機を、彼は真吾たちの目の前で倒しているのだ。

「俺のことはどう思ってもらおうがかまわん」岩坂は抱きつく美也の頭に手を乗せた。

「だが、美也は違う。彼女は正真正銘、何も知らないただの猫だ。魔神がどのような存在なのか、どのような力を持つのか、まったく理解していない。それに、どうやら美也は、おまえたちのことが気に入ったみたいだ。俺のことはともかく、美也とは仲良くしてやってほしい」

「と、言われても……」

「明日は夏祭りがあるようだな。こいつを一緒に連れて行ってくれないか？」

「おまえが連れて行けばいいだろ」

「俺は用があって行くことができない。だから、おまえたちに頼んでいる」

「でも……」

　渋(しぶ)る真吾たちにかまわず、岩坂は集合時間や場所をどんどん決めていってしまう。こうなっては断るわけにもいかず、しかたがないので、岩坂と美也を監(かん)視(し)する意味も込めて、一緒に遊ぶことを了承した。

「うわぁい！」

　美也は飛び上がって喜んだ。

　光夫はうんざりした様子で指さした。

「……こいつも、魔神なのか？」

「魔神の一種ではある。だが、猫から人間の姿に変身できるだけで、それ以上の力は何も持っていない」

　美也は元々はただの猫だった。それがふとしたことで魔神の力を手に入れてしまったのだという。

　しかし、その力はほんのわずかで、美也の「人間になりたい」という願いを叶(かな)えるだけの力しか持っていなかった。だから、いままで真吾たちが遭(そう)遇(ぐう)してきたような魔神たちと違い、世界を破滅に追い込んだり、超常的な力で悪(わる)巧(だく)みをしたりすることはないと、岩坂は断言した。

「そう見せかけているだけかもしれないじゃないか」

「そんな器用なマネが、美也にできると思うか？」

　酷(ひど)い言い草だが、その通りかもしれないと真吾は思った。

　光夫などは、ますます呆れた様子だ。

「こんな奴(やつ)でも、魔神なのか」

「そうだ」

「……いろんなタイプの魔神がいるんだな」

「そのようだな」

　そういえば、と真吾は思った。

　これまで戦ってきた魔人は、元は人間とはいえ、普通の人間とは比べものにならないほど長い寿命を持っていた。

　ということは、この岩坂も、外見以上の年月を生きているのだろうか。

　そして、魔神になる前は、どんな人生を送っていたのだろうか。

　どうして魔神になってしまったのか。

　なぜ、同じ魔神を狩っているのだろうか。

　疑問は尽きないが、岩坂の目的を推(お)し量(はか)るためにも、真吾たちは美也と遊ぶしか方法がなかった。

　警(けい)戒(かい)されていることに気づかないのか気づいていても気にしないだけなのか、岩坂は満足そうに頷き、わずかながら口元に笑みを浮かべるのだった。
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　県(あがた)町(ちよう)の夏祭りは、商店街と町で一番大きい神社が中心となって行われている。

　八月の初めから大々的に準備が始まり、中旬の土日が本番となる。土曜日は商店街では屋(や)台(たい)が出まわり、神社の敷地内では盆(ぼん)踊(おど)りが開(かい)催(さい)され、日曜日には駅前から神社まで御(み)輿(こし)が担がれ、クライマックスとして夜に花火が打ち上げられるのだ。

　翌日、昼過ぎに合流した真(しん)吾(ご)たちだったが、そこまでの道中で、すでに祭りを堪(たん)能(のう)してきたらしい集団といくつもすれ違っていた。

　夏祭りということで、女の子たちは浴衣(ゆかた)姿である。

　穂香(ほのか)は花柄をちりばめたカナリア色の可愛(かわい)らしい浴衣で、清(きよ)美(み)は白と赤が入り交じった、一見するといつも着ている巫(み)女(こ)服(ふく)と間違えるような浴衣を身につけている。

　リーナはスイカをあしらったピンク色の浴衣で、美(み)也(や)はデフォルメされた猫が描かれた緑色の浴衣姿である。

「これはまた、よりどりみどりな光景だな」

　冷静に感想を漏(も)らすのは、昨日いなかったタロウである。

　集合すると同時に、真吾たちは美也を紹介したのだが、タロウは「うむ、そうか、なるほどな」と、同じ動物として特段の興味を示したらしい。盛んに縄(なわ)張(ば)りや集会といった、動物らしい世間話をしながら交流を図っていた。

「それはそうと……」光夫が美也の頭を軽く叩(たた)きながら、口を開く。

「こいつの頭、どうにかした方がいいんじゃないか？」

　美也は浴衣を着ているおかげで、うまくシッポを隠していた。しかし、耳の方はどうにもならないのか、無(む)造(ぞう)作(さ)にさらけ出したままである。

「そ、それなら……」と言って、淳(じゆん)が嬉(き)々(き)として取り出したのはネコミミのついたヘアバンドだった。

「お、女の子みんなで、こ、これをつけるんだな。み、みんなでこれをつけていれば、お、お祭りだから、み、美也ちゃんも、お、おかしく見えないんだな」

　淳の魂(こん)胆(たん)が丸見えで、しかもそんなバカなことがあるかと真吾は言いたいところだったが、昨(さつ)今(こん)のネコミミの認知度を考えれば、そうバカな話ではないのかもしれない。

　それぞれネコミミを受け取りながら、清美は「……ネコミミは、文化」と呟(つぶや)いてためらいもせず身につけ、両手を丸めて顔の横に持ってきて「……にゃん」と鳴いてみせるサービス精神を発(はつ)揮(き)し、リーナは「こ、これがトランクィロ様がおっしゃっていた人類三(さん)神(じん)器(ぎ)の一つか！」と、恭(うやうや)しく受け取っておそるおそる頭に載(の)せ、穂香は照れながらもすんなりと装着してみせた。

　これに、男連中は拍(はく)手(しゆ)喝(かつ)采(さい)である。

　ネコミミをつけただけなのに、清美は寡(か)黙(もく)な黒猫を、リーナはやんちゃな子猫を、穂香は主人の後をくっついて歩く家猫の姿を思い浮かべることができた。ただの装飾品以上の意味を、どうやらネコミミは持っているのかもしれない。

　真吾はつい見(み)惚(と)れてしまった気恥ずかしさをごまかすように、口を開いた。

「なんかみんな、意外に抵抗がないんだな」

「私の場合、普段から慣れているせいもありますけどね」

　演劇部部長である武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)に、いろんなコスプレをさせられていることを指しているのだろう。

　休みに入っているからそうでもないようだが、学校があるときは登下校の際も、「役作りのため」とか言って、穂香に様々なコスチュームを着させているのだ。おそらく、夏休み中も部活はあるだろうから、そのときは理沙の餌(え)食(じき)になっているのかもしれないが、けっこう好きでいろんな衣装を着ている雰(ふん)囲(い)気(き)があるので、いいのかもしれない。

「それより、本当にカモフラージュしたいのは私だったりするんですよね。お祭りには美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)の先生たちが見回りに来ているはずなんで、できるだけ私だっていうことをわからないようにしたいんです」

　穂香の通っている女子校は男女交際禁止である。そこへ、真吾やら淳やら光(みつ)夫(お)やら、とりとめのない男子グループと一緒にいたのでは、確かにマズイだろう。

　穂香の頭には、すでにドラ○もんのお面が着けられており、いざとなったらこれをかぶってやり過ごすらしい。

　こうして、男たちの大きな欲望と、女の子たちの多少の興味と、穂香のささやかな思(おも)惑(わく)を含んだ浴衣姿のネコミミ集団ができあがったのだった。

「おっしゃ。んじゃ、とにかく屋台を攻めようぜ！」

　土曜日はまだ前夜祭の趣(おもむき)があるため、目的は自然に屋台巡(めぐ)りとなる。

　一行は光夫に先導される形で、駅前の商店街へと向かった。

　商店街のある通りは、この日ばかりは歩行者天国となって人混みで賑(にぎ)わっていた。

　大型量販店に顧(こ)客(きやく)を奪われつつある商店街は、ここがかき入れ時とばかりに便(びん)乗(じよう)商売を始め、屋台の経営者も、そんな商店街の勢いに負けまいと、威(い)勢(せい)のいいかけ声で集客に努めている。

　夏に入ってから頻(ひん)発(ぱつ)する地震は、いまも収まる気(け)配(はい)をみせずに続いている。

　地震が起こるようになったのは、二カ月ほど前に清美を魔神の手から救い出してからである。

　そして七月の終わりに真吾たちは海へ行き、また別な魔神を倒すと同時に地震が引き起こした津(つ)波(なみ)からも世界を守っているのだが、それからも収まる気配を見せない辺(あた)り、どうやらこの地震も、さらなる世界の危機の予(よ)兆(ちよう)でしかないのかもしれない。

「もうすぐ、世界は滅びる。世界の滅亡が、一つずつ迫ってくる」

　それは、魔神の言葉である。不吉な予言といってもいい。

　今のところ、その兆候は地震にしか現れていないようだが、今後、どんな危機が訪れるかわからない。真吾たちは不安ではあるが、何も知らない人々はもっと不安だろう。多少は慣れ始めたようだが、こうした事象に、誰(だれ)もが不安になっていた。

　だから、そんな不安を振り払うように、例年以上に騒がしいのだと、知ったような口調で、光夫は言うのだった。

　確かに、普段は決して賑わっているとは言えない商店街である。しかし、この日ばかりはいつもの面影をかなぐり捨てて、地域住民の財(さい)布(ふ)のヒモを緩(ゆる)めることに全力を注いでおり、そこら中から漂(ただよ)ってくる食べ物の匂(にお)いと絡(から)み合(あ)い、どこか別世界のような熱気となって渦(うず)巻(ま)いていた。

「んで、どこから行く？」

　ここ二、三年は祭りに参加していなかった真吾は、現役で勤続参加者だろう光夫にリーダー役を任せることにした。

　その光夫は、腕を組んで、立ち並ぶ屋台を一(いち)瞥(べつ)すると、宣言した。

「せっかくみんなで昼を抜いてきたんだ。まずは腹ごしらえだろ」

　ということで、目についた屋台を片っ端から攻めることにした。

　とはいえ、食べ物の屋台だけでも、焼きそば、たこ焼き、フランクフルト、かき氷、いか焼き、綿(わた)飴(あめ)、焼きもろこし、チョコバナナ、お好み焼き、リンゴ飴などなど、おびただしい数が出店されているのだ。これを全部網(もう)羅(ら)するのは容易ではないが、真吾たちはあえて、完全制(せい)覇(は)を目標に定めてチャレンジすることにした。

　なにしろ、祭りを初めて経験する女の子が三人もいるのだ。満喫という文字通り、すべてを満たしてやろうという思いが、真吾たちにはあったのだ。

　その祭りが初めてのリーナ、清美、美也は、最初からずっと目を輝かせていた。

　リーナは「祭りとは、もっと血(ち)湧(わ)き肉(にく)躍(おど)るものと相場が決まっているのだがな」と、自分の世界の祭りと比べて鼻(はな)白(じろ)んでいたが、屋台から漂ってくるいい匂いには抗(あらが)いきれなかったらしく、盛んに鼻をひくつかせては、物欲しそうな顔で屋台を眺(なが)めている。

　ずっと神社の一角で過ごしてきた清美は、人々が放つ熱気と活気に少しあてられたのか、のぼせたように顔を赤くしていたが、それに慣れてくると今度は興味の方が湧いてきたらしい。見たことのないものを目にとめては、真吾の袖(そで)を引いて「……あれ、何？」と尋ねてくる。

　生後半年の美也は、当然ながら何もかもが新(しん)鮮(せん)に映るらしく、いまにも屋台へ突っ込んでいきかねない勢いで、あちこちではしゃぎ回っていた。

　そんな彼女たちの期待に応(こた)えるためにも、そして、祭りを満喫してもらうためにも、屋台の全種類制覇は至(し)上(じよう)命(めい)題(だい)なのだった。

　真吾たちは最初に焼きそばを買い、チョコバナナを食べたところでフランクフルトに移り、リンゴ飴、いか焼き、かき氷と、一つずつミッションをクリアしていった。

　綿飴では、屋台のオヤジがクルクルと器用に棒を操(あやつ)って雲のような綿飴を完成させるのにいたく感激したのか、リーナが自分にもやらせろとせがみ、オヤジに頼み込んだら思いのほか快(こころよ)く承(しよう)諾(だく)してくれたので、リーナの他にも清美と美也がチャレンジすることになったのだが、これがまったくうまくいかず、棒で綿飴を作るのではなく、リーナたち本人が綿飴の棒のようになってしまう有様だった。

　とんでもない大失敗でも、リーナたちは楽しそうだった。楽しそうなリーナたちを見ているだけで、真吾たちも楽しくなってきた。

　だからというわけでもないだろうが、楽しさにかまけているあまり、真吾たちはその存在に気づくのに遅れ、接近を許すことになってしまったのだった。

「おやおや、みなさん、おそろいで」

　穂香の部活の先(せん)輩(ぱい)であり、演劇部部長という肩書きを持つ浴衣姿の武石理沙が、穂香のすぐ背後から声をかけてきた。

「せ、先輩、いつの間に!?」

「可愛い子がいるところ武石理沙ありってね。うふふ、穂香やリーナちゃんたちが浴衣姿でキャッキャしてるんだもの、こんなおいしい機会を私が逃すはずないでしょ」

　いっそ清(すが)々(すが)しいくらい欲望に忠実な先輩は、早速、お目当ての穂香に後ろから抱きついた。

「せ、先輩、ちょっと、待って――きゃっ！」

　そのまま、ごく自然な流れで、穂香の浴衣の胸元へ手が滑り込んでいく。

「うーん、浴衣はこれが醍(だい)醐(ご)味(み)よねぇ。これってやっぱり、こういう目的で作られたのかしら」

「そそ、そんなわけな――いやんっ！」

　胸を揉(も)まれ、首筋を撫(な)でられ、穂香はやられ放題である。

「せ、先輩、や、やめてくださ――」

















「いいわよ、その代わり、『にゃぁん』って、言ってごらんなさい」

「な、何でですか!?」

「それがネコミミをつけた者の礼(れい)儀(ぎ)よ！　義務と言ってもいいわ！」

　とんでもないことを言っているが、賛同してしまいそうになるのは悲しい男の性(さが)である。

　穂香は真(ま)っ赤(か)になりながら、やや息を乱し、呟くように『に、にゃぁん……』と鳴いた。伏し目がちな目は少し潤(うる)んでおり、何かまずいものを見てしまったかのような気恥ずかしさに、真吾の顔は熱くなった。

「み、みなさん、黙(だま)って見てないで、助けてくださいよぉ……！」

「いや、でも……」

「助けようとしたらしたで、もっとまずいことになるんじゃ……」

　言葉は濁(にご)したが、意味は伝わったらしい。穂香の顔が青ざめ、次いで真っ赤になって、自分の体を守るように両手で抱きしめた。

　理沙にいじられ、肩が出るほど浴衣が着(き)崩(くず)れているから、それはそれで胸が強調されて、まずいことになっているのだが。

「また、公衆の面前でそんなことをしてるんですか」

　もっともなセリフに、穂香と理沙の絡みに見惚れてた真吾は慌(あわ)てて頭を振った。見れば、真吾たちの担任である梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)が、眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せて立っていた。

「住(すみ)吉(よし)さん、イヤがってるじゃないですか」

　叱(しか)られた理沙も、イヤそうに眉(まゆ)をひそめて、言い返す。

「なによ、可愛いものを愛(め)でたいと思うのは、万人に共通する認識でしょうが」

「認めなくはないですが、時と場所を選びなさいと言ってるんです」

　可愛いものを愛でたいというところには賛同するんだ。

　真(ま)面(じ)目(め)な女教師だと思っていたが、海で一緒になった辺りから、だんだん柚子のイメージが崩れだしている。それはそれで、親しみが持てていいのだが。

　さすがに教師に怒られてバツが悪いのか、理沙は「ちぇっ」と舌打ちしながらも穂香を解放した。

「あーあ、うるさいのが来ちゃったぁ……」

「何か言いましたか？」

「いいえ、何もぉ！」

「あの、先生……？」

　二人のやりとりにハラハラしながらも、気になったので真吾は訊(き)いてみた。

「先生は、どうしてここに？」

「見回りです。こういうお祭りでは、ハメを外しすぎる学生が多いですからね」

　と、理沙を睨(にら)みつけながら言う。理沙は肩をすくめてリーナの後ろに逃げ込んだ。

「後は、リーナさんに変な虫が付かないように見守るためでもありますね。もちろん、男女問わずに」

　男はともかく、女の中にはたぶん、一人の名前が要注意人物として、心のブラックリストに刻まれているのだろう。

「はあ、まあ、それはいいんですけど……」

　真吾としてはご苦労様ですと言うべきところなのだろうが、とてもそういう雰囲気ではなかった。

　なにしろ柚子は、浴衣でお面をかぶって金魚の入った袋とフランクフルトに焼きそばを握りしめて完全に祭りを満喫していますという姿でいるのだ。見回りだリーナの保護者だと言っても、まったく説得力がなかった。

　さらに、真吾の親友である楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)までもが姿を見せたのだから、状況の混(こん)沌(とん)化(か)に一層の拍(はく)車(しや)がかかるのだった。

「おい、真吾」

　大輝はそっと、真吾に耳打ちした。

「あとで俺に協力しろ。今日は久しぶりに、無差別爆撃をしかける」

「無差別爆撃……」

　真吾は息を呑(の)んだ。

「確か、この前の新入生歓迎会以来か？」

「ああ、今日はいいものが撮れるはずだと、俺(おれ)のカンが告げている」

　愛用のカメラを握りしめながら、不敵に笑う。

「おい、何をコソコソ話しているのだ」

　リーナが訝(いぶか)しげに割って入るが、そこから詰(きつ)問(もん)へ移ることはできなかった。光夫たちが、ものすごい勢いで身を乗り出してきたのだ。

「真吾、俺たちも混ぜろ！」

「拙(せつ)者(しや)等(ら)にも協力する義務がある！」

「ひ、独り占めはよくないんだな！」

「……私も、協力する」

「ち、ちょっと、楢川くんに宮田くん、何を企(たくら)んでるんですか？」

「い、いえ、別に、何も……」

「青少年の健(けん)全(ぜん)な秘密に首を突っ込むなんて、野(や)暮(ぼ)なことする先生ねぇ」

「不健全なあなたに言われたくありません！」

「なんだこの騒ぎは！　まったく収集がつかんじゃないか！」

　リーナの叫びも、総勢一一人に膨(ふく)れあがったメンバーの前では無力に等しかった。

「にゃははははは！　にぎやかなのです！　たのしいのですぅ！」

　そんな中、美也は常に、大はしゃぎだった。




２




　大人数になったことで、いつの間にか屋台巡りは、ただの見物ではなく実(じつ)践(せん)的(てき)にして勝敗を決める大会の様相を呈(てい)してきた。

　まずは定番の金魚掬(すく)いで勝負！　と誰が言い出したのかもわからないまま、真吾たちは金魚掬いの屋台の前に陣取った。

　猫の野性が刺激されたのか、美也は素手で金魚の入ったプールに突っ込み、屋台のおばさんに怒られた。紙でできた網を渡されたが、「こんなのないほうがつかまえやすいのですぅ……」と、頰(ほお)をふくらませながら挑戦するも、一匹も捕(と)れずに終わってしまった。

　店に金魚を掬わせる気がないのか、続く真吾や光夫、穂香たちも惨敗し、これはみんな一匹も捕れないのではないかと思い始めたが、柚子と理沙が慣れた手つきで三匹ずつ掬い上げたのには、素直に感心してしまった。

「年季が違うのよ、年季が」

　とは理沙の弁だが、最後にチャレンジしたリーナが、器用に何匹も掬い上げ、最終的には七匹も手に入れたのには年季が違う女性二人もただ驚くことしかできないようだった。

「どうだ、シンゴ。わたくしの腕前は！」

「いや、初めてでこれは凄(すご)いよ。なにかコツがあるのか？」

「簡単なことだ。魔剣を扱うのも、この軟(なん)弱(じやく)な網を扱うのも、そう大差ない。つまり、リサやユズコが言うように、年季の差だ」

　その理屈でいくと、剣道の達人やプロのアイスホッケー選手なんかはみんな、凄腕の金魚掬いの名人ということになってしまう気がするが……。

　ただ、明確ではないにしろ、地球の一般人でしかない真吾たちと、戦いの民を称する異世界人との差が、そこにはあるのだろう。それを一言で現すと、やはり「年季」になってしまうのかもしれない。

　次に真吾たちは型抜きに挑戦した。

　今度は、真っ先にリタイアしたのはリーナだった。

　型を抜く地道な作業が性に合わないのか、開始早々に「こんなチマチマした作業、やってられるか！」と、音(ね)を上げて作業を放り出したのだ。

「まあ、時間をかけたからといって、うまくいくわけでもないですからね」

　苦笑しながらフォローする穂香も、型の上の方が欠けており、どうやら失敗したようだ。

　リーナと同じように、ちまちました作業が苦手なのか、理沙も早いうちに「やっちまったぁ！」とミスを嘆(なげ)き、光夫と真吾、淳に柚子も、思い切って型を折る行程で失敗してしまった。

　美也は、最初こそ真吾たちのマネをして型抜きにいそしんでいたが、型が割れる感触が気に入ったのか、「にゃははは」とパキパキ型を折って遊ぶようになっていた。ルールもなにもあったものではないが、楽しそうだから好きにさせておいた。

　ここで勝利をもぎ取ったのは清美である。

　ひたすら黙(もく)々(もく)と作業に没(ぼつ)頭(とう)し、とっくの昔に失敗していた理沙が「おーい、清美ちゃーん」「そろそろ終わりにしなーい？」「ねえねえ、お姉さん飽きちゃったよ」「代わりにお姉さんと、もっと楽しいことしない？」と、催(さい)促(そく)とも邪(じや)魔(ま)ともとれる声をかけるが、清美はびくともせずに型抜きに集中していた。

「ねえ、清美ちゃーん……」

「いいかげんにしてください」

「なんであんたが怒るのよ」

「生徒が一生懸命になっているのを、邪魔させたくないんです」

「うひゃあ、マジメちゃんは言うことが違うねぇ」

　結局、最後の最後で手が滑ったのか、型の一部を割ってしまい、成功はならなかったが、よほど面白かったのか、清美は型抜きのセットを購入していた。どうやら家に帰ってからも挑戦するらしい。

「真吾」

　こうした遊びに参加できないタロウが声をかけてきた。暇(ひま)だとでも訴えるのかと思ったが、その表情は厳しかった。

「どうした？」

「いや、何やらさっきから、拙者たちの様子を窺(うかが)う者がいるのだが……」

「えっ？」

　真吾は目だけで周囲の様子を窺ってみた。すると、確かに、真吾たちの方を見て、ひそひそ話をする者がいた。

　それも、一人や二人ではない。

　ざっと確認できただけでも、一〇人単位で真吾たちの様子を眺めている人間が確認できた。真吾たちの目が届かない部分も含めると、もっと多いかもしれない。

　その様子を窺っている者は、若い女の子もいれば、若い男もいた。小さな女の子もいれば、少し年配の、夫婦らしい男女もいる。一貫性がないだけに、なんだか不気味であった。

「どういうことだ？」

「わからん。だが、とんでもない人数が拙者たちを注目しているのは間違いないようだ」

「そりゃ、当然よ」

　いきなり会話に割り込んできたのは、理沙だった。

　理沙はなぜか胸を張って、自慢げに鼻の穴を広げて見せた。

「なんたってこーんなによりどりみどりな美少女が、浴衣でネコミミつけて歩いてるんだから、注目されない方がおかしいわよ」

「は？」

　一瞬、何を言われているのかわからなかった。それでも、もう一度周囲を窺ってみると、確かに、その視線は真吾やタロウを素通りして、穂香やリーナ、清美や美也に注がれていた。

「ちょっと、真吾くん。あんたもしかして、綺(き)麗(れい)どころに囲まれて感覚鈍(にぶ)ってるんじゃない？　こんな美少女たちと一緒にいられるなんて、とんでもない幸運なのよ？　もっとありがたく思わなきゃ」

「そ、それは……」

　そうなのだろう。

　穂香は性格もスタイルもいい正統派の美少女で、リーナも黙ってさえいれば可愛らしい女の子だし、清美だって愛くるしい顔立ちで、守ってやりたくなるような雰囲気がある。

　美也はそのまま猫のような可愛らしさがあるし、理沙と柚子も標準を遙(はる)かに上回る容姿を備えているのだ。それが集団で固まって、しかもみんな浴衣でネコミミをつけていた日には、注目されない方がおかしいだろう。

　そのことに、指摘されるまで気がつかなかった自分は、やっぱり感覚が鈍ってきているのかもしれない。

　とはいえ、女の子たちのことを気にすると、今度はまともに顔も見ることができなくなりそうだったので、あまり気にしないことにした。

　それから、真吾たちはいろんな屋台を巡っていたが、もともと人混みの中を大人数で移動するのにムリがあったのか、いつの間にか集団が崩れ、誰がいなくなった、誰の姿が見えないと騒いでいるうちに本格的にはぐれ始め、気がついたら真吾はリーナと二人きりになっていた。

「おい、どうするんだ？」

「どうするったって……」

　いちおう、はぐれたときのために集合場所は決めてある。ただ、急に二人きりという状況に放り込まれ、理沙に指摘を受けたこともあって、なんだか落ち着かない気分だった。

「とにかく、集合場所に行こうか」

　こう周囲が騒がしくては、携帯も役に立たないだろう。

　二人は早速、集合場所へと向かって歩き始めた。

　リーナは、一通り遊んで気持ちが高ぶっているのか、やや上気した頰に、瞳(ひとみ)を爛(らん)々(らん)と輝かせて、祭りの雰囲気を体全体で楽しんでいるようだった。今にもスキップでも始めそうな、軽い足取りである。

　そんなリーナの足が、不意に停止した。

　どうしたのかと見ると、リーナの視線がある屋台に注がれていた。

　それはおもちゃ屋だった。安いプラモデルや人形などが売られた、とにかく安いということ以外に魅力がなさそうな店だったが、リーナは何が気になるのか、じっと一点を見つめたまま動かない。

「何か、気になるのがあるのか？」

「え？　あ、ああ、うむ、あれが、な」

　指さすのは、プラスチック製の剣だった。

　何かの特撮番組のヒーローが持つ武器らしい。

　プラスチック製とはいえ、こった装飾が施(ほどこ)されており、柄(え)のところにあるスイッチを入れると剣が光る仕組みになっている。ディスプレイされている剣も、青白く光を放っていた。

「なかなか素晴らしいデザインだ。しかも光るところが気に入った。ブルレスケには遠く及ばないが、残念ながらブルレスケは光ってはくれないからな」

　その代わり、大地を砕(くだ)くような威(い)力(りよく)と、ビルをもぶった切る衝(しよう)撃(げき)波(は)を放つことができるわけだが。

「ずいぶん、ご執(しゆう)心(しん)だな」

「まあ、おもしろそうなおもちゃではあるな」

「じゃあ、買ってやろうか？」

　何気なく言って、リーナは驚いたが、真吾自身も驚いた。ただ、珍しく何かを欲しがるリーナにプレゼントしてやりたいという気持ちがあるのは本当だった。

「どうした、シンゴ……」

　それは自分が訊きたかったが、照れくささをごまかすように真吾は言った。

「いや、あれを買ってやれば、魔剣で襲われるようなこともなくなるかもしれないかと思ってさ」

　言った後で、我ながらまずいこと言ったなと後悔した。

　案の定、リーナはこめかみに青筋を浮き上がらせ、怒りの形(ぎよう)相(そう)で真吾を睨みつけてきた。

「貴様が、襲わせるようなことをするのがいけないんだろうが」

「ごもっともです」

　その半分近くは、不可抗力なのだが。

　それでも、真吾が財布を取り出し、おもちゃの剣を購入すると、リーナの表情は緩むのを通り越してにやけだした。

「お、おお……、光ってるぞ、シンゴ」

「そうだな」

　しばらく光る剣を見つめていたリーナだったが、ふと何かを思い出したように、視線だけを真吾に向けてきた。

「し、シンゴ……」

「うん？」

「……ありがとう」

　それは、蚊(か)の鳴くような小さな声だった。

　そっぽを向いて、何かむずがゆいものをこらえるかのような顔で呟いた、些(さ)細(さい)な一言。

　それでも、真吾の耳には心地よく、ハッキリと聞こえてきた。

　思わぬ不意打ちに慌てた真吾は、ここでもついうっかり、軽口で答えてしまった。

「ま、まあ、どうせすぐに壊れるような物だから。あんまり気にするなよ」

「そ、そうだな。どうせ貴様をぶちのめすのに使われるんだ。感謝するほどのものでもないな」

　そう言いながらも、リーナは大切そうにおもちゃの剣を抱きしめるのだった。

「……なあ、シンゴ」

「なんだ？」

「あの、な……。その……」

「……？」
















「な、なんと言えばいいのかよくわからんのだが、その……」

「あ、穂香たちだ！」

　真吾はリーナの頭越しに穂香たちの姿を発見した。

　リーナの言葉を途中で遮(さえぎ)ってしまう形になったので、「ごめんごめん」と言いながら先を促(うなが)そうとしたが、まったくそれどころではないことに気がついた。

　話を邪魔されたからだろうか。

　リーナは怒っていた。

　深い憎しみを瞳に宿して、それでもどこか悲しそうな表情で、ゆっくりと胸に抱いていた剣をかまえた。

「早速、これが役に立つとはな」

「ま、待て……」

　おもちゃの剣だからと、あなどることはできない。

　なにしろリーナは戦いの民の王女なのだ。その力は、真吾たちのような常人の域を遙かに超えている。だから、たとえおもちゃの剣であっても、その破壊力は尋常ではないはずだ。

　逃げようかと思ったが、この人混みではうまくいくはずもないし、さすがに今回は自分が悪いような気がしたので、おとなしく制裁を受けることを選んだ。







　いくらかの慈(じ)悲(ひ)が働いたのか、おもちゃの剣の軟弱さ加減が効果を発揮したのかはわからないが、比較的少ないダメージで、真吾はリーナの制裁を乗り切ることに成功した。

「これくらいで許してやる。いくぞっ」

　肩をいからせながら、リーナはずんずんと穂香たちの方へと歩いていく。

　真吾は、やられっぱなしの情けない男、という視線を周囲から浴びながら、リーナの後に続こうとした。

　ところが、背後から何者かに肩を摑(つか)まれ、真吾は最初の一歩すら踏み出せなかった。

　振り返ると、楢川大輝が神妙な顔つきで立っていた。

「ど、どうしたんだよ、大輝」

「時はきた」

　真吾を引っ張りながら人(ひと)気(け)の少ない脇(わき)道(みち)に入りつつ、大輝は相変わらず、要(よう)領(りよう)を得ないことを口にする。

「いよいよ、無差別爆撃の時間だ」

　真吾は息を呑んだ。

　無差別爆撃。

　それは、不特定多数が集まる集団の中で行われる撮影を意味する。

　大輝の趣味はカメラである。その腕は特技と言ってもいい領域にまで達しているのだ。

　ただ、大輝は日常の風景を撮影するのに興味がない。非日常や、非現実的な瞬間を切り取ることに精を出す大輝は、その腕をみがくためにパンチラ写真を中心に、女の子たちの際どい写真を撮りまくっているのだ。

「だが、その前にやっておくことがある。真吾、あれを見ろ」

　大輝はリーナと合流した穂香たちを指さした。

　みんな、フランクフルトを手に談笑している。こうした祭りで売られているフランクフルトにしては、太くて長い、なかなかサービス精神に溢(あふ)れた代(しろ)物(もの)だ。

　それを、穂香やリーナ、清美に美也が、にこやかに、おいしそうに、頰張っている。

「うおっ」

　何かが真吾の琴(きん)線(せん)を、ズギュゥゥゥゥゥーン！　と撃ち抜いた。

「な、なんということだ。実にありがちなシチュエーションながらも、ピ――がピ――で、ピ――だから、ここぞとばかりにピ――なピ――がピ――を……って、うぉぉぉぉぉぉ！　まずい、これはまずいくらいに素敵だぞ、大輝！」

「落ち着け。興奮するのはまだ早いぞ、真吾」

「なにぃ!?」

　フランクフルトを食べる少女たちの姿を見て、興奮するのはまだ早いとはどういうことだ。

　真吾は大輝に説明を求めた。

「おまえ自身が言ったことだ。実にありがちなシチュエーションだとな。そのとおりだ。浴衣の女の子にフランクフルト。そんなものは、この日本のどこに行っても拝(おが)むことができる、じつにありきたりな光景だ」

「で、でも、今の穂香たちはネコミミをつけているんだぞ!?」

「ネコミミか……。確かに、我々の魂(たましい)を揺(ゆ)さぶる美しき象(しよう)徴(ちよう)ではあるが、希少価値という面ではあまりに普(ふ)遍(へん)的(てき)すぎる」

「じ、じゃあ、いったい、おまえは何を求めているんだ!?」

「簡単なことだ。真吾、おまえの力を行使するだけだ」

「俺の!?」

　真吾には、神様から授かった「スカートをめくる力」がある。しかし、いまさらそれを使ったところで、大輝が求めるような稀少な光景が撮影できるとは思えなかった。

　だが、大輝は嚙(か)んで含めるように、真吾に言い聞かせた。

「いいか、真吾。男にとって浴衣というものは、古来から、単純に脱がせるものか、胸元から手を忍ばせるものかの、どちらかの役目しか果たしていない」

　ものすごいことを断言するやつである。

　それでも、真吾は真剣に聞き入った。

「だが、おまえの力があれば、これまで男たちが挑戦しなかった、いや、したくてもできなかった領域に挑むことができるのだ！　そうだ！　浴衣をめくれ！　浴衣をめくって少女たちの素肌をさらけだせ！　少女たちの肢(し)体(たい)とフランクフルト！　この究極のコンボを、おまえの力が実現させるのだ！」

　真吾は想像した。

　急にめくれあがる浴衣の裾(すそ)。

　太ももまで丸見えになる勢い。

　慌てて裾を押さえつけようとするが、手に持ったフランクフルトが邪魔でうまくいかない。

　慌てる少女たち。

　中には、かまわずに裾を押さえつける子もいるかもしれない。

　しかし、その光景は、別の見方をすれば、フランクフルトの侵入を頑(かたく)なに拒(こば)んでいるようにも見える。少女の必死の抵抗。迫るフランクフルト。少女の貞(てい)操(そう)のピンチ！

　それだけではない。

　もしタイミングがよければ、フランクフルトを頰張ったまま、浴衣がめくれるかもしれない。当然、両手が自由だから裾を押さえつけるだろう。

　だが、それが逆に、少女の自由を奪うかのように見せかける。

　裾を懸命に押さえ、最後の一線を守ろうとする。

　しかし、口はすでにフランクフルトによって支配されている。

　必死の抵抗と、すでに抵抗の破れた口元。

　それは強固な意思と、それを無惨に蹂(じゆう)躙(りん)する暴力の象徴である。

「大輝……！」

　真吾はガッチリと大輝の手を握りしめた。

「おまえは天才だ」

「当然だが、それを現実にできるのは、おまえの力があってこそだ」

　真吾は勢い込んで、意識を集中した。目標の中心は穂香たちだが、今日は無差別爆撃の日でもある。対象は視界に入るものすべて。自分が力を行使すれば、後は素晴らしい瞬間を、いくらでも大輝が写真に収めてくれることだろう。

「いくぜ、大輝」

「おう」

　真吾は大きく腕を振り上げ、叫んだ。

「めっくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　とたん。

　穂香たちの、いや、穂香たちだけでなく、周囲にいた女の子たちのスカートが、浴衣が、あられもないところまで、めくれあがった。

「うぉぉぉぉぉぉ！」

　それだけで真吾の興奮は最高潮に達した。

　だが、少しばかり興奮しすぎたのかもしれない。

　めくれたのは、女の子のスカートや浴衣だけではなかった。

　あちらでは金魚掬いのプールがひっくり返り……。

　こっちでは焼きそばの鉄板がひっくり返り……。

　そっちでは綿飴の入った袋が全部宙を舞い……。

　そして、穂香たちの側にあった屋台は、原形を保ったまま、根こそぎ吹っ飛んだ。

「げげっ」

「バカっ、やりすぎたな！」

　当然、周囲は大騒ぎである。

「ど、どどど、どうしよう……！」

「おまえのせいだとは誰にもわからん！　堂々としていろ！　群衆に紛(まぎ)れ込(こ)め！」

　大輝に引っ張られ、真吾はひとまず、野(や)次(じ)馬(うま)の集団に紛れ込むことになった。
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　穂香は一人、予(あらかじ)め決めてあった集合場所で、ポツンと座っていた。

　みんなでフランクフルトを食べていたら、いきなり浴衣の裾がめくれあがった。さらに、目の前の屋台が吹っ飛んで仰(ぎよう)天(てん)した。

　それから、突然やってきた混乱や右(う)往(おう)左(さ)往(おう)する祭り客たちの波に押し流される形で、穂香は他のメンバーとはぐれてしまった。

　しばらくあちこちを捜して歩いたが、誰も見つけることができなかったので、商店街の中心にある広場の、大時計の下で待つことにしたのだ。

　ここは商店街もお祭りのための待ち合わせ場所として設定してあるのか、普段はないベンチがいくつも置かれ、あちこちで人待ち顔の男女が腰を下ろしていた。

　穂香は一つ息を吐(は)いて、心の中で真吾を叱りつけた。

　あの騒ぎの原因は、おそらく真吾だろう。

　何も知らない人たちは「突風」ということで納得しているようだったが、真吾の力を知っている穂香には、間違いなく真吾のせいだということがわかっていた。

　それにしても、何をしたかったのかはわからないが、今回はやりすぎだと思った。

　幸い怪(け)我(が)人(にん)がなかったからよかったものの、ヘタすれば大惨事になるところだったのだ。

　もちろん、真吾も反省しているだろうが、自分からもきっちり言っておいた方がいいだろう。

　そこまで考えて、自分のそうした行為が、なんだか真吾の浮(うわ)気(き)をたしなめる彼女や奥さんみたいだなと思ってしまい、穂香の頰は熱くなった。

　当然、二人はまだそんな関係ではない。

　もちろん、穂香としてはそういう関係になりたいのだが、実を言うと、そのためにどうすればいいのかがよくわからないのだった。

　真吾は、神様にスカートをめくる力が欲しいと頼んでしまうほどの変態ではあるが、意外にも分別をわきまえているところがある。先輩である理沙が常(つね)々(づね)進言している色仕掛けは、有効ではあるが決定打にはなり得ない。特に、体を張った行動に関しては清美の独(どく)壇(だん)場(じよう)で、穂香が付け入る隙(すき)は少ない。また、仮にそうした行為に及んだとしても、そういうときだけ真吾は理性と分別を発揮してしまうのだ。

　もっと仲良くなりたい、もっと真吾に近づきたい。

　その気持ちだけが、どこか空回りしているのだった。

「あれぇ？」

　ため息をついているところへ、軽い口調の声がかけられた。

　顔を上げると、相変わらず両手に一杯の荷物を持った柚子が立っていた。

「住吉さんだけですか？　他の人たちは？」

「はぐれたままです。まだ、誰も……」

「そうですか……」

　柚子は頰に手をあてようとして、荷物のせいでできないとわかると、苦笑をしながらため息をついた。

「ダメですねぇ、女の子を一人でほったらかしにするなんて。男の子の風上にも置けませんね」

「は、はぁ……」

　曖(あい)昧(まい)に頷(うなず)いてから、「男の子」という言葉が、どうやら真吾一人を指すものらしいと気づいて、内心慌てた。

　柚子は、穂香の気持ちを知らないはずである。

「はず」というのは、知らないにしては、的確に穂香の痛いところや触れにくいところを突いてくるからだ。もしかしたら、知っていてとぼけているのかもしれないが、その辺が計り知れない辺り、大人なんだなと思うのだった。

「せ、先生は、誰か見かけませんでしたか？」

「いいえ。私はリーナさんの側にいようと思ったんですが、はぐれてしまって……。なんだか怒りながら宮田くんを捜してたようですが、それっきりですね、見かけたのは」

　どうやらリーナも、あの騒ぎを起こしたのが真吾だと気づいているらしい。

「あ、そういえば話は変わりますけど……」

「は、はい」

「あの美也さんっていう子ですけどね」

「はい」

「あの子、いつもは中年の男性と一緒にいませんか？」

　ここで、しかも柚子の口から岩(いわ)坂(さか)のことが話題に上るとは思いもしなかった。

　穂香はなんだろうと思いながら、答えた。

「岩坂さんの、ことですか？」

「名前は知りませんが、たぶん、その人だと思います。体が大きくて、無(ぶ)愛(あい)想(そう)だけど迫力のある人らしいんですけど……」

　それは間違いなく、岩坂だろう。

「岩坂さんが、どうしたんですか？」

　どうしようかと思案するような間があってから、柚子は言った。

「ちょっと、その男性には注意しておいてください」

「え？」

「最近、不(ふ)審(しん)な人物がこの町を徘(はい)徊(かい)しているらしいんです。その男性が怪(あや)しいというわけではないですが、見慣れない顔ですし、まともに働いている感じのない、得体のしれない雰囲気があるようなので」

　それは初耳だった。

　しかし、言われてみれば、彼は魔神である。まともに働いているとは思えないし、いい大人が昼間から町を歩き回っていれば、怪しいと言われてもしかたないかもしれない。

　柚子はそうしたうさんくさい匂いを敏(びん)感(かん)に感じとっているのだろう。学校の教師という職業柄、敏感になるのもムリはない。

「まあ、ちょっと気にとめておいてください、という程度ですけどね」

　それだけ言って、柚子はリーナを捜しに、再び雑(ざつ)踏(とう)の中に紛れていった。

　穂香はその背中を見送りながら、岩坂のことを考えた。

　岩坂は魔神でありながら、同じ魔神を狩っている。そして、昼間から町中を徘徊し、美也を拾い、養っている。

　いったい、彼は何をしているのだろう。今日も用事があると言っていたが、美也を出会ったばかりの自分たちに託してまでしなくてはならない用事とはなんなのか。

　町を徘徊しているということは、何かを探しているのだろうか。探すとなれば、いままでの情報からでは魔神くらいしか思い浮かばない。しかし、そう簡単に魔神が見つかるとも思えないし、滅(めつ)多(た)にいるわけでもないだろう。なのに、岩坂は県町周辺をさまよいっている。どういうことなのだろう。

「あれ、穂香も一人？」

　いきなり声をかけられ、穂香はビックリした。見れば真吾がやってくる。「穂香も」、と言うように、真吾もまた一人だった。てっきり、大輝あたりと一緒に騒いでいるのかと思っていたが、そうではなかったようだ。

　ふと、穂香は真吾の友人である大輝に、あまりいい印象を抱いていないことに気がついた。

　背が高くて見場が良く、真吾が言うには勉強もできて運動もできる完(かん)璧(ぺき)超人らしい。

　見た目と数値化できるステータスだけなら、真吾より遙かに女の子にもてそうな男子である。

　しかし、穂香が見る限りでは、それ以上に摑みどころのない、飄(ひよう)々(ひよう)とした雰囲気のある、どこか自分たちとは一段違う、高いところから見下ろしているような言動が、あまり印象をよくしていないのかもしれない。

　それに、真吾は大輝と協力していろいろやっているようだが、穂香の目には、大輝が真吾を利用しているようにしか見えないのだった。

　たぶん、嫉(しつ)妬(と)なんだな、と穂香は自分を分析した。

　きっと、穂香よりもずっと長い間一緒にいた大輝のことを、羨(うらや)ましく思っているのだ。

　自分の知らない真吾を知っている。大輝にだけ打ち明けられる話がある。それが悔しいのだ。

　それに、二人の間には穂香が立ち入れないような絆(きずな)があり、疎(そ)外(がい)感(かん)を感じるときもある。

　そんなときには、もしかしたら、大輝は自分を邪魔しているのではないかと思うこともあるが、さすがにそれは思い過ごしだろうし、そんなことを思ってしまう自分を恥じなくてはならなかった。

　穂香は座っていたベンチの端に寄って、真吾に手招きした。

　真吾は穂香ときっちり一人分のスペースを空けて腰を下ろす。

　こういうところが真吾らしいと、微笑(ほほえ)ましくもあり、ちょっぴり残念でもあり、ほんの少し不満でもあるところだった。かといって、自分から積極的になるのもためらわれるのだが。

　穂香は気づかれないように大きく息を吸い込んで、真吾がわざわざ空けたスペースを詰め、肩を並べるようにして座った。真吾の体が緊張に強ばるのがわかる。

「実はですね、『県(あがた)』という地名について少し調べてきたんです」

　肩が触れあいそうな距離にドキドキしながら、穂香は切り出した。

　これまでの世界の危機は、穂香たちが住む県町かその周辺、そして少し外れて新(にい)潟(がた)の県(あがた)ヶ浜(はま)という場所だけで起こっている。

　世界の危機がほぼ一カ所に集中していることや、いずれも「県」という地名が絡んでいることに、穂香たちは疑問を覚えたのだ。

「『県』っていう地名は、実は、大昔から全国にあるみたいなんです」

「へ、へえ、そうなんだ」

　いきなりの急接近に戸(と)惑(まど)っていた真吾だったが、穂香の話に興味をそそられたのか、はたまた色っぽい話でないことに安(あん)堵(ど)したのか、少し緊張がほぐれたようだった。

「はい。ただ、現在までその地名を残しているところは少なくて、やっぱり私たちが住む県町周辺だけが、特別に多いんです」

　しかし、それ以上のことは調べられなかった。

　手がかりがないのではなく、情報が膨(ぼう)大(だい)になりすぎて、一人では処理しきれなくなってきたのだ。

　なにしろ、時代は大和(やまと)朝(ちよう)廷(てい)の頃まで遡(さかのぼ)り、地名は全国に広がっている。とても一人で短期間にまとめられるものではなかった。

「ですから、秋に行われる文化祭のクラス展示で、クラスメイトや先生を巻き込んで、大々的に調べようかと思うんです」

「なんか、スケールがでかい話になりそうだな……」

「でも、実際に起こってる世界の危機は、すごく狭い範囲に収まってるんですけどね」

　ひとまず報告を終えた穂香は、チラリと真吾の様子を窺った。

　会話が途切れ、再び緊張がぶり返してきたのか、妙に背筋の伸びた姿勢で、遙か遠くを見つめていた。

　緊張してくれるのは嬉(うれ)しいが、緊張しすぎなのもやっぱり不満だった。

「あの、真吾くん……」

「な、なに？」

　遠くを見つめたまま、真吾は答える。

「ちょっと、聞いて欲しいことがあるんですけど」

「あ、ああ、いいよ」

　穂香は少しだけ目を伏せて、言葉を整理した。

「自分のことが、少し、心配なんです……」

　そう、ずっとわだかまり、不安に思っていることがあるのだ。

　穂香は、前回の海での事件で、自分は世界の危機に匹敵する、なんらかの力を秘めているのではないかという不安を抱えていた。

　あの海の日から、穂香の中に存在する神から与えられた独立思念体、グランディオーソは表に出てこなくなった。穂香の呼びかけにも応えないし、まるで眠っているかのように静かなのだ。

　だが、存在だけはハッキリと感じられる。しかも、ただ眠っているのではなく、なにか様子を窺っているような、息を潜(ひそ)めて獲物を待ち受けているような、そんな雰囲気が感じられるのだ。

　その辺りのことも、真吾に伝えてみた。そうしているうちに、グランが何か反応を示すのではないかと期待したが、まるで関心がないかのように、グランは無反応だった。ここまでくると、グランの存在にも、不安がよぎってくる。

　ところが、真吾は穂香の不安をよそに、いたって軽い調子で「へえ」という感想を漏らしただけだった。

　自分の不安が軽くあしらわれたようで穂香はムッとしたが、続く真吾の言葉にそれは吹き飛んだ。

「俺も、同じようなことを考えたよ」

「……えっ？」

「俺は魔神の封(ふう)印(いん)を解くことができるだろ？　つまり、魔神を封印した者、たぶん神様だと思うんだけど、それと同じくらいの力があるんじゃないかって思ったこともあったよ」

「そ、そうなんですか……」

　言われてみれば、そう考えるのもおかしくはない。

「でも、まさかなぁ？　俺の力はどう頑張ったって、スカートをめくる力しかないんだ。運命だ素質だ体質だとか言われても、んなバカなとしか思えないよ」

　いつの間にか、真吾は穂香と向き合うように座っていた。

　すでに太陽は夕日となって大きく傾き、商店街の彼方(かなた)に沈み込もうとしている。その夕日の逆光を浴びて、真吾は言った。

「だから穂香も、考えすぎない方がいいよ。これだけいろんなことがあれば、不安になったり考え込みすぎたりもするさ。まあ、気にはなるけど、なにかあったらそのときはそのとき。大丈夫、たとえ穂香がどんな悪いやつになったとしても、俺が絶対に助けるから」

　真吾なら、きっとそう言ってくれると思っていた。けれど、実際に本人の口から聞かされると、本当にどうにかしてくれそうな気分になるのだから不思議だ。

　不安を解消することはできない。けれど、不安を口にすることで、穂香はいくらか気分が楽になるのであった。




４




　やがて、はぐれた仲間たちが次々にやって来た。

　理沙に柚子、大輝は勝手に楽しんでいるという報告が入ったが、タロウと清美の姿はまだなかった。

「もう少し待っても来ないようだったら、何人かで捜しに行こう」

　犬のタロウはもちろん、清美は携帯電話を持っていない。タロウには瞬間移動石があるが、世間知らずの清美が遊ぶのに夢中になっていれば、強制的に移動させるようなことはできないだろう。

　穂香も、自分の力でタロウの居場所はだいたい感知することができていた。しかし、この人混みでは、場所の特定は難しかった。

　穂香はふと、合流したとたんに真吾に抱きついて、いまもリーナに怒鳴られ続けている美也に目を向けた。

　祭りの興奮が冷めないのか、大きな瞳をより大きく見開いて、自分が体験したものがいかに楽しかったのか、拙(つたな)い言葉で懸命に真吾に向かって訴えていた。

「それでね、それでね、みずふうせんがパーンってなって、ゴムがびよーんってなって、いたくてつめたくてみんなにわらわれちゃったけど、ミヤはとってもたのしかったのですぅ！　なのにシンゴさまは、どうしてそんなときにかぎっていなくなっちゃうのですかぁ！」

「い、いや、まあ、ごめんごめん」

　こんなにハイテンションで真吾に迫る女の子は初めてかもしれない。

　穂香の見たところ、リーナは真吾を意識しつつも、まだ恋心になるかならないかの微妙なところで揺れているから、積極的になにかをするようなことはない。

　清美は、積極的ではあるものの、無言で行動を起こすことが多く、またそれなりの読解力も必要なので、攻めている割には真吾が気が付かない。気が付いてもワンテンポ遅れるため、あまり効果は高くない。

　そして自分は、言葉に出して気持ちを伝えるということが、まったくできないでいる。

　その点、美也は思ったことをそのまま口にし、嬉しいなら嬉しい、楽しいなら楽しいで、気持ちを体全体で表現するから、非常にわかりやすい。

　わかりやすいがゆえに、肝(かん)心(じん)な部分が伝わりにくいということもあるが、穂香としては、そんな美也が羨ましいのだった。

　あれくらい、素直に気持ちを伝えることができたら……。

　さっきから、人を羨んでばかりである。今日は少し、嫉妬しやすい日なのかもしれない。

　このままではいけないと、穂香は美也に声をかけた。

「美也ちゃん、お祭りはどうだった？」

「たのしかったのです！」

　訊くまでもないことだったが、美也は目を輝かせて、全身でその一言を現してみせた。

「こぉーんなにたくさんのひとといっしょにあそぶのも、こぉーんなにいろんなものをたべたりするのも、ミヤははじめてなのです！　ごしゅじんさまは、こういうにぎやかなのがおきらいだから、シンゴさまたちにミヤをつれていってくれるようにたのんでくれたのです！　きっとそうなのです！　ミヤ、うれしいのです！　かんげきなのです！」

　喜びながらも、目の端に涙が浮かんでいることに、穂香は気がついた。

　真吾たちも気がついたようで、美也に声をかけようとしていたが、穂香はそれを目で制した。

　美也は指先で涙を拭(ぬぐ)いながら、しゃべり続けた。

「たのしくて、おいしくて、おなかもむねもいっぱいなのです。ミヤはゆめがかなってしあわせです。とってもしあわせなのです……」

　涙と共に、美也は語った。

　自分は捨て猫だったのだ、と。







　ある家で産まれた美也は、一カ月もしないうちに、何匹かの兄弟と一緒に箱に入れられて、どこかの山のふもとに捨てられた。温かく安全だった家の中から、突然、冷たく危険な冬の寒(さむ)空(ぞら)の下へと放り出された。

　美也は鳴き続けた。兄弟もずっと鳴いていた。

　鳴いていれば母猫が来てくれるはずだと信じて。いや、そうすることしか、美也たちにはできなかったから。

　けれど、いくら待っても、いくら鳴いても、母猫は来てくれなかった。どんなに寒いと訴えても、お腹が空いたとせがんでも、美也たちに与えられるべき温もりは、食料は、何も与えられなかった。

　たった一日で、美也たちは衰(すい)弱(じやく)していった。何匹かはこの時点で死んでしまった。

　美也は生きるため、そして母親の温もりを求めて、箱の中から抜け出して、広すぎる世界に足を踏み出した。

　まだ乳(ち)飲(の)み子(ご)同然だった美也は、生きていくのに必死だった。

　なんとか人里に降りた美也は、喉(のど)の渇(かわ)きは川の水で潤(うるお)し、食料は人間の出した残(ざん)飯(ぱん)を漁(あさ)った。しかし、そうした食料が手に入る場所は、他の猫の縄張りになっており、美也が食料にありつけるのはごくわずかだった。

　寒さに震え、空腹に耐えながら、建物の陰や隙間で、美也は自分の脇を通り過ぎていく人間たちを眺める日々を過ごした。

　人間はみんな、食べ物に不自由せず、寒さに震える様子もなかった。

　歩きながら温かそうなハンバーガーをかじる者、暖(だん)をとるために熱いコーヒーを飲み干す者。

　また、コートやジャケットを羽(は)織(お)り、手には手袋を嵌(は)め、頭には毛糸の帽子をのせ、首にはふわふわしたマフラーを巻いている。

　美也からすれば、夢のような世界だった。

　自分が人間だったら……。

　自分が人間だったら、温かいものを飲んだり食べたりできたのに。

　自分が人間だったら、温かそうで柔らかそうな服や帽子やマフラーを身につけることができたのに。

　人間のようになりたい。

　いや、人間になりたい。

　楽しそうに笑い、ときには美也に食べ物を施してくる人間に、美也はいつしか憧(あこが)れるようになっていた。

　人間になればきっと、寒さに震えることもなく、空腹に耐えることもないに違いない。ひとりぼっちでいることもないだろう。

　美也は強く願った。

　人間になりたい、と。

　美也は強く願い続けた。

　人間になって、幸せになりたい、と。

　そして、ある日。

　空腹も限界に達し、寒さで体温が奪われ、朦(もう)朧(ろう)とした意識の中で、その声が聞こえたのだ。

「人間になりたいか」と。

　美也のかすむ視界の中で、いまにも消え入りそうな光の玉が浮いていた。それがなんなのかわからなかったが、はっきりと聞こえた「人間になりたいか」という問いかけに、美也は反射的に答えていた。

「人間になりたい」と。

　すると、光の玉は美也の体に入り込んだ。体が熱くなり、力が湧いてきて、失いかけていた意識を取り戻す。

　気がつくと、美也は人間の姿になっていた。

　美也は喜んだ。

　これで寒さに震えることも、空腹に耐えることもなくて済むと。

　しかし、現実は甘くなかった。

　人間になった美也は裸だった。肌に突き刺さるような寒風は、猫でいたときよりも辛(つら)く、肌を打った。

　また、食料の入手も難しくなっていた。

　お金のない美也には食べ物を買うことができなかったし、金銭の概(がい)念(ねん)がないため、つい店先の魚を口にしてしまったときは、お店の人にさんざん怒られた。

　なにより、何も身につけずに歩いていると、みんな変な顔で距離を置き、あまつさえ、おっかない人たちに追いかけられたり、優しく声をかけてきた人たちに付いていったら乱暴されそうになった。勢いで猫の姿に戻ったりすると、気味悪がられた。

　人間の姿になっても、何も変わらなかった。

　相変わらず、ひとりぼっちだった。

　そんなときに声をかけてきたのが、岩坂だった。

　初めは警戒していた美也も、岩坂が乱暴しないのと、ちゃんと食料を与えてくれ、服も購入してくれ、なにより、猫の姿に変身したりする美也を不気味に思わず、それどころか、どこか自分と同じような匂いを感じる彼に、美也は次第に心を開いていった。







「いいヒトと、わるいヒトのみわけかたもおしえてくれたのですぅ」

　岩坂曰(いわ)く、人の前で人間の姿から猫の姿に変身する、もしくは、猫の姿から人間の姿に変身してみれば、わかるのだという。

　そこで美也を化け物とみなして恐れるか、排除しようとすれば悪い人、何も反応せずに優しい態度になるのは変な人、そして、驚きながらも態度を変えないのは、美也にとっていい人になるはずだと言うのだ。

「ああ、だから、俺のときもいきなり変身してみせたのか」

　昨日の出会いのときのことだろう。

　裸の女の子と抱き合っているのを見たときは、穂香は卒(そつ)倒(とう)しそうになったが、そういう理由があったとなれば、なるほどと頷くことしかできなかった。

「あとね、ミヤのなまえもね、ごしゅじんさまがつけてくれたのですぅ」

　いつしか笑顔になっていた美也は、嬉しそうに自分の名前の由来を口にする。

　猫は「みゃー」と鳴くから、「美也」。

「み、みゃー……」

「みや……」

「美也……」

「おいおい……」

「これって、いくらなんでも……」

　あまりに短絡的な命名に、真吾たちはおかしくなって、しまいには声を上げて笑ってしまった。

　あの厳(いか)めしい顔のままで、おそらく、悩みに悩んでつけたに違いない、名前。

「……いい人、だよな」

「ええ、いい人、ですね」

　そう、岩坂は、外見に似合わず、そして、魔神としての強大な力を持ちながらも、いい人なのだろう。

　ぶっきらぼうで、強(こわ)面(もて)で、口数も少ない彼であるが、心根はきっと、優しいに違いない。

　全員の意見が、そこで統一されようとしていたが、一人だけ異を唱(とな)える者がいた。

「ほ、本当に、や、優しいっていう理由だけで、み、美也ちゃんを、ひ、拾ったんだかな？」

　疑問を呈するのは淳だった。

「じゃあ、他になんだっていうんだよ」

　光夫が問うと、淳はいつになく真剣な表情になって言うのだった。

「い、岩坂さんは、ろ、ロリコンじゃないのかなと、ぼ、僕は思うんだな」

「おまえが言うなぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　想像したら怖いことになりそうだったので、全員、その意見は却(きやつ)下(か)した。

　そんなやりとりを、どこまでわかっているのか、ずっと嬉しそうに美也は眺めている。

「どうした、美也」

「うーん、なんか、こういうの、いいなぁって、おもったのです」

「いいって？」

　美也は人差し指を口元に当てて、大きな目で真吾を見上げた。

「シンゴさまはおにいさん」

「え？」

「ホノカさんは、やさしいおねえさん」

「え？　え？」

「タロウくんはペットで、ジュンさんはおおきなおにいさんで、キヨミさんはむくちなおねえさんなのです」

　いったい、何を言い出すのか。

「それで、ミツオくんがおとうとで、リーナちゃんがいもうとなのです」

「ちょっと待てぃ！」

「なんでわたくしたちの方が年下になるのだ!?」

　二人の突っ込みにかまわず、美也はにゃははと笑った。

「なんだか、かぞくみたいなのですぅ。ミヤ、ずっとひとりぽっちだったから、うれしいのですぅ！」

　家族。ずっと独りぽっち。

　そうした単語は穂香の胸を痛めたが、本当に嬉しそうに笑う美也を見て、ここでは感(かん)傷(しよう)に浸(ひた)る必要はないなと思った。

　辛い時期はあった。けれどいまは、楽しい時期なのだ。ならばせいぜい、楽しい時期が続くように、穂香たちは美也に協力すべきだろう。

「となると、岩坂さんはお父さんですか？」

　穂香が提案すると、美也は一度首を捻(ひね)ってから、ぶんぶんと頭を振った。

「ちがうのです、ごしゅじんさまは、ごしゅじんさまなのです」

「なんじゃそりゃ？」

「でも、『恋人なのです』とか言われるよりいいんじゃないか？」

「うわ、確かにそれは、ちょっと犯罪臭が漂ってくるな」

「あの体格と顔で幼女を愛でる……。うげぇ、想像すらしたくねぇぞ！」

「そ、想像も、で、できないんだな……」

「うにゃぁぁぁん、ごしゅじんさまはわるいひとじゃないのです、ヘンなヒトでもないのですぅ。ごしゅじんさまはミヤのだいすきなごしゅじんさまなのですぅ！」

　本人がいないのをいいことに、真吾たちは言いたい放題だった。
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　岩(いわ)坂(さか)の人となりについて大いに盛り上がっていると、当の岩坂がひょっこりと姿を現した。

「うわぁい、ごしゅじんさまなのですぅ！」

　姿を見かけたとたんに、美(み)也(や)は岩坂に飛びついていた。そんな美也を抱き留め、岩坂は頭を撫(な)でてやる。

「美也、いい子にしていたか？」

「うん、とってもいいこだったのですぅ！　それより、ごしゅじんさまがもってるのは、なんなのですかぁ？」

　岩坂の手には、美少女アニメのプリントが施(ほどこ)された綿(わた)飴(あめ)や、チョコバナナ、焼きイカなどが握られていた。

「うむ」

　神(しん)妙(みよう)に頷(うなず)いて、岩坂は答えた。

「今日の、みやげだ」

「おみやげ!?」

「帰ったら、一緒に食べよう」

「うにゃぁぁぁぁぁん！　ごしゅじんさま、だいすきなのですぅぅぅぅぅ！」

　無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)の生えた顔に頰(ほお)をすり寄せて、ごろごろと喉(のど)を鳴らす。岩坂は、いっぱいに荷物を抱えているせいか、されるがままである。

　そんなやりとりを、真(しん)吾(ご)たちは温かい目で見守っていた。

「楽しかったか？」

「うん、すっごくたのしかったんですの！」

「彼らとは、仲良くなれたか？」

「もうすっかりなかよしさんなのですぅ！」

「そうか……」

　確認するように、岩坂は真吾たちに目を向ける。

　真吾たちは「本当ですよ」と言うように、頷いてみせた。

「良かったな、美也」

「はい、とってもよかったのですぅ！」

　天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)な美也の声に触発されたのか、岩坂の口元がわずかに綻(ほころ)んだ。

　なにかとてつもなく貴(き)重(ちよう)なものを見てしまったような気がして、真吾は温かい気持ちになった。

「いやあ、参った、参った」

　そこへ、タロウと清(きよ)美(み)がやってきた。

「待たせて済まぬ。清美殿がヒヨコ売り場から離れなくてな」

　参ったと言いながらも、その表情は孫に買い物をせがまれて嬉(うれ)しそうにする老人のようだった。

「すぐに死んでしまうからやめておけと言ったのだが、まったく聞き入れてもらえなかったのだ」

　その清美は、不満げな顔でとぼとぼと歩いてきた。

「……ヒヨコさん」

　口を尖(とが)らせて、呟(つぶや)く。

「……ピヨピヨ」

　よっぽど、未(み)練(れん)があるらしい。

「ご苦労様です、タロウさん」

「いや、これもまた一(いつ)興(きよう)。清美殿もいろいろなものに興味を示していい傾向だったぞ。今度は遊園地か動物園にでも連れて行って――ん？」

　ここで、見慣れない顔がいることに気がついたのだろう。

　タロウは訝(いぶか)しげに眉(まゆ)を寄せた瞬間――

　いきなり岩坂に牙(きば)を剝(む)き、飛びかかっていた。
















「なっ!?」

　あまりに突然だったため、誰(だれ)も止めることができなかった。

　だが、岩坂は冷静だった。首筋を狙(ねら)っていた牙は、振り上げた太い腕に遮(さえぎ)られ、うまく防がれた。それでもタロウは、初めて聞く獰(どう)猛(もう)なうなり声を上げて、その腕に食らいつき、食いちぎろうと体を大きく揺さぶった。

「こ、このバカ！　何やってるんだ！」

　光(みつ)夫(お)が飛びついてタロウを引きはがそうとするが、まったく離すそぶりを見せない。それどころか、止めに入った光夫を振り払い、先ほどまでの好(こう)々(こう)爺(や)の表情が噓(うそ)のように目を血走らせ、怒りに燃えた形(ぎよう)相(そう)で岩坂に嚙(か)みついている。

「タロウ、落ち着け！　落ち着けって！」

　今度は真吾とリーナも加勢して、引きはがしにかかる。

　これでどうにか離すことに成功したが、タロウの興奮は収まらない。

「ええい、離せ、離さんか！」

「この状況で離せるか！　どうしたんだよ、いきなり！」

「うるさい！　いいから邪(じや)魔(ま)をするな！　これ以上の邪魔をするようであれば、お主たちとて容(よう)赦(しや)はしないぞ！」

「だから、なんなんだよ、いきなり！　せめて理由を話せ！　でないと俺(おれ)たちは邪魔しかできないぞ！」

　唸(うな)り、姿勢を低くして、いつでも飛びかかる体勢をとりながら、タロウは言った。

「この匂(にお)い、間違いない！　忘れるものか！　こいつは……、こやつは、拙(せつ)者(しや)の、ご主人殿の命を奪った、仇(かたき)なのだ！」
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　七年前、タロウは飼い主に捨てられた。

　小犬だったタロウは、じゃれたつもりで飼い主の手を嚙んだのだが、それに飼い主が過剰に反応し、凶暴な犬になると勝手に思い込み、そんな犬は飼えないと、引き取られてから一カ月もしないうちに捨てられたのだ。

　そうしてタロウは、温かく安全だった家の中から、突然、冷たく危険な冬の寒(さむ)空(ぞら)の下へと放り出された。

　まだ乳(ち)飲(の)み子(ご)同然だったタロウは、生きていくのに必死だった。

　喉の渇(かわ)きは川の水で潤(うるお)し、食料は人間の出した残(ざん)飯(ぱん)を漁(あさ)った。

　しかし、そうした食料が手に入る場所は、他の犬の縄(なわ)張(ば)りになっており、タロウが食料にありつけるのはごくわずかだった。

　誰も信じられない、誰も頼れない、自分の力だけで生きていく過(か)酷(こく)な日々が続いた。

　寒さに震え、空腹に耐えながら、建物の陰や隙(すき)間(ま)で、タロウは自分の脇(わき)を通り過ぎていく人間たちを眺(なが)める日々を過ごした。

　人間はみんな、食べ物に不自由せず、寒さに震える様子もなかった。

　歩きながら温かそうなハンバーガーをかじる者、暖(だん)をとるために熱いコーヒーを飲み干す者。

　また、コートやジャケットを羽(は)織(お)り、手には手袋を嵌(は)め、頭には毛糸の帽子をのせ、首にはふわふわしたマフラーを巻いている。

　人間のようになれたら……。

　いつしか、羨(うらや)ましさからそう思うようになっていた。

　人間のようになれたら、こんなに苦しまなくてもいいはずなのに……。

　雪が降る街角でうずくまりながら、やくたいもなくそんなことを考える。

　と。

「そんなに、人間が羨ましいか？」

　突然声をかけられ、タロウは驚いた。まるで自分の思考を読んだかのようなその問いかけに、タロウは警(けい)戒(かい)と恐怖心を懸命に押さえ込みながら、顔を上げた。

　そこには、初老の男がいた。その男から得体の知れない雰(ふん)囲(い)気(き)を感じ、タロウは反射的に身構えた。

　だが男は、気にする様子もなく、独り言のように続けた。

「羨むほどいいものではないぞ、人間も」

　男が苦笑すると、得体の知れない雰囲気は消え、どこにでもいるような人間の匂いになった。

「だが、強い意志は形となり、力となる。――来るか？」

　何を言われているのか、よくわからなかった。「来るか？」の意味も、ほとんど摑(つか)めなかった。それでも、男が歩き出し、一度だけタロウを振り返ったとき、この男は自分をこの生活から拾い上げようとしているのだということがわかった。

　思えばこのとき、タロウはすでに男に惹(ひ)かれていたのかもしれない。

　半信半疑ながらも、タロウは黙って、男の後をついていき、連れられ、ある家に到着した。

　それが、タロウと主人との出会いだった。

　男は警察官として定年を間近に控え、子供たちも独立し、夫婦だけで暮らしていたが、老後の友にと、犬を飼いたかったらしい。そこで、偶(ぐう)然(ぜん)にも町中で見かけたタロウを気に入って、連れ帰ってきたのだという。

　最初はタロウも、警戒心を剝き出しにしていた。

　男との出会いの印象が印象だったし、なんといっても、人間に引き取られてすぐに捨てられた過去があるのだ。

　期待するくらいならいっそ、と、タロウは餌(えさ)を与えようとした男の腕に嚙みついた。すでに乳(にゆう)歯(し)は生えかわっており、鋭(するど)い牙は深々と男の腕に食い込んだ。

　しかし男は、ビックリした様子を見せながらも、タロウの牙を振りほどこうとはしなかった。

　それどころか、慈(いつく)しむような目で、そっとタロウの頭を撫でたのだ。

「そうか、きみは、人間に捨てられたのだな」

　タロウの苦しみや悲しみを理解し、受け止めるような一言。いや、実際に、彼はタロウの思いを、その腕で受け止めていたのだ。

　予想外の反応と思わぬ温かい視線に、気がつくとタロウは牙を放していた。優しさと心(こころ)遣(づか)いに戸(と)惑(まど)い、しばらく、様子を窺(うかが)うように彼から距離を置く生活を送った。

　男は気長にタロウが心を開くのを待った。男の妻と一緒に、根気強くタロウに話しかけてきた。

　やがて、タロウもなんとなく理解するようになっていた。

　この二人は、自分を裏切らない、と。

　絶対に捨てたりはしないし、酷(ひど)い仕打ちもしはしない、と。

　その証拠は、初日に男に嚙みついたときから提示されていた。この二人は、本当にタロウの幸せを願い、望んでいた。

　ある日、タロウは体調を崩(くず)した。

　屋内でペットを飼えるような作りではない古い家だったが、二人はタロウを家の中に上げて、つきっきりで看(かん)病(びよう)してくれた。

　初めて与えられた優しさに、タロウは確かな愛情を感じた。

　その瞬間から、引き取ってくれた男はタロウの中で「主人」となり、その妻は「奥方」となったのだ。

　主人は警察官を退職した後も、自主的に町の巡回を行っていた。いつしかその巡回に、散歩も兼ねてタロウも加わった。

　子供たちの通る通学路を中心に、県(あがた)ヶ丘(おか)第一小学校、第二小学校、さらに県ヶ丘高校に美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)高校と、往復一〇キロほどの道のりを、毎日のようにパトロールしてまわった。

　その際に、タロウは民家に侵入した泥棒を捕まえたり、火事を一番に発見して通報したり、小さな女の子に声をかけていた怪しい男を撃退したこともあった。

　その度に、主人は喜んでくれた。「おまえは賢(かしこ)くて勇(ゆう)敢(かん)だ」と、褒(ほ)めてくれた。そう言われるのが嬉しくて、タロウはさらに賢く勇敢であろうとした。

　活躍すればするほど、主人は褒めてくれるが、それよりも主人が喜ぶ姿が見たかった。喜ぶ主人の姿が大好きだった。

　これからもずっと、町の平和を二人で守っていけると思っていた。自分のことを誇(ほこ)りに思ってもらえると信じて疑わなかった。

　だが。

　いまから五年前、その幸せな生活が断ち切られた。

　それはいつものように、主人と一緒に、散歩がてら町中をパトロールしていたときのことだ。

　夕(ゆう)闇(やみ)に紛(まぎ)れた何者かに、タロウはいきなり、背後から頭部を殴(なぐ)られた。

　その何者かは、続けて主人にも襲いかかった。

　静かな言い合いがあった。

　もみ合う気配もあった。

　だが、タロウの意識は朦(もう)朧(ろう)として、具体的に何が起こっているのかはわからなかった。

　気づいたときには主人は血を流して倒れており、そのまま帰らぬ人となった。







「誰が、なんのために主人を襲ったのかは、警察の調べでも分からなかった」

　血を吐(は)くようなタロウの独白に、真吾たちは固(かた)唾(ず)を呑(の)んで聞き入っていた。

　タロウの壮(そう)絶(ぜつ)な過去と、主人との交流、そして人生をひっくり返してしまうような大事件に、真吾はタロウと岩坂の顔を見比べることしかできなかった。

　その岩坂は、なんの感情も窺い知れない表情で、じっと耳を傾(かたむ)けていた。

「だが、拙者は覚えている！」

　タロウの叫びは真吾たちの耳を強く打ち、美也は思わず目をつむって震え上がった。

「失いそうになる意識の中で、懸(けん)命(めい)に刻み込んだのだ。その匂いを！　主人の体に残った、わずかな犯人の痕(こん)跡(せき)を！」

　ギラギラとした目を岩坂に向けたまま、言い放つ。

「その匂いを間違えるはずがない！　お主が、貴様が、主人を殺した犯人だ！」

　断言された岩坂は、しかし、驚きに目を見張るわけでもなく、事実を指摘されて動(どう)揺(よう)するでもなく、いっそつまらなそうな声で、呟いた。

「そう、なのだろうな」

　衝(しよう)撃(げき)的(てき)な事実を、岩坂はあっさりと認めた。だが、本当の衝撃はここからだった。

「しかし、あれはしかたのないことだったのだ」

「何がしかたなかったというのだ！」

「俺が何をしているのか聞いているだろう？」

　真吾たちはギョッとした。

　そんなまさかという思いが、全員の中に共通して流れた。

「……なんだと？」

　タロウにもそのことは伝えてある。だが、そんなことはすっかり頭の中から抜け落ちているのか、タロウは怪(け)訝(げん)な顔で岩坂を睨(にら)みつけた。

　岩坂はそれを平然と受け流し、言った。

「俺は魔神を狩って全国を渡り歩いている。そう、おまえの主人は、俺が狩るべき、魔神だったのだ」
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「……バカな」

　あまりのことに、タロウも気(き)勢(せい)を削(そ)がれたらしい。

　すっかり勢いを失った口(く)調(ちよう)で、体を震わせる。

「そんな、バカな！　いったい、何を根(こん)拠(きよ)に！」

「俺は魔神だ。すぐ目の前にいる同族を見(み)誤(あやま)るほど、俺の力は脆(ぜい)弱(じやく)ではない」

「ふ、ふざけるな！　だからといって、ご主人殿を殺す理由にはならんだろうが！」

「魔神は世界に災(わざわ)いをもたらす。そうでないものはごくわずかだ」

「しかし！」

　激(げき)昂(こう)するタロウとは対照的に、岩坂は冷静だった。

　まるで聞き分けのない子供を諭(さと)すように、一言一言に力を入れて、言葉を紡(つむ)ぐ。

「それに、おまえの主人が、おまえたちの前でだけ、人格者を気取っていたとも考えられる。そもそも、魔神の力は、力を得ようとする人間の強い想いに反応する。おまえの主人には、魔神の力を得なくてはならない特(とく)殊(しゆ)な事情があったのだろう。それをいまさら推(すい)察(さつ)することはできんが、少なくとも、ただの老人ではありえなかったということだけは確かだろう」

「だ、だが、だが……、災いをもたらすという確証にもならんだろう！」

　話は平行線だった。

　しかし、ここで身を引いたのは、意外にも岩坂の方だった。

「どうやら俺は、君たちの側(そば)にいないほうがいいようだ。今日はこれで、失礼する」

　踵(きびす)を返す岩坂に、すかさずタロウは跳びかかろうとする。

「ま、待て！」

「おまえが待て！」

　光夫が全身でタロウに体当たりし、首根っこを押さえつけて引き止める。

　美也は、心配そうにタロウの顔と岩坂の顔を交互に窺っていたが、岩坂に「行くぞ」と言われて、戸惑いながらも後を追っていった。

「離せ、光夫殿！　拙者は、拙者は、あいつだけは、どんな理由があろうとも許すわけにはいかんのだ！」

「だから落ち着けって！　おまえの気持ちは分かる！　だけどな！　おまえ一人で行っても、かなう相手じゃないだろ！」

「うるさい！　邪魔だてするなら、いかにお主らといえども容赦はせんぞ！」

「いいから俺たちの話も聞け！　気持ちは分かる！　あいつが本当の悪者なら、俺たちだって手を貸したさ！　だけどな、おまえがその仇を討ったら、あの子はどうなるんだよ！」

「なんだと!?」

「美也はおまえとまったく同じ境(きよう)遇(ぐう)なんだよ！　人間に捨てられて、懸命に生きて、瀕(ひん)死(し)のところを岩坂に拾われたんだ！　それでようやく、幸せを手に入れることができたんだ！　なのにおまえは、その幸せを、あの子から奪うつもりなのか!?」

　真吾の言葉に、タロウの表情は歪(ゆが)んだ。

　自分と同じ境遇の少女。やっと手に入れた幸せ。

　それが、どれほどかけがえなく、どれほど大切なものであるか、タロウにはよくわかっていた。身に染みていた。

　だから、真吾の言うこともわかる。

　けれど……。

　それとこれとはまた、話が別だった。

　この五年というもの、タロウは常に復(ふく)讐(しゆう)を夢見ていた。

　復讐を果たすために、神様から分身の能力をもらったのだ。

　仇(きゆう)敵(てき)を目の前にして、いまさら引き返すこともできない。

「感情的になってもいいことはない。ひとまず今日は帰るぞ」

　光夫に押さえつけられながら、タロウはしばらく唸っていた。だが、やがてフッと力を抜いて、うなだれた。

「……確かに、そのとおりだ」

　納(なつ)得(とく)してくれたことで、ようやく息をつくことができた。しかし、問題は残っている。

「岩坂の言葉、どこまで信じられると思う？」

　光夫が言うのは、タロウの主人は魔神だったということだろう。

　リーナは腕を組んで真剣に考え込んでいた。

「疑わしきは罰せ、と言うがな……」

「それを言うなら『疑わしきは罰せず』じゃないのか？」

「そ、そうなのか？」

　そもそも、魔神を倒すことが誰かを殺すことに繋(つな)がるのなら、真吾たちも岩坂と同じということになってしまう。

「無差別に、人間を殺しまわってるようには見えないよな……」

　そうであれば、タロウが岩坂に嚙みついた時点で、反抗のアクションがあってもよかったはずである。それに、穂香(ほのか)が世界の危機だと言った少女を、岩坂は打ち倒しているのだ。すべてを語ってはいないにしろ、口にしたことが真実なのは確かなのかもしれない。

「どのみち、今の段階で私たちができることは少ないですよね？」

　岩坂と美也の様子を窺うことしかできない、ということだ。

　それが不服なのか、タロウはむっつりと黙り込んで眉根を寄せたが、さりとて反対する理由もないようだった。

　ひとまず、明日は岩坂と美也の家を探し出そうということになった。様子を窺うにも、根(ね)城(じろ)を知っておかないことにはどうにもならない。

「んじゃ、帰るか」

　光夫の一言で、その場は解散となった。

　意外にすんなりとタロウが引き下がったので、真吾は驚くと同時に感心していた。

「それにしても、よく引き下がったよな、タロウ」

　これに、穂香も乗ってくる。

「さすが、年長者は違いますね」

　だが、そんなことで褒められても嬉しくないのか、タロウは黙ったままだ。しばらくタロウを先頭に歩いていた真吾たちだったが、さすがに何かおかしいことに気がついた。

「おい、タロウ？」

　返事はない。振り向くこともせず、ひたすら歩き続けている。

「タロウってば、おい」

　やはり、憤(ふん)懣(まん)やるかたないのだろうか。それを、懸命に押し留めているのだろうか。

「なあ、タロウ。やっぱ、おまえ……」

「待て、真吾！」

　光夫が遮って、何を思ったかタロウの頭をひっぱたく。すると、光夫の腕はタロウの体をすり抜け、空を切る。同時にタロウの姿はぼやけて崩れ、跡(あと)形(かた)もなく消え去った。

　真吾たちは呆(あつ)気(け)にとられた。

「あ、あれ……？」

「これって……」

　光夫は叫んだ。

「分身だ！」

　タロウが神様からもらった特殊能力は、何匹、何十匹にも分身できる力である。分身した体それぞれに攻撃能力はあるが、敵から攻撃を受けると消滅してしまう。しかし、本体はダメージを受けないという優れものである。

　その分身体がここにいるということは、本体は……。

「……あのバカ！」

　光夫の舌打ちを聞きながら、真吾たちは慌(あわ)てて岩坂の後を追った。







「岩坂ぁぁぁぁぁぁぁ！」

　岩坂に追いついたタロウは、駆け抜ける勢いそのままに、岩坂へ飛びかかろうとした。だが、両手を広げて立ちふさがった美也に行く手を阻(はば)まれて、勢いを削がれる。

「どけ！」

「ど、どかないのです！」

「貴様ごときが、拙者にかなうと思っているのか！」

「それでもどかないのです！　だって、だってごしゅじんさまは、ミヤのごしゅじんさまなのですから！　ミヤの、たいせつなヒトなのですから！」

　その言葉に、タロウの表情が歪み、足が鈍(にぶ)る。

　だが、歯を食いしばって耐え、数歩の助走で跳(ちよう)躍(やく)し、美也の頭上を飛び越えた。

　岩坂と正面から対(たい)峙(じ)し、タロウの心は激しく燃えさかった。

「いかな理由があろうとも、拙者は貴様を許さん！」

「……そうか。ならば、どうする？」

「貴様を、主人と同じ目に遭(あ)わせてくれる！」

　タロウは跳びかかった。もちろん、ただ跳びかかるだけではない。分身し、まず岩坂の機先を制してから、背後に回った本体が、岩坂の首筋に向かって牙を突き立てる。

　その間、岩坂は無(む)防(ぼう)備(び)に立ちつくしていた。タロウの攻撃を、ただ呆(ぼう)然(ぜん)と眺めているだけだった。

　だから、タロウは勝利を確信していた。確実に、その首筋に牙をめり込ませることができるはずだった。

　だが。

　タロウの牙は、岩坂を捉(とら)えることができなかった。まったく動いた素(そ)振(ぶ)りがないのに、岩坂はいつの間にか、タロウの背後に回り込んでいた。

「遅い」

　反対にタロウの首筋を無(む)造(ぞう)作(さ)に摑む。

「そして、弱い」

　ぐい、と、腕に力を込められる。とたんに呼吸がままならなくなり、首がぎりぎりとイヤな音を立てる。急速に視界が狭まり、意識が遠のいていく。

　まずい。

　焦(あせ)ったタロウは、薄れゆく意識を懸命に励(はげ)まし、分身体を岩坂に襲わせる。しかし、それを岩坂は腕の一振りで払いのけると、平然とした顔でタロウを宙づりにした。

「……神から授(さず)かった力は、こんなものか」

　それは、タロウを決定的に敗北させるセリフだった。

　五年前、主人が殺されたとき、タロウは何もできなかった。この身がいくつもあれば、一匹が倒れても、主人を守るか、相手を倒すことができたかもしれないのに……。

　その思いがあったから、タロウは神様から分身の力をもらったのだ。

　けれど、その力を持ってしても、岩坂は倒せなかった。まったく通用しなかった。仮にこの力を五年前に持っていたとしても、結果は変わらなかったことになる。それは、繋ぎ止めていた意識を手放しそうになるほどのショックだった。

　……これまで、か。

　死を覚(かく)悟(ご)したとき、不意に、首を絞(し)める力が緩(ゆる)んだ。

　タロウは最後の力を振(ふ)り絞(しぼ)って身を捻(ひね)り、岩坂の手から逃れた。

　地面を転がり、距離をとりつつ呼吸を整え、頭を振って閉じそうになっている意識を覚(かく)醒(せい)させる。

　ふらつく頭で見れば、美也が岩坂の腕にしがみつき、何事か呟いていた。

「やめて、くださいなのです。タロウくんを、いじめないでくださいなのです……」

　どうやら、美也に命を救われたらしい。

　そのことを、タロウは素直に喜べなかった。

　岩坂は、美也の言うことを聞く必要はない。それでもあっさりとタロウを解放したのは、美也を悲しませたくないからだろうし、タロウごときならいつでも殺せるという自信の表れでもあるのだろう。

　二重に悔しさが、タロウを襲う。

　そこへ、引き返してきた真吾たちがやってきた。

「タロウ！　待て！　はやまるな！」

　残念だが、もうはやまった後だ。

　そう口にしようとしたが、はたせずに、タロウはその場にうずくまった。

「お、おい、タロウ!?　どうした!?　だいじょうぶか!?」

「……案ずるな」

　どうにかこうにか、声を絞り出す。

「これしきのこと……、少し休めば、平気だ……」

　苦しそうに喘(あえ)ぎながらでは、ちっとも平気には見えないだろうなと、タロウは自(じ)嘲(ちよう)しながら思った。

　その様子に、光夫とリーナは険(けん)のある目で、岩坂を睨みつけた。

「貴様、タロウに何をした」

　しかし、岩坂は答えない。代わりに、美也がふるふると首を振って何かを訴える。その姿があまりにも悲しげで、穂香は思わず進み出て、口を開いていた。

「あ、あの……。本当に、岩坂さんは、タロウさんの御主人様を……？」

　つまらなそうな表情のまま、岩坂はつまらなそうに答えた。

「その犬が俺の匂いを覚えているというのなら、間違いないのだろう」

　否定する素振りも見せず、岩坂はさらに淡(たん)々(たん)と口にした。

「それに、俺は五年前、この町を訪れている。その際に一人の魔神を討(う)ち滅(ほろ)ぼしてもいる。となれば、それが貴様の主人だったとしてもおかしくはないし、違うという方が無理な話だろう」

　確かに、タロウと岩坂の話を合わせれば、否定できる材料はないかもしれない。

「でも、どうして岩坂さんは、魔神を狩っているんですか？」

　同じ、魔神だというのに。

　言葉にしなかった疑問まで読み取って、岩坂は答えた。

「単純なことだ。世界に害を為す魔神は滅ぶべきだ。そして魔神を滅ぼす力を求め、俺は魔神の力を手に入れた」

「乱暴な理論だな」

　リーナは蔑(さげす)むような目を向けて、言った。

「では、魔神となった貴様はどうなのだ？　貴様こそ、世界に害を及ぼす魔神にならないと言い切れるのか？」

「前にも言ったとおりだ。俺は、世界を滅ぼすことにも、この世界を手に入れ、我がものとすることにも、興味はない」

「正義のためだとでも言うつもりか？　その割にはやってることがえげつないな」

　他人の幸せを奪ってまで、正義を貫(つらぬ)くことに意味があるのかと言っているのだろう。

　だが、岩坂は意外な論法で反論してきた。

「では、貴様等(ら)ならどうする？　その犬と同じ境遇だった場合、貴様等は己(おのれ)の復讐心を抑えることができるのか？」

「…………」

「大切なものを奪った相手を、許すことができるのか？」

　答えられなかった。

　真吾は自分で言ったように、タロウの気持ちがよくわかった。だから、軽々しく「許せる」などとは口が裂けても言えなかった。それができるのは、この場ではタロウだけである。しかし、そのタロウは、岩坂を許そうとする心づもりはない。

「タロウを引き止めてはいるけどな、俺はあんたを弁護しているわけじゃないぜ」

　光夫はタロウに負けないくらい剣(けん)呑(のん)な表情で岩坂に対峙する。

「その猫娘がかわいそうだから、タロウを止めたんだ。それに、あんたに対する警戒を解いたわけじゃない。口ではなんとでも言えるが、俺たちに敵対するようなら、俺はいつでも、おまえをぶったおすつもりだからな」

「……肝(きも)に銘(めい)じておこう」

　どこまで肝に銘じたのかはわからない調子で、岩坂は答えた。

「じゃあ、帰るぞ」

　光夫に促(うなが)されるが、タロウは動けない。長い年月の間、わだかまり続けた恨みが、岩坂から遠ざかるのを拒んでいる。

　ふと、タロウは岩坂の前で体を張って立ちつくす美也に目を向けた。

　美也は震えながら、「やめてください」と全身で訴えるように、岩坂をかばっていた。その姿はタロウには「私たちの幸せを壊さないで」と言っているように見えた。

　幸せ。

　それは、過去に自分が奪われたものだ。

　その幸せを、この無(む)垢(く)で無(む)邪(じや)気(き)な少女から奪えるのか。

　そんな疑問が湧(わ)いてきたらもうだめだった。

　怒りは収まらないし、復讐心も衰(おとろ)えたわけではない。

　ただ、ほんのわずかな躊(ちゆう)躇(ちよ)が生まれたのは確かだった。

「……わかった」

　不(ふ)承(しよう)不(ぶ)承(しよう)ながらも、頷かざるを得なかった。
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　商店街から少し離れるだけで、祭りの喧(けん)噪(そう)が噓のように遠のいていく。まるで夜の闇に人々の賑(にぎ)わいが吸い込まれていくように、美也の威(い)勢(せい)や元気も、先ほどまでとはうってかわってしぼんでしまっていた。

　真吾たちと別れ、家への帰り道、美也は岩坂の後ろを、とぼとぼと歩いていた。

　本当なら、岩坂の腕に抱きついて、一緒に並んで帰りたいのに。

　ちらちらと、激しく岩坂に迫るタロウの姿が脳(のう)裏(り)をよぎる。

　なぜだろう。

　うまく言えないけれど、なんだか、岩坂が、怖い。

　俯(うつむ)きがちに歩く美也は、ときおり岩坂の様子を窺った。

　その背中は、いつものように大きくてたくましかったが、頼りがいがあって美也を包み込むための大きさやたくましさではないような気がしてしまう。

　無言で歩き続ける岩坂の背中が、美也にたとえようのない不安を与える。話しかけることすら、ためらわせる。

　どうしよう。

　こういうのは、なんとなく、イヤだ。

「美也」

「にゃ、にゃっ!?」

　いきなり声をかけられ、美也は飛び上がりそうになった。

　慌てて顔を上げると、岩坂は歩みを止め、美也を振り返らずに言った。

「少し、離れていろ」

「ご、ごしゅじんさま……？」

　意味がわからず戸惑っていると、近くの樹(じゆ)木(もく)がいきなりうねうねと動きだした。

「ふ、ふにゃぁっ!?」

　さらに、枝葉を広げて、美也たちに襲いかかってくる。

　だが、岩坂は冷静だった。枝葉を光の剣で断ち切ると、間(かん)髪(はつ)入れずに距離を詰め、剣を太い幹(みき)に突き立てる。

　樹木は動きを失い、瞬時に、すっかり枯れ果てた古木に姿を変えていた。

「ご、ごしゅじんさま……」

「ケガはないか、美也」

「う、うん！」

　美也は元気に答えた。

　やっぱり、岩坂は優しいではないか。

　不安に思う、自分のほうがおかしいのだ。

　飛びつくようにして、美也は岩坂の腕にしがみついた。

　そんな美也にかまわず、岩坂は冷静に樹木を観察する。

「いまのも魔神の力を得たなれの果てか……。人以外にも、魔神の力が反応するとはな」

「……ごしゅじんさま？」

　何やら、難しいことを考えているようだ。

　美也の呼びかけに答えず、岩坂はどこか遠くを見つめながら一人、続ける。

「昨日は県ヶ丘第二小学校の校舎から、あの女が飛び出してきた。そして今日、同じ県町内で魔神の力を得た樹木が動き出した。五年前の、あの犬の飼い主を含めれば、この町だけですでに三件。しかも、あいつらが神に選ばれて魔神と戦っているということは……。やはり、何かあるのか、この『県』という地には。いや……」

　岩坂の目が、凶(きよう)暴(ぼう)な輝きを放つ。

「ここにいるということなのか、あいつが……」

「ご、ごしゅじん、さま……？」

「となれば、急がねばならんな」

「え……？」

「美也」

　岩坂は美也の目を正面から覗(のぞ)き込(こ)んできた。それは、いままでにない、初めてのことだった。

　変に胸がドギマギする美也の頭に、岩坂は自分の手をのせ、優しく撫でた。

「おまえに、頼みがある」
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　県(あがた)町(ちよう)の朝は暑い。

　大都市圏に比べればまだマシなのだろうが、山々に囲まれた盆(ぼん)地(ち)に町があるため、熱がこもってしまい、ゆで釜(がま)の中に放り込まれたような暑さになってしまうのだ。

　もちろん、昼も夜も暑いのだが、布(ふ)団(とん)とタオルケットと自分の体温で暑さは増幅し、体感的には朝の起き抜けが一番暑く感じるのだ。

　その日の真(しん)吾(ご)は、いつにない暑苦しさにうなされて目を覚ました。

　八月だというのに、まるで湯たんぽを抱えて寝ているような感覚に、真吾は誰(だれ)に対するものでもない不満を抱きながら目を開け、暑さの元(げん)凶(きよう)を視界に捉(とら)え、ギョッとした。

　そこにいたのは美也(みや)だった。

　しかも、ただいただけではない。

　何も身につけていない姿で、体を丸めて、真吾の胸の中にすっぽり収まるようにして、眠っているのだ。

　あまりの状況に、しばらく呆(あつ)気(け)にとられていた真吾だったが、同じようなシチュエーションを経験してきた反省から、このままではまずいことになるだろうと予想し、そうなる前にと行動を開始した。

　まず、真吾自身は布団を抜け出し、着替えを済ます。そして、美也には全身をすっぽり覆(おお)うようにタオルケットを掛けて、さっさと部屋から退散しようとした。

　これで、少なくとも穂香(ほのか)たちがやってきて「何をやっていたんですか！」と詰(つ)め寄(よ)られることはないだろう。現場さえ押さえられなければ、なんとでも言い訳はできるのだ。

　それがなんだか浮(うわ)気(き)の言い訳を考える男の思考のような気がして、真吾は気が滅(め)入(い)りそうになったが、命の危険には変えられないと、そそくさと部屋から逃げ出そうとした。

　そこで、美也が脱ぎ散らかしたらしい浴衣(ゆかた)が落ちているのを発見した。それを拾って、タオルケットの中に押し込んでやる。

　結局、その行為に費やした時間が仇(あだ)となった。

　ドアのノブに手をかけようとするといきなりドアが開き、廊(ろう)下(か)に立つ浴衣姿の清(せい)内(ない)路(じ)清(きよ)美(み)とまともにかち合ってしまったのだ。

「うあ……」

　真吾は何か言い訳をしようとしたが、まだ何も見られていないことに気がついて、言葉を飲みこむ。とにかく、この部屋を出ることが先決だった。

「あの、清美、その……、下に、行かないか？」

　しかし、清美は珍しく真吾の言葉を聞き流し、ベッドを遮(さえぎ)るようにして立つ真吾の体越しに、部屋の中を覗(のぞ)き込(こ)んだ。

「……真吾くん」

「は、はい？」

「……いま、二人きり？」

　実は三人ですとは口が裂けても言えなかった。

　清美は真吾の体を部屋の中へ押し戻すようにして進むと、両手を広げながら浴衣の袖(そで)をつまみ、片足を上げながら器用にクルリと一回転して見せた。

「……どう？」

　なにが。

「……可愛(かわい)い？」

　残念ながらというべきか、そこは突っ込むことも否定もできなかった。

　なんの反応も示さないことが不満なのか、清美はじっと真吾を見つめていたが、やおら袂(たもと)からネコミミを取り出すと、頭にのっけて軽く握(にぎ)り拳(こぶし)を作り、上(うわ)目(め)遣(づか)いに「……にゃぁん」と鳴いてみせた。

「……ふにゃぁん？」

「…………」

「……みゃぁん？」

「…………」

「……みー」
















　いったい、自分にどうしろというのか。

　またも反応のない真吾を見つめたあと、清美は今度は浴衣の帯をほどき初め、その先を真吾に差し出してきた。

「……これ、引っ張って」

「は？」

「……くるくるって、やって」

　世間知らずなくせに、いったいどこからそんな知識を仕入れてくるのか。

　真吾は盛大にため息をついて、帯の先を押し返した。

　ここは一つ、男女の本来の在り方というやつを、教えておいた方がいいのかもしれない。

　咳(せき)払(ばら)いを一つして、真吾は説教モードに入ろうとした。

「ううんっ、えー、あー、あのな、清美」

「……真吾くん」

「男と女の惚(ほ)れた腫(は)れたっていうのはな……」

「……もしかして、不能？」

「そもそもが――って、なにがだぁぁぁぁぁぁ!?」

「……違うの？」

「違うわ！　って、いや待て、だからなんでそんな憐(あわ)れんだ目で見るんだよ！　悲しそうな瞳(ひとみ)で見上げてくるんだよ！」

「……でも……、だって……」

　いつの間にか、清美は真吾の目と鼻の先に近づいていた。

「……しかたないから」

「なにがっ！」

　腕を取り、まっすぐ真吾の目を覗(のぞ)き込(こ)んでくる。

「……どうやっても、振り向いてくれないから……」

「えっ……？」

「……教えて、真吾くん」

「な、なにを？」

「……どうすれば、真吾くんは、振り向いてくれるの……？」

　とすん、と、清美の体が真吾にもたれかかってくる。本来ならすぐさま引きはがしにかかるところだが、なぜか真吾の体は動かなかった。

　まさか、誘(ゆう)惑(わく)の力か!?

　清美が神様から授(さず)かったのは、相手を誘惑する力である。この力にかかると、どんな相手でも清美に惚れ込んで、清美の言葉に喜んで従うようになってしまうのだ。

　最初は、その力を使われているのかと思った。だが、すぐにそうではないことに気がついた。

　清美の力は、体の自由も、意思の自由も完(かん)璧(ぺき)に奪う。しかし、いまの真吾は、体の自由はきかないが、意思は完全に自分のものだった。清美に奪われてはいなかった。

　なのに、なぜか体が動かない。

　黒(こく)曜(よう)石(せき)のような瞳に吸い寄せられるように視線を外すことができず、意識も清美の中へ吸い込まれていくような錯(さつ)覚(かく)を覚える。

　――なんだ、これは！

　――いったい、なにが起こっているんだ!?

　これまで経験したことのない感覚に、真吾は背筋を震わせた。そして、直後に、背筋を震わせたことを後悔した。

「……教えて、真吾くん」

　清美は真吾を見上げたまま、先ほどと同じ問いを繰り返す。

「……どうすれば、真吾くんは、私に振り向いてくれるの……？」

　その瞬間、真吾は悟(さと)った。

　この状況は、清美の誘惑の力ではない。もちろん、怪(あや)しげな能力が働いているわけでもない。

　おそらく、女の子の誰もが持っている力。単純にして、強烈な磁(じ)場(ば)を放つ想い。

　そう、これは、この状態は、清美の「好意」が作りだしているのだ。

　純粋な好意が、真吾の脳(のう)髄(ずい)を揺(ゆ)さぶり、甘(かん)美(び)な衝(しよう)動(どう)が体中の神経を絡(から)め取(と)り、自由を奪っているのだ。

　いままでとは違った意味で、真吾は「まずい」と思った。

　これまで真吾は、清美が向けてくる好意は、思い込みや刷り込みから来るものだと思っていた。だから、放っておけば、そのうち思い込みから覚め、刷り込みから巣立っていくときが来ると信じていた。

　だが、清美は本気だった。

　本気で、真吾のことを好きだった。

　その想いは、清美のことを親や兄弟のような視線で見ていた真吾の体の自由を奪い、その瞳に惹(ひ)きつけられそうになるほど、強く、激しかった。

　そして……。

　背筋を震わせたことが恥ずかしくなるくらい、嬉(うれ)しかった。

　その好意に、応(こた)えてやりたいとすら思い始めていた。

　そんな自分の感情に驚いて、驚く自分を怪(け)訝(げん)に思い、怪訝に思う自分を不思議に思った。

　様々な感情が入り乱れて、収(しゆう)拾(しゆう)がつかなくなる。

　このまま、清美の想いに応えてしまえば楽なのではとも思った。しかし、そう安(あん)易(い)に応えてはいけないと引き止める自分がおり、いや、感情に素直になるべきだと促(うなが)す自分もいる。

　そして、いままで以上に、触れあった清美の体の感触が重大な意味を持つ。

　柔(やわ)らかいからとか、気持ちいいからとかではなく、この体を、完全に自分の物にしたいという直接的な欲求が、全身を駆け抜け、頭の中を席(せつ)巻(けん)していき、ますます、清美の体を引き離すことができなくなっていく。

　どうする？

　どうする、宮(みや)田(た)真吾!?

　その問いを自分に向けたとき、真吾は一つの答えを得た。

　同時に、我に返るような声が、真吾の耳を貫いた。

「貴様等(ら)、なにをやっている！」

　ハッとなって、真吾と清美は声のしたほうに目を向けた。

　そこにはリーナが仁(に)王(おう)立(だ)ちで、穂香が絶(ぜつ)句(く)した表情で、共に昨日と同じ浴衣姿にネコミミ装備で、立ちつくしていた。

「……シンゴ」

「は、はい」

「貴様には、学習能力というものがないのか？」

　ある意味、たったいま学習していたところだ、とはさすがに言えなかった。

　とりあえず、助かったようだ。

　ホッとする自分に、真吾は先ほど得た答えを確かなものとした。

　そう、自分は、清美の好意を受け入れるかどうかで迷った。そして、この状況が崩(くず)れたことで安心している。つまり……。

　自分は、清美のことを好きかどうか、判断がついていないということなのだ。

　好きなら、迷う必要はない。

　好きでないなら、こちらも迷うことなく好意を断ればいいのだ。

　けれど、真吾はどちらもできなかった。それは、真吾の気持ちがまったく定まっていないことを示していた。

　もちろん、清美の好意が本物であると思い知らされたのが、唐(とう)突(とつ)だったということもあるだろう。

　どちらにせよ、真吾も清美のことを真剣に考えなくてはならないのかもしれない。

　だが、そうなると、同時にもっと考えなくてはならないことが生じてくる。

　敵意を剝(む)き出(だ)しにして清美を睨(にら)みつけている、リーナのことだ。

　彼女は、むりやりさせられたとはいえ、真吾の婚約者なのだ。

　下(へ)手(た)な対応は、地球と異世界との間に、新たな戦火を引き起こしかねない。

　真吾は頭を抱え込みたくなった。

　またか。

　また、こんな究極の選択みたいな状況に陥(おちい)ってしまうのか。

　いつもいつも、世界の危機と同時に、真吾は何らかの選択を強いられてきた。今度のもそのうちの一つなのだろうか。もう、考えるだけでも頭が痛くなって気が重くなる。

　こうなると、穂香の存在だけが一服の清(せい)涼(りよう)剤(ざい)だった。

　彼女だけが、なんの気兼ねもなく付き合える女の子なのだ。

　――って、ちょっと待て！

　いま、自分は、なんて言った？

　付き合える？

　それはどういう意味だ？

　友人としてか？

　それとも、異性としてか？

　もし異性としてなら、結局、リーナや清美のことも考えなくてはならないわけで、それはつまり考えなくてはならないことがさらに増えるということであり、自分の苦労が酷(ひど)くなるだけではないか？

　いや、そもそも、そういう選(せん)択(たく)肢(し)に穂香を入れてしまっていいものなのか？　逆に言えば、そういう選択肢に入れない理由はあるのか？

　もうなにがなんだかわからない。

　考えても頭が痛くなるだけなので、真吾は保留という便利な言葉で思考を中断することにした。

　それよりもなによりも、まずはこの状況をどうにかすることが先だろう。

　清美は相変わらず真吾にくっついたままだし、リーナはツンケンしながら清美を怒鳴っており、穂香はいまだに立ち直れないのか呆然(ぼうぜん)としたままだ。

「キヨミ、いいかげんその男から離れろ」

「……イヤ」

　一言で拒(きよ)絶(ぜつ)して、さらにしっかりと真吾に体を寄せてくる。

　その感触が、巫(み)女(こ)服(ふく)で抱きつかれたときとちょっと違うのに気づき、真吾は焦(あせ)った。

「き、清美、おまえ、もしかして、浴衣の下……」

　指摘され、清美は浴衣の衿(えり)を引っ張って、胸元を真吾に見せつけた。

「……うん、なにも、つけてない」

　やっぱりか。

「なな、なんでだよ！」

「……理(り)沙(さ)さんが、浴衣は、下になにも身につけないって……」

　あの先(せん)輩(ぱい)は、どこまでも真吾の心をかき乱してくれる。

　ところが、真吾以上に心をかき乱されたのは、リーナだったようだ。

　顔を真(ま)っ赤(か)にして、さらに勢い込んで怒鳴りちらす。

「な、なんてハレンチな！　き、貴様には、つ、慎(つつし)みというものはないのか！」

「……慎んでたら、誰かに、盗(と)られちゃうから」

　清美とリーナの視線が、真っ向からぶつかり合う。

　あわあわと真吾がアワをくっている間に、穂香がするすると近寄ってきた。

「あの、真吾くん……」

「ほ、穂香、助けて。俺(おれ)は別に、なにも……」

「真吾くんも、やっぱり好きなんですか？」

「はい？」

「帯を持って、くるくるって……」

　ふと気がつけば、真吾に張り付いている清美の帯はほどけたままだった。それを見てそういう発言に至るのはどうかと思うが、真吾は無実を訴えつつ全力で否定しようとした。ところが、それより先に、穂香がとんでもない暴言を吐(は)いた。

「もし、したいなら、私の帯を……」

「ちょ、ちょっと待って！　どうしてそこでそういう発言になるの!?　それで俺がしたいって言ったらどうするの!?」

　もじもじと指先をいじりながら、穂香は答えた。

「困りますけど、真吾くんがしたいなら、私……」

「噓(うそ)！　ゴメン！　俺の方が困る！　だから穂香！　変なことは言わないで！」

「ええい、いいかげん離れろ！」

　しびれを切らしたのか、リーナが魔剣を呼び出して大上段から振り下ろした。

　真吾は咄(とつ)嗟(さ)に清美を突き飛ばしてやり過ごしたが、目標物を失った剣先はものの見事に床に突き刺さった。

「逃げるな、シンゴ」

「逃げるわ、普通！」

　リーナは床に剣を突き立てたまま、今度は拳でぶちのめすことにしたらしい。指を鳴らしながら、ゆっくりと近づいてくる。

「ちょっと待て！　なんで俺の方に近寄ってくるんだよ！」

「もとはと言えば、貴様が元凶だろう！」

「どこの『もと』だよ！　一〇文字以内で説明しろ！」

「私のスカートを捲(まく)った」

「ぐはぁぁぁぁぁ！　字数ちょうどで返しやがったぁ！　つーか、どこまで遡(さかのぼ)ってんだよ！」

「ふにゃぁぁぁぁん、うるさいですのー……」

　ケンケンゴウゴウのやりとりを繰り広げていると、気の抜けるような間延びした声がした。

「げっ」

　真吾は呻(うめ)いた。

　女の子三人の視線が、凄(すさ)まじい勢いで一カ所に集中する。

　視線の先では、美也が目を覚まし、もぞもぞとタオルケットの中から這(は)い出(で)てくるところだった。

　しかも、脱ぎ捨てられた浴衣が、ベッドからポロリとこぼれ落ちる。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………えっと」

　こうなったら開き直って言い訳に徹(てつ)するしかない。

　ところが、ここでも真吾の思(おも)惑(わく)は打(う)ち砕(くだ)かれるのだった。

「あぁん、シンゴさまぁ、おはようございますなのですぅ～」

　真吾を見つけ、幸せそうに目を細めて、微笑(ほほえ)みかける。

「待てぃ！　なんだ、その一夜を共にして朝の柔らかな日差しを浴びて目覚めたら一番大切な人がすぐ目の前にいた、みたいなくすぐったい笑顔は！」

「だってぇ、シンゴさまのこと、だいすきなのですのぉ～」

「ぐはぁぁぁぁぁ！　またそんな誤解を招くようなことを！　つーか、いったいいつからヒトの布団に入り込んでたんだ!?」

「ふにゃぁ、あさいちばんにきたら、シンゴさまのおかあさまに『はいっていいよ』っていわれたんですのぉ。あ、ごはんもいただいちゃいましたのですぅ。とってもおいしかったのですぅ。なんだかすっごくあったかいきもちになったのですぅ」

「だぁぁぁぁぁ！　母さん！　なにやってんだあんたはぁぁぁぁぁぁ！　余計なことしやがってぇぇぇぇぇ！」　

　嘆(なげ)くだけ嘆いて、真吾はすぐに臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)に入った。

「……一夜を、共に……」

「……布団の、中で……」

「……相手は、裸……」

「落ち着け！　冷静になれ！　こんな子供になにかできるはずないだろ！　もうちょっとよく考えてくれよ！」

「……子供でも、女の子は、女の子」

「き、清美ぃぃぃぃぃ！」

「真吾くん、私は信じています。ですから、本当のことを言ってください！」

「信じてない！　それは信じてない人のセリフだよ、穂香！」

「……シンゴ」

　ゆらりと、リーナの背後に怒りの炎が立ち上る。

「覚(かく)悟(ご)はいいか？」

「いいわけあるかぁ！」

　それが、開戦の合図だった。

　リーナの拳がベッドを砕き、清美の牽(けん)制(せい)が机を粉(ふん)砕(さい)し、穂香の制止が蛍(けい)光(こう)灯(とう)をぶち壊す。

　室内は甚(じん)大(だい)な被害を受けつつも、真吾自身はどうにか無傷でそれらをやり過ごしていた。日頃からこんな目に遭(あ)っているから、日常生活ではまったく役に立たない回避スキルだけがどんどん上がっているのだ。

「今日こそは……！　今日という今日こそは、貴様の性(しよう)根(ね)を叩(たた)き直してやる！」

「だから、おまえに叩かれたら即死だろうが！」

「し、真吾くん！　なら、私が代わりに叩いてあげます！　私なら優しくいたい目に遭わせてみせますから！」

「穂香、それ、フォローにも代わりにもなってないから！　そもそも叩くことがおかしいから！」

「……じゃあ、私が、優しく抱きしめてあげる」

「清美ぃぃぃぃぃ！　なんでベッドの方を見ながら言うんだぁぁぁぁぁ！　それは火に油を注いでるだけだぞぉぉぉぉぉ！」

　後から振り返れば、よくもまあ床が抜けず、天(てん)井(じよう)が落ちてこなかったものだと感心するような暴れっぷりだった。

　真吾としては、家(か)屋(おく)の心配よりも、自分の身の安全が最優先だったので、そこまで気が回らなかった。だからというわけでもないだろうが、それに気づくのが遅れたのは確かだった。

「言い逃れするというなら、あの猫娘に問(と)い質(ただ)してやろう。貴様がいかにハレンチな好意に及んでいたのかをな！」

「おまえは婚約者をそんなに貶(おとし)めたいのか!?」

「うるさい黙(だま)れ！　さあ、ミヤ、おまえたちはいったいなにを……」

　リーナの言葉が尻(しり)すぼみになっていくのを疑問に思うまでもなく、その場にいた全員が、美也の姿が見えなくなっているのに気がついた。

「あれ、美也は？」

「さっきまでは、いましたよね？」

「……逃げた？」

「なにもわかってないあの子が逃げるとかはないだろ」

　リーナたちの剣(けん)幕(まく)に驚き、おののいて逃げ出した可能性もあるが。

　脱ぎ捨てられた浴衣もなくなっているから、裸のまま外に出たということはないだろう。裸のまま外に出て近所の人にでも見られたら、真吾はもう家からでることができなくなってしまう。

「ああああああ!?」

　突然、らしからぬ大声で、リーナが叫んだ。

「ど、どうした!?」

「ぶ、ブルレスケが、ない！」

「ええっ!?」

　確かに、床に刺さりっぱなしだった魔剣が消えている。

「ブルレスケ、どこだ!?　出てこい！　来るんだ！　おい！」

　リーナが呼べば、空間をも越えて出現する魔剣が、うんともすんとも言わない。

　こうなると、考えられる可能性は一つだった。

「美也がいなくなって……」

「魔剣も消えた……」

　一同、愕(がく)然(ぜん)となって叫んだ。

「ぬ、盗まれたぁ!?」
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　大(おお)慌(あわ)てで全員に緊(きん)急(きゆう)招(しよう)集(しゆう)をかけ、ひとまずいつもの河原(かわら)で合流することになった。

「いったい、なんだってこんなことになったんだよ」

　呆(あき)れたように言う光(みつ)夫(お)は、なんとなくなにがあったのか理解しているようだった。

「まあいいさ。それより、あいつが魔剣を持ち逃げして、なにをしようとしているかが問題だ」

　こう言ってはなんだが、美也が魔剣を持ったところで使いこなせるとは思えない。となると、目的は一つしかないだろう。

「岩(いわ)坂(さか)のところへ持っていったのか」

「それはそれで、あいつがなにを企んでいるのかが問題になるけどな」

　岩坂は魔神を狩っている。そして魔剣は、人の手で魔神を倒すことができる唯(ゆい)一(いつ)の武器である。

　そこに関連はあるのだろうが、これまで武器を必要としていなかった岩坂が、ここに来て魔剣を求めるのもおかしな話である。

「魔剣がないと倒せない魔神がいるんじゃないですか？」

「そんな危険な奴(やつ)がいるなら、とっくの昔に穂香姉ちゃんが感知してるだろ」

　もっともである。

　岩坂の実力は、世界の危機と認定された魔神を一撃で倒すほどのものである。そんな岩坂が、魔剣を必要とするほどの相手なら、世界の危機の波(は)動(どう)を感じるか、予(よ)兆(ちよう)のようなものがどこかに現れていてもいいはずである。

「そ、それに、い、岩坂は、ぼ、僕たちが魔神を倒しているっていうこと、し、知ってるんだな。ほ、本当に魔神を倒すのなら、ま、魔剣がなくちゃ勝てない相手がいるなら、ふ、普通なら、ぼ、僕たちと、き、協力するはずなんだな」

　淳(じゆん)の言うことも、もっともである。

「俺たちの力を信用してないだけかもよ？」

　一匹狼の風(ふ)情(ぜい)がある岩坂なら、それは大いにありそうだったが、タロウは否定的だった。

「なんにせよ、無断で持ちだしたことには変わりがない。やましいところがなければ、そんな手は使うまい」

　言ってから、昨日の再現のように、瞳に怒りの炎を燃え上がらせる。

「やはりあの男、捨て置くわけにはいかん。魔剣を盗んだ理由までは聞いてやるが、その理由いかんによっては、今度こそ止めてくれるなよ」

「そういうわけにもいかないだろ」

　なにしろ、まだ岩坂の目的がわからないし、そもそも、美也が単独で動いていないとも限らない。美也が魔剣を盗んだからといって、即、岩坂は悪者だと断じることもできないのだ。

「とにかく、美也さんを捜しましょう」

　美也は必ず、どこかで岩坂と合流するはずだ。

　しかし、魔剣を持ったまま移動するのは容易ではない。目立つ上にかさばるのだから、そう簡単に二人は接触できないはずだ。

　そこまで考えれば、岩坂は美也が真吾たちに追いつかれる可能性も頭に入れるだろう。となれば、追いついてもつかまえにくい場所を選ぶのではないか。ちょうど駅前では、祭りが行われて、人でごった返している。その中に紛(まぎ)れ込(こ)んでしまえば、そう簡単には見つけられないし、捕まえることもできないだろう。

「やっぱり、祭り会場のどこかで落ち合うんだろうな」

「だとしたら、どうして真吾くんの家の側(そば)で合流しなかったんでしょう？」

　穂香の疑問は、タロウの鼻が証明していた。

　真吾の家からは、美也の匂(にお)いだけが道なりに尾を引いていた。そこに、にっくき岩坂の匂いはなかったと、タロウは断言していたのだ。

「魔剣を盗むだけじゃ飽きたらず、まだなんか企(たくら)んでやがるんだろ」

「なにを企もうがかまうものか。目星がついたのなら、早く行くぞ」

　焦りの色をみせているのはリーナである。リーナの世界の至宝とも言うべき魔剣が盗まれたのだから、焦(しよう)燥(そう)感(かん)に駆(か)られるのもムリはないが。

「でも、美也は浴衣姿だろ？　みんな同じような格好してるから、見つけるのはかなり難しくないか？」

「だ、大丈夫なんだな」

　真吾の不安を、淳が一言で拭(ぬぐ)い去(さ)った。

「み、美也ちゃんには、ね、ネコミミが生えてるんだな。そ、そんな子は、ほ、他にいないんだな。こ、これは絶好の、め、目印なんだな」

　確かに。

　ならばと、真吾たちは瞬間移動で祭り会場へと飛んだ。

　淳の瞬間移動は、女の子に使うとその下着が脱げて宙を舞うというろくでもない付加能力がついているのだが、今回は緊急事態ということもあって、穂香とリーナは不満を口にせず、諦めたように宙を舞う下着をふん捕まえて、袖の中に隠した。もちろん、最初から下着を身につけていなかった清美は涼しい顔である。

　さあ、捜すぞと勢い込んでやってきた真吾たちだったが、会場に到着するなり愕然とする光景に出くわした。

　なんと、祭りの会場では、大勢の女の子たちが、ネコミミを頭につけて歩いていたのだ。

「な、なんじゃこりゃぁ!?」

　小学生くらいの女の子から、二〇代後半のお姉様、はては娘と一緒のお母様方まで、幅広い年齢層の女性が、ネコミミをつけて歩いている。

　こんな光景、海沿いにある某(ぼう)夢の国くらいでしか見られないだろう。

　それにしても、身につけている割合が尋(じん)常(じよう)ではないが。

　よく見れば、昨日はなかったかぶり物屋がいくつか出店されていた。お面や小物を扱っていた店なのだろうが、メインの品物よりも、ネコミミを豊富に取りそろえていることを売りにしているようだ。しかも、ちょっと眺(なが)めている間に、ネコミミは飛ぶように売れていく。いったい、なにがあったのか。

「やっほー」

　そこへ、呑(のん)気(き)な声と共に理沙と柚(ゆず)子(こ)がやってきた。驚いたことに、理沙も柚子も同じネコミミを装着していた。理沙は堂々と、柚子は視線を少し落として恥ずかしげに、という差はあるが。

「って、ちょっと、あんたたち！　なんでネコミミしてないのよ！」

「え？　でも、だって……」

「だってじゃない！　あんたたちが本家なんだから、本家は本家らしく、ちゃんと正装しなさいよ！」

　言っている意味がまったくわからない。

　説明を求めると、とんでもない事実が理沙の口から語られた。

　昨日、ネコミミをつけて歩く女の子の一団が、密(ひそ)かに話題になっていたらしい。

　その女の子たちは、ただでさえそれぞれ違った魅力を持つ可愛らしい女の子だったのだが、そこにネコミミというオプションがつくことで、可愛らしさ以上の愛くるしさを周囲に感じさせていたらしく、それに感化されたり触発された女の子たちが、我も我もとネコミミを買い求め、自主的に装着したのだという。

「つまり、あんたたち、昨日は大注目の的だったのよ」

　そういえばそういう話を、タロウや理沙とした記憶がある。穂香たちが注目を浴びているということだったが、それがまさか、こんな事態に発展するなんてこと、想像できるはずがなかった。

　話としては、穂香やリーナの魅力が万人に認められたのだから、喜び、誇りに思うべきところなのだろうが、なにしろいまは状況が状況だ。喜ぶどころか「そんなバカな」と、自分たちが引き起こしたらしい事態を嘆きたい気分だった。

「どうすんだよ！　ただでさえ人でごった返してるのに、唯一の目印が役に立たないんだぞ!?」

「わかってるよ！　だけど、そんなこと言われたって、どうしようもないだろ！」

　仲間内でもめている場合ではない。だが、突(とつ)飛(ぴ)な状況につい声を荒げてしまうのだ。

「とにかく捜すぞ！　動かないことには始まらない！」

　タロウに促され、真吾たちは動き出した。理沙と柚子にも事情の一部を説明し、協力してもらうことにした。

「んじゃ、私たちは怪しげな裏道なんかを担当するわ」

「そんな怪しげなところがあるんですか？」

「怪しいと思ったところが怪しくなるのよ」

　とんでもない判断理由である。

「じゃあ、私も一緒に行きます」

　柚子が理沙に同行を申し出た。

「年長とはいえ、あなたも学生ですからね。怪しげな場所に、一人で行かせられません」

「うわ、なに、こいつ。もしかして私を監(かん)視(し)する気？」

「それ以外のなんだと思うんですか」

「あー、もう、やっぱあんたキライ！　やりにくいったらありゃしない！」

「……あのー」

　おずおずと、真吾は手を上げた。

「二人は昔からの知り合いみたいなノリで話してますけど、まだ出会ったばかりですよね？」

　理沙と柚子は、半月ほど前に、海で初めて出会ったはずである。

　二人は顔を見合わせ、まるで打ち合わせたみたいな調子で、言い訳を始めた。

「いや、知り合ったばかりなんだけどね、こう、あたしの知り合いにこういうお堅い感じの子がいてね。ついその知り合いに対してしゃべってる気がしちゃうのよ」

「私も同じです。武(たけ)石(いし)さんみたいな子と知り合いで、ついつい、その子に対するみたいになっちゃうんです」

　あまりにも不自然である。どうやら二人とも、実は昔からの知り合いのようだ。

　隠す必要もないのに、いったいなんだというのだろうか。

　理沙と柚子は最後までしらばっくれたまま、美也を捜しに、通りを外れて脇(わき)道(みち)に入っていった。

　真吾たちも、二手に分かれて捜(そう)索(さく)を開始した。

　だが、予想通りに捜索は難(なん)航(こう)し、何度かみんなで合流して報告を行ったが、芳(かんば)しい情報はなにもなかった。

「やべえぞ、これは！」

「なにか、なにか手がかりはないのか!?」

「拙(せつ)者(しや)の鼻も、こう雑(ざつ)多(た)な匂いが混じっていては役に立たんし……」

「先輩と先生はどこに行ったんでしょう？　そっちでなにか見つけてくれてればいいんですけど……」

「リーナ、もう一度魔剣を呼んでみてくれ。もしかしたら封(ふう)印(いん)が解けて、タイミングが良ければ呼び戻せるかもしれない」

　魔神は、自ら作りだした紋(もん)様(よう)を描くことで、結(けつ)界(かい)を張ることができる。その結界の中に取り込まれると、真吾たちの特殊能力が使えなくなったり、魔剣を封じたりすることができるのだ。そこに封じられると、魔剣の使い手であるリーナが呼んでも、いつものように飛んでくることができなくなる。

　ただ、魔剣が目的なら、いつまでも封印しておくわけにはいかないはずだ。呼び戻せないということは、美也は結界の施(ほどこ)された袋か何かに魔剣を入れて持ち運んでいるだろうから、いったんはそこから取り出す必要もある。うまくそのタイミングに合えば、たとえ美也と岩坂が合流していたとしても、問題なく呼び戻せるはずだった。

　だが。

「おい、どうした、リーナ。ショックなのはわかるけど、いまは最善を尽くして……」

　振り向いて、真吾はギョッとなった。そこにリーナの姿がなかったのだ。

　慌てて周囲を見回すが、どこにもいない。

「リーナ？　お、おい、リーナがいないぞ!?」

　全員ハッとなって捜すが、どこにも見あたらない。

「はぐれたのか!?」

「勝手にどこかへ行ったとか……」

「いや、もしかしたら……」

　イヤな予感が駆け抜ける。

　真吾たちは、さらなる焦燥と混乱に陥った。
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　大事な魔剣を盗まれたことで、リーナは焦り、注意力を欠いていたのかもしれない。人混みの中なので真吾たちの後ろにくっついていたのだが、ふと気がつくと、背後に岩坂の接近を許していた。

　声を上げようとするが、喉(のど)元(もと)に光の刃を突きつけられ、果たせない。

　言葉を飲みこんで、リーナは遠ざかっていく真吾たちの姿を見送ることしかできなかった。

「状況をよく理解してくれてなによりだ」

　促されるがままに、リーナは岩坂と寄(よ)り添(そ)うようにして、人の波から外れていった。そうして、花火の準備のため立ち入り禁止となっている神社の裏手に連れてこられたのだ。

「やはり、ろくな事を考えていないようだな。貴様も所(しよ)詮(せん)は魔神か」

　体の動きを封じられたことよりも、接近を許したことに自らのふがいなさを感じつつ、せいぜい強がって岩坂を嘲(あざけ)ってみせた。

「魔神であるという理由は、関係ない」

　岩坂は意に介した様子もなく、淡(たん)々(たん)と答え、リーナを後ろ手に縛(しば)り、から松の木の根本に座らせた。
















　リーナは冷静になろうと、周囲に目を向けた。

　神社の祭(さい)殿(でん)や本殿が遠くに見えるが、それ以外は木々や藪(やぶ)に遮られてよく見えない。ということは、リーナたちの姿も見つけにくいということだろう。祭りの喧(けん)噪(そう)も聞こえてくるが、たとえ叫んだとしても、聞きつけてくれるかは微妙なところだった。

　他人をあてにしてここから逃れるのはムリだろう。だが、自力で逃れるのはもっと難しい。

　ならばと、リーナはまずは情報収集にいそしむことにした。

「貴様は、魔剣が欲しいのか？」

「そうだ」

「まだ、ミヤとは合流していないようだな？　なぜだ？　どうしてすぐに合流しない？　魔剣が目的なら、とっくに手に入れていてもおかしくはないだろ」

「……順番、というものがある」

「なに？」

「魔剣を手に入れる前に、おまえと一対一で話がしたかった。そのためには、あいつら全員で美也を追わせる必要があった」

「話がしたいなら、そう言えばいいだろう。こんな手を使わずとも、対話を持つことくらい、いくらでもしてやったのに」

「状況を創り出す必要があった。おまえに、選択肢を突きつけるためにもな」

「選択肢だと？」

「順を追って話そう。俺はまず、おまえに協力を求めたいのだ」

「協力、だと？」

「おまえたちは、その魔剣が魔神を倒すための道具としか認識していないようだな」

「他になにがある。あえて言うなら、神から与えられたオクターヴァの、わたくしの世界の至宝であるということは言えるがな」

「ふっ、神、か……」

　なぜか嘲(ちよう)笑(しよう)されて、リーナはムッとなった。

「なにがおかしい」

「やはり、知らないのか」

「だから、なにが」




「その魔剣は本来、神を殺すために作られたものなのだ」




　別名、神殺しの剣。

　神以外の存在が神に対抗しうる、唯一にして最強の武器。

　それが、魔剣ブルレスケなのだという。

「……神を殺す、だと？」

　正気を疑う目で、リーナは岩坂を睨みつけた。

「なぜ貴様が、そんなことを知っている。わたくしは聞いたこともないぞ」

「神が神殺しの剣であることを、おまえたちに伝えるはずがないだろう」

　それは、そうかもしれない。

「では貴様は、そのために魔剣を奪ったのか」

「そういうことだ」

「神を殺して、貴様は何をしようというのだ」

「魔剣の所持者である、おまえがそれを言うのか」

「わたくしは、私用や私心で使ったことはない」

　私用や私心で真吾をぶった切ろうとしたことはあるが、それは言わないでおいた。

「そもそも、ブルレスケを封じることができても、貴様の物にはできないだろう」

　現在の所持者はリーナである。言ってみれば、岩坂が魔剣を手にしていても、リーナが呼べば、すぐにリーナの手元に戻ってくることになる。

　一度、魔剣が魔神の手に渡ってしまったことがある。清美が魔神に操(あやつ)られていたときのことだ。

　そのときは、魔神は結界が張られた巫女服を清美に着せることで、魔剣を我がものとしていたが、岩坂はそうした小(こ)細(ざい)工(く)を施しているようには見えなかった。しかし、余(よ)裕(ゆう)の表情を崩さないのが気にかかる。

「確かに、魔剣の所有者はおまえだ。正確には、おまえの一族が、と言うべきだろうな」

「それがどうした」

「俺には、その所有者を書き換えることができる」

「ふん、バカを言うな。そんなことが、できるはずがないだろ」

　遙(はる)か昔、リーナたちの祖先は、外宇宙からやってきた謎(なぞ)の生物たちと死闘を繰り広げていた。

　滅亡寸前まで追いつめられた祖先たちだったが、信心深い一人の少女が神の力を宿し、謎の生物たちを退(しりぞ)けた。その際に、神から超常的な力と同時に与えられたのが、魔剣ブルレスケである。

　その少女はのちに初代女王としてオクターヴァ王国を樹(じゆ)立(りつ)し、魔剣を神(じん)器(ぎ)として祀(まつ)り、代々伝えていくために、己(おのれ)の体を魔剣に同化させ、血族のみが所有者となれるよう自らの命を吹き込んだ。

　こうして祖先の魂と血を吸った魔剣は、祖先と同じ血を持つ一族のみが自在に扱えるようになったのだ。

　しかし、岩坂はその所有権を換えることができるという。

「だいたい、どうして貴様にそんなことがわかる？　まさか、口から出任せを言っているわけではあるまい？」

「できるのさ。魔神の記憶が、俺に教えてくれた」

「魔神の、記憶だと……？」

　世(よ)迷(ま)いごとを……、と言おうとして、リーナは口をつぐんだ。

　確か海で出会った魔神も、同じようなことを言っていなかったか。

　魔神の力を得た少女は、魔神から様々な情報を得た、と。その中で彼女は、はっきりと、世界の危機について言(げん)及(きゆう)していた。リーナたちが知り得なかった危機を予見して、助かろうとしていた。

　それと同じことが、岩坂にも言えるのだろうか。だとすれば、岩坂の言っていることは、事実ということになる。

「どうやって、書き換えるというのだ」

　岩坂の言葉が真実を述べているということを、理解したくもないのにだんだん理解し始めている。焦り以上の恐怖が、徐(じよ)々(じよ)にこみ上げてくる。

　岩坂は不敵に笑った。

「簡単なことなのだ。それこそ、誰にでもできるほどにな」

　岩坂の表情に、初めて、感情らしいものが浮かび上がる。

　それは、狂おしいほどの情熱と、目標を達成できた子供のような喜びとが複(ふく)雑(ざつ)に入り交じった、深く厳しい感情だった。だが、深すぎるゆえに、その表情がどこからくるものなのか、リーナにはわからなかった。

「おまえの祖先がその命をかけて所有者としての楔(くさび)を打ち込んだのなら、もう一度、新たに血と命を吸わせ、所有者を書き換えてしまえばいい。つまり……」

　リーナは限界まで目を見開いた。

「美也の血を吸わせ、命を取り込むことにより、魔剣はあいつのものとなる。そして、あいつは俺を信じているからな。喜んで俺に扱われるだろう」

　それは実質、魔剣が岩坂だけのものになることを示す。

「なん、だと……？」

　驚きのあまり、呼吸がままならない。かろうじて絞り出した言葉も、断片にしかならない。

「そんな、ことで、書き換え、られると、いうのか……？」

「そうだ」

「ミヤの、血と命を、使って……？」

「安心しろ。おまえにもちゃんと、その光景を見せてやる」

「き、貴様は……！」

　ショックから立ち直ると、今度は怒りが湧(わ)いて出た。

「貴様は、あれほど慕(した)っているミヤを犠(ぎ)牲(せい)にしてまで、神を殺そうというのか!?　なぜだ!?　いったい、何が目的でそんなことをする!?」

「何をしようと俺の勝手だ。それにあいつは、珍しくまったく無害な魔神だったからな。何かの役に立つのではと拾ってやったが、まさかこんな役に立つとは思わなかった」

「外(げ)道(どう)が！」

「なんとでも言うんだな」

　岩坂は屈(かが)み込(こ)み、リーナと目の高さを合わせてきた。

「そこでだ、俺はおまえに一つの選択肢を与えることにする。俺の目標はこの世界にいるラメントとかいう神だけだ。おまえたちの世界にいる神に興味はない。だから、俺と共に来い。魔剣を扱ってきたおまえの力は、ここでなくすには惜しいからな」

「それは選択ではなく取引と言うのだと思うぞ？」

「同じことだ。もう一度訊(き)くぞ？　俺と来るか、俺と敵対するか。俺と共に来るならば、おまえたちの世界や神には手を出さずにいよう。だが、拒むというなら、このまま帰すわけにはいかない」

　答えは決まり切っている。そして、岩坂もその答えが返ってくるのを予想しているようだ。

　不意に、岩坂の背後で茂みが揺れ動いた。

　目を向けると、一匹の猫が逃げるように去っていくのが見えた。うっかりこの場に近づいて、二人の不(ふ)穏(おん)な空気に怯(おび)えたのかもしれない。

　それとも……。

　リーナは気持ちも新たに、岩坂と向き合う。

「残念だが、ミヤが犠牲になることはない。だからブルレスケも、絶対に貴様のものにはならない」

「……俺と、戦うつもりか？　やめておけ。おまえでは、俺に勝つことはできない」

「違う。ブルレスケはまだ貴様の手元にないのだろう？　そのまま永久に、手に入らないということもあり得るということだ」

　岩坂は面白そうに目を見開いた。

「おまえの、仲間たちか」

「そうだ。あいつらが先に美也を見つければ、どうなるかはまだわからない」

「あいつらを、信用しているのだな」

　頷(うなず)きそうになって、リーナは眉(まゆ)をひそめた。

　岩坂が言うほど信用しているかと言われれば、疑問があるところだ。しかし、かれらはどんな逆(ぎやつ)境(きよう)にあっても、毎回、道を切り開いてきた。今回も、何とかしてくれるのではという期待はあった。

　特に真吾は、いつもリーナたちの想像の及ばない力で、世界の危機を乗り越えてきた。真吾ならきっと……という思いがあり、そんな思いがあることに戸(と)惑(まど)いと苛(いら)立(だ)ちを覚える。こんなときではあるが、最近の自分はおかしいと、改めて思い知らされた。

「だが、正しい選択だ。俺に勝負を挑んでこないだけ、賢(けん)明(めい)ではあるようだな、おまえは」

　一対一の状況ならば、対等に戦える。

　そんな想像は、最初からしていなかった。リーナにはわかっているのだ。

　たとえ魔剣があったとしても、自分だけでは岩坂に、絶対にかなわないということが。

　容易に背後をとられたことだけでも、それは証明されている。いまこうして、間近で向かい合っているだけでも、強さがひしひしと感じられる。

「もうすぐ、美也はやって来る。それまでに返事をもらおうか」

　返事がないことを見越しての、最後通告だった。

「俺と共に来るか。それとも、あくまで俺に敵対するか。二つに一つだ」

　――頼む、シンゴ……。

　リーナは祈った。

　一刻も早く、美也とブルレスケを見つけ出してくれ、と。
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　いくら捜しても、美也の姿は見つからなかった。うまく人混みに紛れているようだ。

　ここまでくると、もうこの辺(あた)りにはいないのかもしれない。

　時間的に、美也が岩坂と合流しているのは間違いない。それでも捜索を続けているのは、姿が消えたリーナの行方(ゆくえ)を追ってのことだ。

「すいません、私の力が中(ちゆう)途(と)半(はん)端(ぱ)なばっかりに……」

　穂香が謝ってきたのは、彼女が持つ力が「選ばれし者」限定でしか感知できないからだ。仲間ではあっても、神に選ばれた「選ばれし者」ではないリーナを感知することはできないし、出会ったばかりの美也も同じである。

　どうせなら、特定の人間を捜し出す能力をもらえばよかった……。

　そう自分を責めているのだ。

「穂香のせいじゃないよ。そんなこと言ったら、俺の力なんて……」

　スカートをめくる力である。

　自(じ)虐(ぎやく)的(てき)な真吾に、穂香はクスリと笑って、気を取り直したように表情を引き締めた。

「能力で思い出しましたけど、一つ、気になることがあります」

「なんだい？」

「もし、岩坂さんが何か企んでいるのなら、あの人の強さなら、世界に危機を及ぼすものと考えられますよね」

　考えられるというよりも、そうとしか言いようがないだろう。

「ええ、だから、この時点で私がなにも感じないのはどういうことなんだろうなって……」

　穂香は選ばれし者を感知する能力と同時に、世界の危機を感知する力も授かっている。その穂香が、まだ世界の危機は感じないと言うのだ。

　真吾と穂香は顔を見合わせた。

　可能性は二つ。

　岩坂は、魔剣を奪っても、世界を危機に陥れるようなことはしないということ。

　もう一つは、この件に岩坂は関係なく、美也の単独犯であるということだ。

　仲間内での意見は真っ二つに割れている。真吾や穂香は、世界の危機を感じないことから、岩坂は関係ないという見方で、タロウと光夫だけが、岩坂は間違いなく魔剣を狙(ねら)っていると判断している。ただ、この二人にも意見の相(そう)違(い)があり、タロウはとにかく岩坂に敵対心を抱いているだけだが、光夫は最悪の事態を想定しての見解なのだ。

「でもどうする？　闇雲(やみくも)に捜してまわってるだけじゃ、ラチがあかないよ」

　やはり、目印になるはずのネコミミが、目印にならなかったのが痛い。

「他に、美也さんの目印になるようなものってありましたっけ？」

「あいつ、猫なんだろ？　あとはシッポくらいじゃないか？」

　しかし、シッポは浴衣を着ていると綺(き)麗(れい)に隠れてしまう。それではまったく目印にならない。

「ひ、一つ、て、提案があるんだな」

　この際、どんな提案でも必要だった。

　真吾たちが淳に目を向けると、淳は意味深な笑みを浮かべながら。真吾を指さした。

「し、真吾くんの力で、ゆ、浴衣の裾(すそ)を、め、めくるんだな」

「……それで？」

　光夫はすでに怒りの形相だったが、話は最後まで聞くようだった。

　淳は力一杯続けた。

「す、裾がめくれれば、し、シッポもきっと、む、むき出しになるんだな」

「おぉぉぉ……」

　と歓声が上がりかけて、すぐに終息した。

　最初はいい案かもと思ったが、よく考えればとてつもない人数の裾をめくらなければならないのだ。

　しかも、対象は常に移動しており、順番にめくっていけばそのうち美也に突き当たるというものでもない。おまけに、頭にあるネコミミと違って、お尻から生えているシッポを確認するのは、この人混みの中ではやはり難しいだろう。

　そう指摘され、淳は勢いを失ってうなだれた。

「うぅぅ、い、いい案だと思ったんだな……。でも、そ、その通りなんだな……」

　ただ、ろくでもなくていいから、そういう発想が必要なのかもしれない。

　こういうときには、天才的な閃(ひらめ)きや発想が欲しくなるが、ただの凡(ぼん)人(じん)でしかない真吾には、せいぜい頭をフル回転させて、妙(みよう)案(あん)をどうにか絞り出すことしかできない。

　みんなで頭を悩ませていると、人混みの中から巨大な荷物を背負った天才がやって来るのが見えた。

「だ、大(だい)輝(き)！」

「よう、真吾。どうしたんだ？　深刻な顔して」

「いや、その……」

「珍しい、お姫様はいないのか」

「あ、ああ、リーナは……」

　ここはもう、大輝にも協力してもらうべきだろう。

　この男の、天才的な発想に賭(か)けるしかない。

　真吾は事情を説明した。理沙と柚子のときとは違い、真吾たちのことをすべて知っている大輝には、包み隠さず、現状を把(は)握(あく)してもらう。

「なるほど、それは確かにムリだな」

　バッサリ言われ、意(い)気(き)消(しよう)沈(ちん)しそうになる。

「だが、見つけるためのヒントはすでに出ていたようだな」

「え？」

　大輝は真吾の肩をがっしりと摑(つか)んだ。

「想像してみろ」

「は？」

「その女の子の姿を想像し、おまえの力を使ってみるんだ」

「はい？」

「おまえの力は、対象となる女の子に集中することで、スカートをめくることができるんだよな？」

「ま、まあ……」

「ならばその応用だ。対象となる女の子の姿を克(こく)明(めい)に思い描けば、きっとおまえの力は発動するはず。そうすれば、この人混みだ。目立つことは間違いない。発見できなくとも、周囲がざわつくはずだ」

　真吾の力は、力の入れようによってはスカートをめくるだけでなく、衣服をはぎ取ることも可能なのだ。

「いや、でも、できるかな……」

「できる。無限のファンタジーは、このときのためにあったのだと思え」

　そうなのか。いや、そんなバカな。

　しかし、ここはワラにもすがる思いで挑戦することに決めた。

　場所を移動し、商店街を一望できるところを探す。

　とはいえ、住宅を兼ねた店舗が建ち並ぶ商店街では、そうそう高い建物は見あたらない。高さで言えば、民家の二階に上がれれば充分なのだが、まさかいきなり見も知らない他人の家に上がり込むわけにはいかないだろう。

「非常事態だ。少しばかりのムチャは見逃してもらう」

　ということで、真吾と大輝は裏道から商店街に面した商店の屋根に登ったのだった。

　上から眺めると、祭りの賑(にぎ)わいと混(こん)雑(ざつ)ぶりが、よりハッキリとわかる。

　ひしめき合うように、てんでバラバラに移動する人の群れは、アリの大群なんかよりぞわぞわするものを感じさせた。

　大輝は背負っていたバッグから何やら取り出して組み立て始めた。どうやら望(ぼう)遠(えん)カメラのようだ。

「おまえ、それってこのまえ部室から持ちだしたっていう……」

「さすがにこれだけの装備を個人で揃(そろ)えるのは難しいからな。こういうのを活用するために、あえて部員になっているわけだ」

　完成されたカメラは、一見すると小型のバズーカ砲に見えなくもない。

「いいか、真吾」

　大輝はカメラを抱えるようにして真吾の横に張り付いて、アドバイスをする。

「目でものを見るな。心の眼で見るんだ」

「ムチャ言うな。どこの達人だよ、それは」

「いや、おまえならできるはずだ。想像するんだ。その少女の姿を。顔の作りや目鼻立ち、背の高さ、体型、なんでもいい。指先の形やネコミミでもシッポでもいい。一つでも多くのイメージを重ね合わせろ。その少女が抱きついてきたときの体の感触。裸を見てしまったときの白い肢(し)体(たい)、幼いつぼみ、無(む)垢(く)なふくらみ、すべてを総動員するんだ」

「待て、その言い方はなんだかいやらしいという以前に危険な香りがするぞ？」

「だが、無限のファンタジーには必要なことだ」

「でも……」

「いいから早くしろ。時間がないんだろ？　それに、このレンズは重いんだ」

「そこかよ」

　とはいえ、確かにやるしかないようだ。

　ならば、と覚悟を決め、目を閉じる。

　できるだけ美也の姿を思い浮かべ、大輝の言うように、可能な限り細かい部分まで、美也の印象を重ね合わせ、組み合わせ、本物に近い姿を脳(のう)裏(り)に思い浮かべる。

　そうして、これ以上ないというくらい完璧と思われる美也の姿を完成させた瞬間、目をつむったまま、思いきり腕を振り上げ、叫んだ。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　すると。

　会場の一角が、大きくざわついた。

　その方向に目をやると、すっかり浴衣の脱げた美也が、シッポをふりふり慌てふためいているのが見えた。

「うわはっ！　本当にできちゃったよ！」

「見える！　右斜め四五度前！　たこ焼き屋と焼きそば屋の間だ！」

　すかさず、カメラのシャッターを切りながら、大輝が指示を飛ばす。

「というわけで、俺の出番はここまでだ」

「そ、そうなのか？」

「ああ、だから、あとは頑(がん)張(ば)れよ」

「……おう」

　大輝の指示を受け、淳の瞬間移動で真吾たちは一気に美也との距離を詰める。

「ふ、ふにゃぁ!?」

　驚く美也を取り囲むようにすると、真吾たちは再び瞬間移動で人(ひと)気(け)のないところへ場所を移す。

「な、なんなのですか？　なんなのですかぁ!?」

　いきなり浴衣を脱がされ、真吾たちに囲まれた美也は、最初はおろおろしていたが、観念したようにその場にへたりこむと、ぐずぐずと鼻を鳴らして泣き始めた。

　穂香は拾ってきた浴衣を美也に着せてやりながら、なんと声をかけようかと迷っていた。

　ひとまず、美也が落ち着くまでずっと寄り添って、肩を撫(な)でてやることにする。

「それにしても……」

　光夫は大きくため息をついて、ポツリと呟(つぶや)いた。

「真吾の力、だんだん変な方向に進化していってるよな……」

　ついうっかりその呟きを聞いてしまい、まったく否定できない自分に、穂香は状況も忘れて苦笑してしまった。
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　だいぶ落ち着いたところで、真(しん)吾(ご)たちは責める調子にならないよう苦労しながら、美(み)也(や)から事情を聞き出した。

　それによると、確かに美也は、岩(いわ)坂(さか)に言われて魔剣を持ちだしたらしい。しかし、美也はまだ岩坂と合流していなかった。魔剣も、岩坂の手には渡っていないという。

「では、どうしたというのだ？」

　タロウが凄(すご)むと、美也はビクッと肩をすくめつつ、ここへ来る前に、ある場所へ隠してきたのだと言った。

「隠した？」

　全員、首を捻(ひね)る。

「岩坂と合流するんじゃなかったのか？」

　最初は、そういう予定だったし、そのつもりだったらしい。

　けれど、合流場所にいた岩坂とリーナの会話を聞いてしまったのだ。

「リーナが一緒にいるのか!?」

　やはり、岩坂に捕まっていたのだ。それにしても、あのリーナを、真吾たちに気づかれずに連れ去ったのだ。

　うすうす感じてはいたが、岩坂の実力はとんでもないのかもしれない。

「それで、二人は何を言っていたんだ？」

「なにをしゃべっているのか、むずかしくてよくわからなかったのです。でも、ごしゅじんさまが、ミヤをりようして、みんなにひどいことをしようとしているのはわかっちゃったのです……」

　そうして、ショックを受けた美也は魔剣を隠し、賑(にぎ)やかなこの場所へフラフラと迷い込んだのだという。

　真吾たちとしては、その、「ひどいこと」の内容が知りたかったのだが、贅(ぜい)沢(たく)は言ってられない。

「あいつ……」

「やはり、良からぬことを企(たくら)んでいたようだな」

　タロウは爛(らん)々(らん)と目を輝かせて言った。

「けど、あいつは何がしたいんだ？　世界を滅(ほろ)ぼす気はないって言ってたし、穂香(ほのか)も危機は感じないんだろ？」

「はい」

「それに、あいつは自分と同じ魔神を狩っている。どうしてなんだ？」

「それは、本人に訊(き)くしかあるまい」

　タロウは一刻も早く岩坂に一(ひと)太(た)刀(ち)浴びせたいらしい。美也を急(せ)かして岩坂たちの居場所を聞き出そうとするが、美也は俯(うつむ)いたまま、唇(くちびる)を引き結んでいた。

「おい、早くしろ！　なにをぐずぐずしている」

「待てよ、そう急かすな」

　美也の様子が変だった。怯(おび)えているような、戸(と)惑(まど)っているような、不安定に瞳(ひとみ)を揺(ゆ)らして、ときおり、真吾たちの様子を窺(うかが)っている。

「シンゴ、さま？」

「うん？」

「シンゴさまは、ごしゅじんさまをいじめたり、しないのですか？」

　真吾たちは顔を見合わせた。そういうことかと、納(なつ)得(とく)する。

　美也は、真吾たちの剣(けん)幕(まく)を見て、岩坂に酷(ひど)いことをするのではないかと心配しているのだ。

　利用されているらしいとわかっても、岩坂への想いは変わらないらしい。

　そうなると、へたな受け答えはできない。美也がへそを曲げれば、岩坂の居場所を教えてもらえなくなるのだ。かといって、のんびり説得している暇(ひま)もない。なにしろここには、一刻も早く仇(かたき)を討(う)ちたいタロウがいるのだ。そのタロウが、いつまでもおとなしく美也の説得にあたるとも思えない。

「いじめたりは、しないさ」

「……ホント、なのですか？」

「ホントだよ。俺(おれ)たちは話し合いに行くんだ。いろいろ、思い過ごしとか、勘(かん)違(ちが)いとかがあるかもしれないからさ」

「でも、もし、ごしゅじんさまが、シンゴさまたちにひどいことをしようとしたら……」

「酷いことをさせないために、俺たちは行くんだよ」

「…………」

「……美也？」

「……ミヤは、シンゴさまをしんじるのです。だから、あんないするのです」

「おい、待て」

　光夫が美也を引き止める。

「おまえは岩坂に利用されてるのかもしれないんだろ？　のこのこそいつの前に出たりしてだいじょうぶなのかよ？」

「へいきなのです」

　美也は断言した。

「シンゴさまもいってましたのです。かんちがいがあるかもしれないのです。もしごしゅじんさまがシンゴさまたちにひどいことをするなら、ミヤはからだをはってとめるのです。もちろん……」

　その逆も、あるということか。

「だから、なのです……」

　力強く、美也は言い切った。

「ミヤはごしゅじんさまのきもちを、たしかめにいくのです。ミヤがいかなくちゃ、いけないのです」







　焦(じ)れるような時間が延(えん)々(えん)と続いていく。

　岩坂と顔をつきあわせたまま、リーナは平静を装(よそお)いながら必死で真吾たちの活躍を祈っていた。

　その願いが通じたのか、美也を先頭にした真吾たちが姿を現した。

「シンゴ！」

　ホッとした反動か、反射的に叫んでしまい、すぐに口をつぐんだ。

　なんで真っ先に真吾の名前を呼んでしまったのか。なんで真吾の顔を見てホッとしてしまうのか。

　よくわからない自分の感情に苛(いら)立(だ)ち、半(なか)ば認めている気恥ずかしさをごまかすように、あえて胸を反(そ)らして、憎まれ口をたたいた。

「ふ、ふんっ、遅いじゃないか。わたくしは待ちくたびれたぞ」

「助けにきてやったのに、その言い草と態度はないだろ」

　もっともだったが、リーナとて後には引けなかった。

「それとこれとは話が別だ」

「あのなぁ……」

「再会の挨(あい)拶(さつ)はそれくらいでいいだろ」

　無(む)益(えき)なやりとりを、光(みつ)夫(お)が遮(さえぎ)る。このままでは売り言葉に買い言葉だったので、リーナとしてはありがたかった。

「美也か……」

　まるで真吾たちなど眼(がん)中(ちゆう)にないかのように、岩坂は美也だけに目を向けた。

「魔剣は、どうした？」

　どうやら真吾たちよりも、魔剣の方が気になるらしい。

　それはリーナも気になっていたので、しばらく様子を窺うことにした。

「これは、どういうことだ？」

「あ、あの……」

　おずおずと、美也は口を開いた。

「ご、ごしゅじんさま……。あの、み、ミヤを、その……、りようしているって、ホント、なのですか……？」

　言葉の意味を摑(つか)むのに、リーナは時間がかかった。美也が自分たちの会話を聞いていたのだと理解すると、胸が痛み、まともに美也の顔を見ることができなくなった。

「……聞いていたか」

　驚く様子も見せずに、岩坂は口にする。

　これに美也は愕(がく)然(ぜん)として、力なく膝(ひざ)をついた。

「う、ウソなのですよね、ごしゅじんさま……。ウソ、なのですよね、ごしゅじん、さまぁ……」

「なぜだ？」

　美也に代わり、真吾が口を開く。

「これほど慕(した)ってる美也をどう利用しようっていうんだ？　いったい、おまえはなにをしようとしているんだ？」

　どうやら、詳しいことまではわかっていないらしい。

　その間に、穂香がリーナにすり寄って、戒(いまし)めを解き始めた。岩坂はそれを目にしつつも、真吾たちに牽(けん)制(せい)されてか動かない。

　リーナは岩坂とのやりとりを話して聞かせた。

「神殺し……？」

　疑問符を並べた顔で、真吾たちは呟(つぶや)いた。

「そんな力があったのか」

「ああ、そして、ブルレスケは所有者を書き換えることができるらしい。人の命と血を吸うことによってな。そのために、こいつはミヤの命を使おうと企んでいたのだ」

「なん、だと？」

「ふ、ふざけんな、人の命をなんだと思ってやがる！」

　だが、どんなに罵(ののし)られようとも、岩坂は涼(すず)しい顔だった。

「ふっ、人の命、か……」

「なに？」

「俺もかつては、同じ言葉を口にしたものだ……」

　どこか懐(なつ)かしむように、遠くを見つめる。

「だが、所(しよ)詮(せん)は言葉。力なき者は負け犬の遠(とお)吠(ぼ)えに過ぎない。その言葉を叩(たた)きつけ、心の底から染みこませるには、力がなくては意味がないのだ」

「何を言っているのかはわからんが、状況は飲み込めているようだな」

　タロウが前に進み出て、いつでも飛びかかれるよう、姿勢を低くする。

「理由も話さず神の命を狙(ねら)い、しかも美也殿の命を奪うというのなら、拙(せつ)者(しや)は遠(えん)慮(りよ)なくそなたを倒し、仇を討たせてもらうぞ！」

「俺を、倒すだと？」

　岩坂の目に、怒(ど)気(き)がみなぎる。

「みくびられたものだな。貴様等(ら)ごときが、この俺と対等な勝負ができると思っているのか？」

　ビリビリと、凄(すさ)まじい殺気が充満していく。

「気をつけろ、シンゴ！」

　真吾たちもわかっているだろうが、リーナは咄(とつ)嗟(さ)に注意を促(うなが)していた。

「こいつは、強いぞ！」







　人混みの多い場所を避けるため、真吾たちは瞬間移動で河原(かわら)へと移動した。

　その甘さが気に入らないのか、岩坂の表情は険(けわ)しさを増して、いっそ哀(あわ)れみを含んでいた。

「周囲のことなど気にせず、俺に勝つことだけを考えていればいいんだ。そんなんでは、この俺に勝つことなどできんぞぉ！」

　これまで淡(たん)々(たん)としていた岩坂が、その仮面を脱ぎ捨て、激情をむき出しにした瞬間だった。これこそが、岩坂の本来の姿なのかもしれなかった。

　そして自信に溢(あふ)れた言葉通り、岩坂の恐るべき猛(もう)攻(こう)が始まった。

　腕から光弾を放ち、一つ一つがまるで爆弾のように弾(はじ)け、地面を穿(うが)ち、真吾たちの背後にあった橋を撃ち抜いていく。

　それを、光夫の特(とく)殊(しゆ)能力であるバリアで防ぎ、その間(かん)隙(げき)を縫(ぬ)って、タロウが距離を詰めようとするが、岩坂の腕の一振りで凄まじい衝(しよう)撃(げき)波(は)が地面に大きな溝(みぞ)を作り、接近すら困難なものにしてしまった。

「くそ、近寄るのもままならないのか！」

「だ、だったら……！」

　淳の瞬間移動が作動する。

　一気に距離を詰め、すぐ側(そば)まで肉迫するが、岩坂は口元に笑みすら浮かべて、真吾たちを待ち受けた。

「喰らえぇぇぇぇぇぇぇ！」

　光夫がバリアを発動させる。このバリアはあらゆるものから身を守るだけでなく、生き物が触れると凄まじい衝撃が襲うようになっているのだ。

　これを、岩坂は正面からまともに受けた。だが、倒れもしなければ悲鳴を上げることもしなかった。衝撃もろとも全身で受け止めるように仁(に)王(おう)立(だ)ちし、嘲(あざけ)るように鼻を鳴らした。

「ふん、ぬるいな……。――はあぁぁぁぁぁぁぁ！」

　そして、おもむろにバリアを素手で殴(なぐ)りつける。

　そんなことをすれば反動で拳(こぶし)が砕(くだ)けるはずだったが、岩坂の場合はそうはならなかった。それどころか、その一撃で、バリアにヒビが入り、なんとぶち抜いてきたのだ。

「げげぇ!?」

「俺のバリアを、素手で砕きやがった!?」

　地面を転がって衝撃を吸収しながら、光夫は愕然とした。

　光夫のバリアは、「なんでも」防ぐのだ。だが、なぜか魔神には打ち破られてしまう。それでも、これまでは魔剣の力を借りたり、光の刃などの特殊能力を使って打ち破られてきたのだが、今回は素手である。明らかに力のレベルが違っていた。

「貴様等の力はその程度か？　気合いが足りんわぁ！」

　岩坂の一(いつ)喝(かつ)に、真吾たちは気(け)圧(お)され、体重の軽い女性陣や光夫などは、尻(しり)餅(もち)をついていた。

「き、気合いだけでこの衝撃かよ！」

「なんの、まだまだぁ！」

　タロウの分身が、一(いつ)斉(せい)に襲いかかる。

　だが、これも光の刃(やいば)の一(いつ)閃(せん)で一(いつ)掃(そう)され、それどころか、いつの間にか本体の背後に忍び寄っていた岩坂に襟(えり)首(くび)をつかまれ、思いきり地面に叩きつけられてしまった。

「ぐほぉあ！」

　タロウが地面をのたうち回り、心配した穂香が駆けつける間に、今度はリーナが岩坂に挑(いど)んだ。

「それがおまえの答えか」

「最初から決まっていたことだ」

「そうだな。だが、おまえは道を誤(あやま)った。これから死ぬほど後悔させてやる」

「ぬかせ！」

　外見は幼い少女であるが、戦いの民だけあって、リーナは力も戦闘技術も真吾たちとは比較にならないほど強い。しかし、今回ばかりは相手が悪かった。岩坂はリーナの猛攻を必要最小限の動きだけでかわし、まるで弄(もてあそ)ぶかのように、挑(ちよう)発(はつ)してくる。

「魔剣のないおまえの実力はこの程度だな。わざわざ手を出すまでもない」

「なんだと!?」

　カッとなったリーナは、思いきり踏み込んで、拳を叩きつけようとした。だが、素早く横へ飛んだ岩坂に空を切らされ、おまけに足払いをかけられて顔から地面に突っ込んだ。

「くっ！」

　土の苦い味を嚙(か)みしめながら体を起こすが、そのときにはもう、岩坂の姿はそこにはなかった。

「お遊びはこれまでだ」

　声が上空から降(ふ)り注(そそ)ぎ、リーナは空を仰(あお)ぎ見る。そこには、宙に飛び上がった岩坂が、リーナたちを見下ろしながら腕を振り上げていた。

「いまここに、本当の『力』というものを味わわせてやる！」

　まずい。

　とんでもない力の発現を察知したリーナは、慌てて光夫を視界に捉(とら)えた。

「ミツオ！」

「わかってる！」

　全員をカバーするように、バリアを張(は)り巡(めぐ)らせる。

　だが、そんなことはまるで意に介さず、岩坂は力のすべてをリーナたちにぶつけてきた。

「くあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　凄まじい大(だい)喝(かつ)と共に、地面が沈んだ――。

　そう感じると同時に、凄まじい衝撃がリーナたちを襲った。




２




　すぐには何が起きたのかわからなかった。

　ただ、気がついたときには、真吾は半ば地面に埋もれるようにして倒れていた。

「うぐ……」

　起きあがろうとして、全身を貫(つらぬ)く痛みに呻(うめ)く。

　至る所が焼けるように熱い。体もうまく動かない。

　それでもどうにか辺(あた)りを見回すと、仲間たちが同じようにして倒れていた。

　ここでようやく、岩坂の攻撃でやられたのだということが理解できた。

　たった一撃。

　たったの一撃で、岩坂は真吾たちを打ちのめし、戦意をことごとく奪っていったのだ。

　強い。

　反則なまでに、強すぎる。

　圧倒的な戦力差に、悔しがるというより、呆(あき)れ果(は)ててしまったという方が正しいかもしれない。どちらにせよ、体力面でも気力面でも、反抗するだけの力をほとんど失っているのは確かだった。

　そんな真吾の前に、悠(ゆう)然(ぜん)とした調子で、岩坂が現れた。

「神に選ばれし者もこの程度か。異世界の王女も、たいしたことはなかったな」

　真吾の側に倒れているリーナは、悔しそうに口元を歪(ゆが)めていた。何も反論しないのは、それだけ重傷ということか。

「美也、いるのだろう？」

　美也は、岩坂の後ろにいた。美也だけには手を出さなかったようだ。

「おまえはこの男に妙になついていたな。どうだ、俺の力になってくれるなら、こいつらの命は助けてやってもいいぞ？」

　美也はチラリと、真吾の表情を窺った。

　そんな提案に乗るな、と真吾は首を振ったが、美也は目を逸(そ)らした。

「さあ、教えるんだ。魔剣はどこだ」

　美也の手が、ゆっくりと上がり、一点を指さす。それは、岩坂が破壊して崩(くず)れかけた橋の袂(たもと)だった。どうやらそこの、藪(やぶ)の中に隠したらしい。

「いいだろう、おまえも付いてこい」

「……待て」

　真吾は力を振(ふ)り絞(しぼ)って立ち上がった。足下がおぼつかなくて、いまにも倒れ込みそうだったが、懸命にこらえた。

　岩坂はそんな真吾を冷めた目で眺(なが)めた。

「その体でなにができる。せっかく拾いかけた命を、ムダにすることもあるまい」

「う、うるさい……」

　強がりでしかないことは、岩坂もよくわかっているだろう。それでも、いまの真吾には、せいぜい虚(きよ)勢(せい)を張って、せめてもの抵抗の意思を示すことが必要だった。

「まあいい」

　真吾を無視する形で、岩坂は美也を連れて、橋の残(ざん)骸(がい)へと向かった。

　真吾は唇を嚙んだ。

　争いごとは好きじゃないし、できれば戦いなんてしたくもない。けれど、真吾は悔しかった。戦う意思を見せていながら、戦うに値しないと見下されることが屈(くつ)辱(じよく)に感じられた。

　歯を食いしばる。

　悔しさに体を震わせるくらいなら、怒りを力に変えて相手に挑むべきだ。

「し、真吾くん……」

　後ろの方で、真吾を呼ぶ穂香の声がする。だが、振り向く余(よ)裕(ゆう)がない。答える余力もない。

　そうしている間にも、美也と岩坂は端の残骸を漁(あさ)り、魔剣の発見に努(つと)めている。

　させるものか。

　魔剣をあいつに、渡してなるものか。

　懸命に体を励(はげ)まし、一歩一歩前進する。

　だが、そんな真吾の努力を嘲笑うかのように、美也は魔剣の入った袋を見つけてしまった。

「よくやったぞ、美也」

　岩坂の声は、まるで出来のいい子供を褒(ほ)めるような調子だった。実際、美也はつられて微笑(ほほえ)みそうになり、慌(あわ)てて緩(ゆる)んだ頰(ほお)を引き締めた。

「さあ、魔剣を我が手に」

　美也は戸惑ったように硬(こう)直(ちよく)したが、すぐにコクンと頷(うなず)いて、岩坂に魔剣を渡そうとした。だが、そんな二人の間に、半ば倒れ込むようにして、真吾が割って入った。

「貴様、なにをしに来た」

「…………」

「邪(じや)魔(ま)だ、どけ」

「どかない」

　必死に立ちあがり、美也をかばいながら、声を絞り出す。

「美也も魔剣も、渡さない……！」

　冷たい目を向けたまま、岩坂は真吾の横面を張り飛ばした。けれど、真吾は倒れない。倒れまいと、全力で足を踏ん張る。
















「……なんでだ？」

　真吾は切れた口の端から流れる血を拭(ぬぐ)いながら、尋(たず)ねた。

「なんで、美也を利用するようなことをする？　そうまでして、なんで魔神を殺す？」

　岩坂は唇の端をつり上げて、言った。

「人の命をなんだと思っている」

「なに？」

「おまえはさっき、そう言ったな？」

「それが、どうした」

「教えてやろう。人の命など、虫けら以下なのだよ……、神にとってはな」

　いきなり神様を持ちだされて、真吾は首を捻った。

「そう、これは虫けらのように殺された家族の、復(ふく)讐(しゆう)劇(げき)なのだ」

「復讐……？」

「俺の家族は、神によって殺された」

　いきなりの核心に、真吾はギョッとなって目を剝(む)いた。

「家族全員が魔神の力を得たという理由だけでな。父も、母も、兄も姉も、みんな殺された。力を得なければ生きていけなかったのに。力がなくては生きていけない、戦いの時代だったのに……。なのに神は、俺の家族の、生きる権利を否定したのだ」

　災(わざわ)いをもたらす可能性があるから。

　そんな理由で、魔神の力を得た岩坂の家族は皆殺しにされた。

　まだ幼く、魔神の力を得ることがなかった岩坂だけが、見逃された。

　悲しみ、途方に暮れた岩坂は、やがて決意する。

　復讐してやると。

　虫けらのように家族を殺した神を名乗る女を、いつか、この手で、ぶち殺してやる、と。

　それから岩坂は全国各地をさまよった。

　神を名乗る女の行方(ゆくえ)を捜して。

　そして、長い放浪生活の果てに、岩坂は偶(ぐう)然(ぜん)にも、魔神の力を手に入れることができた。

　さらに、神殺しの剣を見つけて、神に選ばれた者たちがいて、神と対(たい)峙(じ)するチャンスも得た。神に裁きの鉄(てつ)槌(つい)を下すことができる条件が、すべて整った。　

　一〇〇年以上かかって、ようやく訪れた、絶好の機会。

「だから、美也……」

「は、はい……」

「俺を、困らせないでくれ。俺を慕っているというのなら、俺のために、その身を捧(ささ)げてくれ」

「ご、ごしゅじんさま……」

　美也は震える唇で、懸命に言葉を紡(つむ)ぎ出(だ)した。

「み、ミヤは、ごしゅじんさまが、だいすきなのです……。で、でも、シンゴさまも、だいすきなのです。だいすきなひとたちがケンカするの、ミヤは、イヤなのです……」

「だが、いまはどちらかを選ばねばならぬ状況だ。俺を選ぶならその剣を渡せ。その少年を選ぶというのなら――、そのときは、そいつらの命はないと思え」

「ごしゅじん、さま……」

「さあ、美也」

「……ケンカは、いやなのです」

　美也はギュッと、魔剣の入った袋を握りしめる。

　そんな美也を見下ろしつつ、岩坂は二人の間に立ちはだかる真吾をぶちのめした。

「し、シンゴさまぁ……！」

　泣き出しそうな美也にかまわず、岩坂はさらに真吾を殴(なぐ)り、蹴(け)り、地面に叩きつける。

「や、やめて、やめてくださいなのです、ごしゅじんさまぁ！」

「美也、彼をこれ以上傷つけたくなければ、魔剣を渡すんだ」

　美也は後ずさりながら、キョロキョロと周囲に視線を走らせる。

「だ、ダメなのです……。わたせないのです……。きっと……、きっと、これがあるから、みんな、ケンカしちゃうのです……。こんなの、こんなの……！」

　美也の視線が、濁(だく)流(りゆう)となって渦(うず)巻(ま)く川の流れを捉えた。

「こんなの、なくなっちゃえばいいのです!!」

　いまだに台風の影響を受けた激しい流れの川に向かって、魔剣を投げようとする。

「ちっ！」

　岩坂は美也の体を突き飛ばし、阻(そ)止(し)しようとした。

　だが、突き飛ばされた美也の手から魔剣は離れ、川へ向かって落ちていく。

　岩坂は跳(ちよう)躍(やく)しようと膝を曲げた。

　だが、それよりも早く、淳が瞬間移動を使って魔剣をリーナの手元に引き寄せた。受け取ったリーナは魔剣を袋から取り出し、かまえようとする。しかし、痛む体ではうまくいかなかった。

「く、くそ……！」

「残念だったな」

　取り出したときには、岩坂はリーナの目の前にいた。

　構える暇もなく、手刀で魔剣を叩き落とされると、岩坂は悠然とそれを拾い上げた。

「どうやら、これまでのようだな」

　剣の切っ先を、リーナの喉(のど)元(もと)に突きつける。

「美也、これが俺に逆らったことの、罰だ」

　剣に力を込めようとしたその瞬間……。

　凄まじい轟(ごう)音(おん)が巻き起こった。

　その中に、美也の悲鳴が重なる。

　岩坂が振り返ると、彼が衝撃波で破壊した橋が崩(ほう)落(らく)し、美也を飲みこもうとしていた。

「……！」

　真吾たちは声にならない悲鳴を上げた。

　助けようとする間もなく、鉄とコンクリートの塊(かたまり)が美也を押しつぶす。

「み、美也……」

　目の前で凄まじい轟音と砂(すな)埃(ぼこり)が舞い上がり、川に落ちた橋が夜空に届くかのような波しぶきを上げる。

「み、美也ぁ！」

　崩落が収まり、不気味なほどの静(せい)寂(じやく)が舞い降りる。

　絶望的な気持ちの中、だが、真吾は見た。

　美也は生きていた。

　橋の残骸に半ば埋もれているものの、大きな瞳を何度も瞬(まばた)かせて、呆然としている。

　美也を押しつぶすはずだった巨大な鉄骨は、美也の頭上数十センチのところで制止していた。その鉄骨をぎりぎりで支えているのは……。

「なっ……!?」

「ご、ごしゅじん、さま……？」

　岩坂は、美也を押しつぶそうとしていた鉄骨を全身で支えていた。その額からは血が流れ、左肩からは鉄骨の一部が突き刺さって飛び出していながら、美也を守っていた。

「ご、ごしゅじんさま？」

「…………」

　岩坂は答えない。苦痛に顔を歪めながら、じっと美也を見下ろしている。

「ご、ごしゅじんさまぁ！」

　美也はハッとして、岩坂にのしかかる鉄骨に手をかけた。だが、押しても引いても、びくともしない。美也は絶望的な表情で、岩坂に触れようとした。

「ご、ごしゅじんさま、ごしゅじんさまぁ！」

「さわるなぁ！」

　岩坂の一喝に、手を引っ込める。

「……はやく、ここから、出ろ」

「で、でも、でも……！」

「おい……」

　真吾は唇から流れる血を拭いながら、岩坂に声をかけた。

「どうして、美也を助けたんだ？」

「…………」

「そうまでして、なんで美也を気にかけるんだ？」

「……利用、できるからだ」

「本当に、それだけか？」

　そこへ、砂(じや)利(り)を踏みしめる音がして、真吾は振り返った。いつの間にか、リーナが二人の側にやってきていた。

　リーナは岩坂の足下に転がる魔剣を拾い上げ、岩坂に突きつける。

「本音を語りたくないというのなら、代わりにわたくしが言ってやろう。口では利用するとかなんとか言いながら、貴様はミヤを大切に想っているのだ。だから、咄嗟に助けてしまった。違うか？」

「ち、違う……。こいつは、利用価値があるから、死なせるわけにはいかんのだ。けっしてそんな……」

「ならば、私は貴様を倒すまでだ」

　剣の切っ先を、岩坂の喉元にあてがう。

「や、やめてなのです！　ごしゅじんさまをいじめないでくださいなのです！」

　美也は叫んだ。岩坂は呆(あつ)気(け)にとられた顔で美也を見たが、リーナは無感動な表情で美也とは目を合わせなかった。

「なぜだ……」

　呆然と、岩坂は呟いた。

「なぜ、俺をかばう？　俺は、おまえを利用していたのだぞ？　おまえの命で、己(おのれ)の復讐を果たそうとしていたんだぞ？」

　美也は激しく首を振った。そんなこと関係ないというように、一生懸命に、訴えた。

「ごしゅじんさまは、ごしゅじんさまなのです……。ミヤはごしゅじんさまのこと、だいすきなのです……」

　その答えになっていない答えに、岩坂は歯を食いしばった。砕けるのではないかというほどに、嚙みしめた。

「一つ、訊くぞ」

　タロウがやってきて、静かに、岩坂へ声をかける。

「お主は本当に復讐を果たしたいのか？　拙者にはそうは思えんのだ」

「…………」

「お主と美也殿を見ていてわかった。お主は、復讐をしたいのではない。失った『家族』というものを取り戻したいだけなのだ」

　岩坂の顔に、はっきりとした動揺が表れた。

「お主が魔剣の存在をかぎつけたのは、わずか二日ほど前だろう。では、それよりずっと前に美也殿を拾ったのはなぜだ？　欲しかったからではないのか？　自分を慕ってくれるものが。自分を無条件で信頼して、どんなことがあっても自分の元に帰ってきてくれる、家族というものが」

「…………」

「そう考えれば、お主が復讐ではなく、美也殿を優先したのにも、納得がいくのだ」

「…………」

「死んだ者は生き返らない」

　タロウは当たり前の事実を突きつけつつ、先を続ける。

「失った家族は戻らない。ただ、その事実を受け入れられなかったお主は、復讐心という怒りで心を満たすしかなかった。拙者も、そうだった」

「…………」

「だが、拙者にはまだ、ご主人殿の奥方がいる。守らねばならない人がいる。大切な家族がいる、仲間がいる。それは岩坂、お主も同じであろう？」

「…………」

「忘れろとは言わん。だが、死んだ者ではなく、いま生きている者を悲しませるのはやめよう。一番大切な者を守ることを一番に考えよう。そのことを、美也殿は、いや、お主たちは教えてくれた。お主たちのおかげで気づかされた。拙者はお主を許さない。だが、家族を、仲間を犠(ぎ)牲(せい)にしてまで、復讐は果たしたくない。だから拙者はあえて、貴様の所(しよ)行(ぎよう)には目をつむろう。そう、それが拙者の、決断だ。五年間の、決着だ……」

　言い終えると、タロウは俯いて体を震わせた。

　口では目をつむると言いながらも、心までは完全に納得させられていないようだ。

　それを、ギリギリのところで妥(だ)協(きよう)させ、誰(だれ)にとっても一番幸せな結末を選ぼうとしている。

「……か」

「え？」

「家族、か……」

　岩坂の瞳に、優しい光が灯(とも)った、ように見えた。その目を、真吾たちに向ける。

「いずれにせよ、復讐は、終わりだ……」

「え……？」

　ガクリと、限界を迎えたように岩坂の膝が折れる。岩坂が支えていた鉄骨もバランスを崩し、のしかかってくる。

「美也を、頼む……」

　そして、最後の力を振り絞り、岩坂は美也を、突き飛ばした。

「ごっ……」

　御主人様。

　その言葉は、声にならずに宙に溶けて消えた。

　美也が尻餅をつくのと、岩坂めがけて二度目の崩落が起こるのは同時だった。

　誰もが、岩坂の死を予感した。穂香も、リーナも、清(きよ)美(み)も、淳(じゆん)も、光夫も、タロウも、岩坂に手を差し伸べることができなかった。

　真吾もその一人だった。

　だが、岩坂の死を強烈に否定する衝(しよう)動(どう)が、全身を駆け抜けた。

　死なせない。

　死なせるものか。

　ここで岩坂が死んだら、美也が悲しむ。タロウの決断も、まったく意味がなくなる。

　真吾の体は、衝動に突き動かされていた。咄嗟に叫んでいた。




「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ、めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」




　それは、非現実的な光景だった。

　崩落を始めた橋が、一瞬の制止の後、一斉に上空へと舞い上がったのだ。

　そして橋の残骸のほとんどが、川の中へと落ちていく。

　誰もが呆然とする中、一人、真吾は吠えた。

「どうだ、見たか！　俺は絶対に、誰も死なせないぞぉぉぉぉぉぉぉ！」

　絶(ぜつ)叫(きよう)が、静寂を取り戻した河原に響き渡る。

　その様子を見ながら、体が自由になった岩坂は、同じように呆気にとられながら、立ちつくしていた。




「――バカな……」




　それは、誰もが口にしたい言葉だった。

「これが、神の力、なのか……」

「……皮肉なものだな」

　タロウは目を見張りながら、半ば独り言のように呟く。

「神に家族を奪われた者が、神から与えられた力によって、命を救われるとはな……。いや、違うか」

　岩坂と美也に目を向け、軽く息を吐(は)く。

「神から与えられた力によって、新しい家族を得る機会を、与えられたのだ」

　岩坂はショックを受けたように、タロウを見た。

「そうか……」

　がっくりとうなだれ、自(じ)嘲(ちよう)する。

「まったく、皮肉なものだな……」

　肩に刺さった鉄骨を引き抜き、不安に揺れる瞳で美也に目を向ける。

　真吾は美也を促した。背中を押され、美也はおそるおそる、岩坂の元へと向かう。

「ごしゅじん、さま……？」

「美也……」

　体力が限界に近いのか、岩坂は膝をつき、倒れそうになる。それを、美也は全身で受け止めた。受け止めて、抱きしめて、涙で濡(ぬ)れる頰をすり寄せた。

「ごしゅじんさま、ごしゅじんさまぁ……」

「美也……」

　震える手で、岩坂は美也の頰を、包む。

「すまん……」

　美也は首を振った。

「ミヤは……、ミヤは、ごしゅじんさまがだいすきなのです！　なんでもいうことをきくのです！　みんながケンカさえしなければ、ミヤはよろこんでごしゅじんさまのおやくにたつのです！」

　言葉は足りないが、守りたいものを守るためなら、この命を差し出してもいいと言っているのだろう。

　胸を打たれる言葉ではあったが、それを否定する者が一人いた。

「残念だが、ミヤが役に立つ日は永久に来ないぞ」

　リーナが地面に突き刺した魔剣にもたれかかりながら、不敵に笑ってみせる。

「ミヤを犠牲にして誰かを守るということは絶対にない。そんなことをしなくても、わたくしたちがみんなを守ってやるからな」

　そのとおりだと、真吾は頷いた。

　そうしたセリフをリーナが口にしたことに少々驚きつつも、気持ちとしてはリーナと一緒だったし、そういう風に思ってくれる心意気がまず、嬉(うれ)しかった。

「そうか……」

　岩坂も、つられるように納得する。

「ならば、俺の復讐は、永久に、果たせないということだな……」

「そういうことだ。それに……」

「ああ……」

　安らかな顔で、その身を美也に委(ゆだ)ねる。

「帰ろう、美也……」

「……ごしゅじん、さま？」

「一緒に、帰ろう……」

「……はい、なのです」

　言葉に詰まりながらも、美也は頷いた。涙を浮かべ、でも、満面の笑顔で。

　頷いて、頷いて、岩坂に「もういい」と叱(しか)られるまで頷いて。

「かえろうなのです……。いっしょに、ミヤといっしょに、かえろうなのです……」




３




　美也に支えられながら去っていく岩坂を見送って、真吾はふと口にした。

「岩坂の傷、あのままで大丈夫なのかな」

「大丈夫だろ」

　断言したのはリーナだった。

「あいつの体格は体力バカの典型だからな。あの程度でくたばるような奴(やつ)じゃない」

　言葉が辛(しん)辣(らつ)になるのは、一方的にやられたままで、一度も反撃できなかった悔しさからきているのだろう。

「まあ、そうかもな」と、真吾は苦笑しつつ、今度はぶち壊された橋の残骸に目を向けた。

「ところでこれ、どうすんだ？」

「放っておけ」

　こちらを断言したのは光夫である。

「俺たちはなにもやっちゃいないし、何も知らない。それでいくしかないだろ」

　ということで、真吾たちは逃げることにした。

「で、でも、ど、どこへ行くんだな？」

「もうすぐ、花火の時間ですね」

　時計を確認しながら、穂香が言う。

「どこか、人(ひと)気(け)がなくて見晴らしのいいところがあればいいんですが……」

「そんな都合のいい場所、あるのか？」

「あ……」

　真吾は思いついた。見晴らしがよくて、この時間には絶対に人がいない場所を。

「学校の屋(おく)上(じよう)に行こう」







　県(あがた)ヶ丘(おか)高校の屋上に移動した真吾たちは、好きな場所におのおの腰を下ろしたり、寝転がったりして、激闘の疲れを癒(いや)し始めた。

　一息ついた真吾は、まずタロウに声をかけた。

「タロウ、本当に、これでよかったのか？」

「いいわけがなかろう」

　タロウはふてくされたように、地面に伏せている。

「だが、これ以上の結末もまた存在はしないだろう。あるなら見てみたい気もするが……。それでもないのだから、ここで妥協する以外にあるまい」

「でも、タロウのご主人が魔神だったっていう証拠もないし……」

「いや、おそらく本当にご主人殿は魔神だったのだろう」

　伏せたまま、どこを見るでもなくタロウは答える。

「あの男が、そのことで噓(うそ)を言ったり出任せを口にするとは思えん。それに、ご主人殿と最初に出会ったときの言葉は、普通の人間が口にできるようなセリフではなかったしな。ただ……」

　なぜ、タロウの主人は魔神になったのか。そして、魔神になって何をしようとしていたのか。

　それだけが、気にかかる。

　元警察官で、地域の住民からも愛され、引退後も自主的にパトロールを行って地域を見守ってきたのだ。タロウを拾い、育ててくれたことも含めて、とても世界を滅ぼすために、魔神の力を手に入れたとは思えない。

「いや、それより、これからのことを考えるべきだろう」

「これから？」

　タロウは全員の顔を見回してから、言った。

「魔剣の所持者である王女。世界の危機を呼び寄せる真吾。グランという神から授かった生命体を宿す穂香殿。そして、魔神に関わりのあった清美殿、淳殿、拙者……。こうなると、全員が魔神か世界の危機に関わっていると見て間違いないだろう。ならば、当然……」

　全員の視線が、光夫に注がれる。

「俺にも、魔神か世界の危機に関わりがあるってことか……」

　なんとなく、背筋が寒くなる。

　適当に集められただけと思っていたメンバー全員に、一つの共通点が見いだされた。

　しかも、魔神が頻(ひん)繁(ぱん)に現れ、すべて真吾たちの前に姿を見せているのだ。

　真吾には、世界の危機を惹(ひ)きつける素質があるという。だが、世界の危機以外の魔神もまた、真吾に惹きつけられているのではないだろうか。

　真吾になついていた美也だけでなく、岩坂もまた、真吾の素質に引き寄せられる形で、この県(あがた)町(ちよう)へやってきたのかもしれない。

　やっぱり、自分には何かあるな。

　気にしてもしかたがないと穂香には言ったが、そうも言ってられないのかもしれない。

　不安に思う中、一発目の花火が打ち上がり、夜空一面に大輪の花を咲かせた。

「おおっ」

　リーナが歓声を上げた。

「これが、花火か」

「リーナのとこにはないのか？」

「残念ながらな。いや、しかし……うお！　腹に響くな、この音は！　おい、見たか!?　いまのはハート形だったぞ！」

　すっかり、はしゃいでしまっている。

「……キレイ」

　おそらく、こちらも初めてだろう清美も感(かん)嘆(たん)の息を漏(も)らす。

　そんな二人の姿は、ざわめく胸の内をなだめる効果があったようだ。

　選ばれし者たちは、不安をいっときでも忘れるように、その音と色の饗(きよう)宴(えん)に見入るのだった。







　頭上に打ち上がる花火には目もくれず、武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)は崩壊した橋の残骸を遠巻きに眺めながら、ため息をついた。

「あーあ、失敗かぁ」

　橋の周辺には、花火の華(はな)やかさに負けまいとするかのようなハデな回転灯を回した救急車やパトカー、野(や)次(じ)馬(うま)たちが集まって、祭りとは別の賑わいを作りだしていた。

「まぁ、次もまだあるし、いっか」

「何が、いいんですか？」

　ギョッとなって振り向くと、いつからいたのか、梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)がすぐ側に立っていた。

「な、なによ、いきなり」

「怪しげな事を口走っているからですよ。それより……」

　柚子の視線が、鋭(するど)く理沙を射抜く。

「やはり目的は、アレなんですね」

「……なんのことかしら？」

「とぼけないでください」

「アレとか抽(ちゆう)象(しよう)的(てき)に言われても、理沙わかんなーい」

「…………」

「ちょっと、そんな怖い顔で睨(にら)まないでよ。ほらほら、笑顔笑顔っ。怒ってばっかりじゃ、早くシワができちゃうわよぉ。ただでさえ、私より年寄りなんだから」

「私はまだ、二四です」

「高校生にとっては遠い彼方(かなた)の年齢よ。ま、人間の尺(しやく)度(ど)で言えばね」

　二人は睨みあっていたが、やがて理沙は肩をすくめて踵(きびす)を返し、「やれやれ」と言いながら去っていった。

　その後を追わず、振り返ることもせずに、柚子は携帯電話を取りだし、電話をかけた。

「もしもし、リーナさんですか？　トランクィロです」

　電話の向こうのリーナは驚いているようだった。こちらから電話をかけるなど滅多にないのだから、当然だ。

「少しいいでしょうか。なるべく、誰にも聞かれないようにしてください」

　少し間を置いてから、柚子は切り出した。

「これからは魔剣の扱いに気をつけてください。今回のようなことは、これっきりにしたいのです」

　リーナが持つ魔剣は、神殺しの剣である。人間が神に対抗しうる、唯(ゆい)一(いつ)の武器である。

　こんな物騒なものの存在は、できるだけ知られないようにしておくに越したことはない。

　とはいえ、リーナは、いや、オクターヴァ人は、トランクィロのことを慕い、敬(うやま)っている。だから、神殺しの剣であるということを知ったとしても、まず自分にその切っ先が向けられることはないはずだ。

　地球人は、オクターヴァ人に比べればおとなしい種族である。神の存在を知ることすらできないこの世界の人間は、ある意味で、オクターヴァ人以上に安全な人類である。

　しかし――。

　魔神は違う。

　魔神の中には、神に背(そむ)く者がいる。魔剣の存在を知る者がいる。岩坂がまさにそれだったが、これからも、岩坂のように魔剣を手にしようとする魔神が現れないとも限らない。いや、まちがいなく現れるだろう。

　なにしろ、魔神には、「あの存在」が関わっているのだから。

　だから、トランクィロとしては、ここで釘(くぎ)を刺しておかずにはいられないのだ。

「それを踏まえた上で、ラメントがいる世界と、私がいる世界、なぜ繋(つな)げられたか、わかりますか？」

　しばらくの沈黙の後、柚子は――トランクィロは――言った。




「魔剣ブルレスケ。ラメントはそれを、狙っています」
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　爽(さわ)やかな小鳥たちのさえずりと、優しくまぶたをうつ太陽の光に揺(ゆ)り起(お)こされて、真(しん)吾(ご)は目を覚ました。

　あれから、一週間。八月も下旬にさしかかっている。

　もうすぐ、夏休みも終わりだ。

　振り返ってみると、かつてないほど充実した夏休みだったような気がする。

　世界を二度も救った。

　海にも行った。

　夏祭りにも行った。

　そこで穂香(ほのか)たちの水着姿に浴衣(ゆかた)姿も堪(たん)能(のう)した。

　これ以上があるかというほどの満(まん)喫(きつ)ぶりだった。

　その思い出を、心の中だけでなく、形としても残しておかねばと、真吾は学校が始まったら大(だい)輝(き)に写真の焼き増しを頼もうと心に決めた。

　今回の件も、いつの間にか姿を消していたが、きっとどこかでいい写真を撮っていたに違いない。楢(なら)川(かわ)大輝という男は、そういう奴(やつ)なのだ。

　真吾は大きく伸びをして、ベッドから起きあがろうとした。起きあがろうとして、腰から下が動かなくてギョッとした。

　布(ふ)団(とん)をめくってみると、そこには丸くなってすやすやと眠る、美(み)也(や)の姿があった。しかも、裸である。

「な、な、なんだぁ!?」

　驚いているところへ、相変わらず最悪のタイミングで、穂香、リーナ、清(きよ)美(み)の三人がやってきた。

「おはようございます、真吾く……」

「おはよう、シンゴ……」

「…………」

　真吾の膝(ひざ)の上で眠る格好の美也を認めて、全員絶(ぜつ)句(く)する。

「あ、いや、これは……」

「シンゴ、貴様……」

「し、知らない！　本当に！　なにがなんだか！」

　剣(けん)呑(のん)な雰(ふん)囲(い)気(き)を感じたのか、気持ちよさそうに眠っていた美也が、「むー」と不満の声を上げながら目を覚ました。

「み、美也！　よく起きてくれた！　これはどういうことだ!?　説明してくれ！　早く！　俺(おれ)に危(き)害(がい)が加えられないうちに！」

「うにゃぁ……？」

　だが、寝(ね)ぼけ眼(まなこ)の美也に状況説明などできるはずもない。

　気がつけば、リーナが拳(こぶし)を握りしめて真吾の横に立っていた。

「ま、待ってくれ……」

「安心しろ。ブルレスケを使うようなことはしないからな」

　凶器という意味では、魔剣も拳も変わらないから、ちっとも安心できなかった。

　真吾がボコボコにされた後で、穂香は美也から事情を聞きだした。それによると、あれから岩(いわ)坂(さか)は、一人で旅立ったという。

　美也は岩坂についていくことを望んだが、「一人でじっくり考えたい」と言われ、しかたなく見送ったのだ。

「美也のことを大切に思ってるくせに、置いてきぼりとはどういうことだ？」

　真吾をぶちのめしても不満が収まらないのか、リーナの口(く)調(ちよう)にはトゲがある。しかし、美也はあっけらかんと答えた。

「ごしゅじんさまは、いろいろかんがえているのですぅ」

　これからのことも、美也のことも。

　ただ、復(ふく)讐(しゆう)心(しん)が完全に消えたわけではない。何かの弾(はず)みで、その復讐心が首をもたげないとも限らない。そうなれば、美也を巻き込んでしまう可能性があるだろう。

　だから、岩坂は美也に真吾たちの元へ行くよう指示した。おそらくそれが、いまの時点では美也にとって一番安全で幸せな場所だろうから。

「もちろん、ごしゅじんさまはかならずかえってきてくれるってやくそくしてくれたのですぅ。ゆびきりもしたのですぅ」

　この期(ご)に及んで、外見に似合わないことをする人である、岩坂は。

「なるほど、事情はよくわかった」

「うにゃあぁん」

「いや、別に褒(ほ)めてないけど」

　嬉(うれ)しそうに抱きついてくる美也を、穂香たちの顔色を窺(うかが)いながら引きはがす。

「だからって、俺の家に上がり込むことはないだろ」

　しかも、裸で人の寝床にまで潜(もぐ)り込(こ)んで。

「だってぇ」

　真吾を押し倒すように体重を預け、胸に頰(ほお)をこすりつけて、美也は喉(のど)を鳴らした。

「シンゴさまといっしょにいるのが、いちばんきもちいいのですぅ」

「き、気持ちいい……」

「貴様……」

「……不(ふ)潔(けつ)」

「ち、違う！　なんにもしてない！　誤解だぁ！　そ、それに美也！　いきなりやってこられても、俺の家族が困るぞ！　いくらなんでも人間が一人増えたら……」

「だいじょうぶなのですぅ。ふだんはネコのすがたでいるのですぅ」

「そっか、それなら安心……じゃねぇ！　こんなこと、毎日やってたら体力も気力も保(も)たないっつーの！」

「か、体も……!?」

「気力も……!?」

「……保たない!?」

「そこに反応するなぁ!!」




　いろんな意味で、充実しすぎの夏休みだった。






















世界の危機はめくるめく！４　完







あとがき







　こんにちは、佐(さ)藤(とう)了(りよう)です。




　ついにやってきました、佐藤了月間。二〇〇九年九月は佐藤了一色で染まっております（自分の脳内では）。

　というのも、まず本書「世(せ)界(かい)の危(き)機(き)はめくるめく！」の四巻がありまして、さらにFB onlineでは特集され、短編も掲(けい)載(さい)されているはずです。

　さらにさらに、本書と同時発売の「ナイトウィザード」のアンソロジーノベルにも参加していて、まさかの三作同時進行となりました。

　しかし、これだけでは終わりませんよぉ。

　携帯配信の「ちょく読み」で「世界の危機はめくるめく！」の一巻が配信され、特集まで組んでいただきました（これは正確には八月ですが）。

　そしてなんといっても、九月は作者の誕生日！

　いやあ、ここまで重なると怖いですねぇ。この前やったアンケートの「これまでで一番大変だったお仕事はなんですか？」という質問、今なら間違いなくこの時期をあげていたでしょう。体調面も精神面も、あまり良い状態ではなかったので、かなり苦労しました。しかし、苦労の甲(か)斐(い)あって、また一歩、成長できたような気がします。




　せっかくなので、宣伝も兼ねてその辺の話でもしましょうかね。なにせ五ページものあとがきは初めてなもので、字数を稼(かせ)がないと。

「世界の危機はめくるめく！」と「ナイトウィザード」。

　まったく違う話なのに、既(き)視(し)感(かん)のようなものを絶えず感じながら書いていました。なるほど、確かに両方とも世界の危機は扱っています。しかし、当然ながら雰(ふん)囲(い)気(き)や世界観はまったくの別物。なのに、「ナイトウィザード」はプロットの段階から違(い)和(わ)感(かん)なく、なにやら「めくるめく」の延長線で思考がはたらいていました。

　世界の危機が訪れて、でも内容はバカバカしくて、軽いノリで、しかもコテコテのラブコメをしてみたり……。

　首を捻(ひね)りました。

　おかしい。「ナイトウィザード」のはずなのに、やってることは「めくるめく」だ。しかも、ノリが東(とう)宝(ほう)系特撮怪獣ものだったり。

　おまけに、「めくるめく」の短編と「ナイトウィザード」の内容を、あえて同じ題材でぶつけてみよう！　などという悪のりとしかいいようのない仕様で作ったため、もはやどっちがどっちでなにがなんだかという状況でした。　




　………………。




　まあ、いいか。




　軽い開き直りと共に、これらの作品はできあがっていったわけです。

　そんな「ナイトウィザード」のアンソロジーノベル、「大(だい)魔(ま)王(おう)は、世(せ)界(かい)滅(めつ)亡(ぼう)の夢(ゆめ)を見(み)るか？」こちらもぜひ、よろしくお願いします。




　さて、「めくるめく」の本編にも少し触れましょう。

　いよいよ、世界が危機に陥(おちい)る原因の一(いつ)端(たん)が見えてきましたね、ええ。

　…………。

　………………あれ？

　いかん。

　ここから先は次巻以降のネタバレに繋(つな)がるから、書けない（笑）。

　ということで、本編についてはここまで！

　うわーい、「ナイトウィザード」の宣伝だけで終わったぞーい、と。

　あとは次巻を、お楽しみに！




　え、えー……。グダグダになってきたので、この辺で締めたいと思います。

　まず、苦労した作者以上に苦労したであろう担当のＫ笠さん、いつもありがとうございます。記憶にないかとは思いますが、「ネコミミだにゃんっ」という言葉は一生忘れません。

　続いて、イラストの藤(ふじ)真(ま)拓(たく)哉(や)さん。ネコミミは人類三(さん)神(じん)器(ぎ)の一つだ！　リーナの台詞(せりふ)が真実に思えてきました（笑）。ちなみに、残り二つはなんでしょうか？　藤真さん的三神器を、ぜひ次の巻のあとがきで！（をい）

　恩師のＨ先生。一人より二人、二人より三人で先生に恩返しをしたいです。

　他、本作の制作や出版に携(たずさ)わってくださった方々、支えてくださった方々に感謝を。

　そしてなにより、読者の皆さん。このシリーズが続けられるのも、皆さんのおかげです。本当にありがとうございます。




　さて、次回は本編でも示(し)唆(さ)された通り、光(みつ)夫(お)絡みの話になります。実は、メンバーの中で一番やりたい話だったりします。はっはっは、まだなんにも決まってないですけどね！

　では、また五巻でお会いしましょう。




二〇〇九年九月　佐藤 了
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藤真拓哉

Takuya Fujima




漫画家／イラストレーター。

代表作は『ネギま!?ｎｅｏ』（講談社）、『アイドルマスター ブレイク！』（講談社）、『魔法少女リリカルなのは Ｖｉｖｉｄ』（角川書店）など。

欲しい特殊能力は、どんなに食べても太らない体。これがあれば好きなものを死ぬ程食べられる！

http://www.geocities.jp/fujima040
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